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○令和８年３月１６日（月） 

 開議 午前１０時００分 

 散会 午後 ４ 時４６分 

 

○出席委員（１４名） 

 委   員   長  江 川 あ や     委 員  髙 橋 紀 博 

 副 委 員 長  皆 川 ゆきたけ     委 員  高 木 ひろたか 

 委 員  いしかわ まさき     委 員  能登谷   繁 

 委 員  あ べ な お     委 員  金 谷 美奈子 

 委 員  駒 木 おさみ     委 員  高 花 えいこ 

 委 員  石 川 まさゆき     委 員  安 田 佳 正 

 委 員  まじま 隆 英     委 員  杉 山 允 孝 

 

○欠席委員（１名） 

 委 員  小 林 ゆうき 

 

○出席議員（１名） 

 議 長  福 居 秀 雄 

 

○説明員 

 副 市 長  桝 井 正 将     建築部建築総務課長  柴   昌 克 

 経 済 部 長  三 宮 元 樹     建築部建築総務課主幹  紙 谷 由紀子 

 経 済 部 次 長  小 島 浩吉志     土 木 部 長  富 岡 賢 司 

 経済部経済交流課長  住 吉 俊 彦     土木部雪対策担当部長  高 橋 正 樹 

 経済部経済交流課主幹  小 松 一 恵     土木部雪対策課長  石 持   真 

 経済部産業振興課長  後 藤 哲 憲     土木部土木管理課長  尾 崎 理 人 

 観光スポーツ部長  菅 原   稔     土木部土木建設課長  小 松 潔 史 

 観光スポーツ部次長  松 田 英 志     土木部土木建設課主幹  寺 門 寛 紀 

 観光スポーツ部観光課長  上 田 征 樹     土木部公園みどり課長  星   孝 幸 

 観光スポーツ部スポーツ施設整備課長  川 原 久 明     土木部公園みどり課主幹  和 田 光 矢 

 観光スポーツ部スポーツ施設整備課主幹   大久保 啓 子     土 木 事 業 所 長  田 中 治 雄 

 農 政 部 長  林   良 和     土木事業所主幹  今 井 謙 一 

 建 築 部 長  岡 田 光 弘     水道事業管理者  佐 藤 幸 輝 

 

○事務局出席職員 

 議 会 事 務 局 長  稲 田 俊 幸     議事調査課書記  髙 橋 理 恵 

 議事調査課主査  長谷川 香 織     議事調査課書記  朝 倉 あゆみ 

 議事調査課主査  信 濃 孝 美     議事調査課会計年度任用職員  河 合 理 子 
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開議 午前１０時００分 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○江川委員長 ただいまから、予算等審査特別委員会総務経済建設分科会を開会いたします。 

 本日の出席委員は、ただいまのところ１４名であります。 

 よって、開議の定足数に達しましたので、これより会議を開きます。 

 なお、本日の会議に、小林委員から欠席する旨の届出があります。 

 ここで、特に御発言はございますか。 

○高木委員 後半部分の資料要求を、農政部に、２点お願いしたいと思っています。 

 １点目は、新規就農に関わる事業の一本化の内容が分かるもの、そして、もう一点は、令和８年

度の新規就農確保・育成対策費の概要が分かるもの、以上の２点についてお願いいたします。 

○まじま委員 土木部に資料をお願いしたいと思います。 

 令和２年度から令和７年度の気象状況及び改善要望件数と主な要望内容が分かるもの、それと、

令和２年度から令和７年度の１２月から２月の気温の推移が分かるものをお願いしたいと思います。 

○江川委員長 ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○江川委員長 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時０１分 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１０時０２分 

○江川委員長 再開いたします。 

 ただいま御要求のありました資料につきまして、提出の可否と時期について、理事者に発言を求

めることといたします。 

○林農政部長 高木委員から要求のありました新規就農に係る事業の一本化の内容が分かるもの、

それから、令和８年度新規就農確保・育成対策費の概要の分かるものにつきましては、委員の御質

疑の前までに提出いたします。 

○高橋土木部雪対策担当部長 まじま委員から御要求がございました令和２年度から令和７年度の

気象状況及び改善要望件数と主な要望内容が分かるもの、令和２年度から令和７年度の１２月から

２月の気温の推移が分かるものの以上２点につきましては、委員の質疑の前までに提出させていた

だきます。 

○江川委員長 ただいま御要求があり、提出可能な資料につきましては、予算等審査特別委員会の

資料といたしたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 なお、資料に関わり出席している理事者につきましては、退席していただいて結構です。 

 それでは、議案第１４号の分担部分のうち経済建設常任委員会所管分、議案第１６号、議案第２

２号及び議案第２３号の以上４件を一括して議題といたします。 

 これより、質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○石川まさゆき委員 おはようございます。 

 今日から後半部分の質疑が始まるということで、後半もトップバッターとしてさせていただきた
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いと思っています。後半は、経済部と観光スポーツ部、質疑は２つさせていただきたいと思ってい

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 前半の質疑のときに、冒頭でＷＢＣの日本代表のお話をさせていただきましたけれども、昨日は、

大谷選手の先頭打者ホームランで盛り上がりましたけれども、残念ながら負けてしまいました。今

回は負けてしまったんですけど、２０２８年のロサンゼルスのオリンピックで、野球とソフトボー

ルが２大会ぶりに復活するということでして、そのときも、もしかすると、また大谷翔平選手が見

られるんじゃないかなと思って楽しみにしています。とにかく、いろいろ、今回、楽しませていた

だきましたんで、感動と勇気を与えていただいた侍ジャパンには感謝を申し上げたいなと思ってい

ます。 

 この３月はＷＢＣで盛り上がりましたけれども、昨年の夏は、旭川は菓子博で盛り上がりました

ということで、経済交流課にあさひかわ菓子博開催支援費について質疑をさせていただきたいと思

います。 

 昨年の旭川の夏は、菓子博から始まったと言っても過言ではないかなと思います。１９１１年の

初開催より、４年に一度、全国で開催されてきた全国菓子大博覧会は、８年ぶりの開催で、昨年５

月３０日から６月１５日の１７日間に、延べ約２６万人の来場者があり、成功裏に終えることがで

きました。また、大型の全国イベントがこの旭川市でも実現可能であるポテンシャルの高さを証明

することとなりました。 

 開会式、オープニングセレモニーでは、博覧会の名誉総裁である彬子女王殿下が御臨席され、北

の大地から日本全国、世界にお菓子の魅力が伝わり、お菓子を通した平和なひとときを世界の人た

ちが共有してくださることを祈りますと御挨拶されました。 

 あさひかわ菓子博２０２５では、食の未来を担う日本の食料生産基地、和菓子と洋菓子のジャン

ルを超えて愛される地域性の文化が育まれているこの旭川の地から、お菓子の持つ、人を笑顔に、

まちを元気にする力が確実に発信されました。 

 そのような中、今津市長より、あさひかわ菓子博の実績をレガシーとして、２０２６年のアフタ

ー菓子博の開催が発表されました。 

 それでは、質疑に入りますが、７款１項１目のあさひかわ菓子博開催支援費について、事業の概

要をお示しください。 

○小松経済部経済交流課主幹 本事業は、昨年開催されましたあさひかわ菓子博２０２５の継承事

業としまして、本年５月８日金曜日から１０日の日曜日まで、この３日間、北海道菓子工業組合旭

川支部の主催により開催されるアフター菓子博あさひかわ２０２６の開催支援を行うものです。 

 本市では、物価高騰の影響を受ける地場産業の一助とすることを目的にしまして、開催経費の一

部を支援するため、３００万円を予算計上しており、全額、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金を活用する予定でございます。 

○石川まさゆき委員 開催経費の支援のために３００万円を計上し、全額、国の交付金を活用する

ということが分かりました。また、主催は北海道菓子工業組合旭川支部ということです。 

 しかし、あさひかわ菓子博開催支援費は、物価高騰の臨時交付金ですので、この交付金が、毎年、

活用可能かは不透明ですので、主催者側が定期開催を希望された場合には、開催支援が実現可能な

のか、現在のところ、不透明なのかもしれません。 
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 そのことの議論については今回は避けますけれども、今年のゴールデンウイークは、５月３日か

ら６日までが祝日というふうになっていますんで、暦の上ではゴールデンウイークが過ぎてからの

イベント開催になるのかなと思います。 

 続きまして、予算の根拠についてお示しください。 

○小松経済部経済交流課主幹 主催者であります北海道菓子工業組合旭川支部より、会場の借り上

げ費ですとか設営費などに係る支援要望がございまして、会場となる道北アークス大雪アリーナの

使用料金等を精査し、積算を行ったものでございます。 

○石川まさゆき委員 あさひかわ菓子博２０２５のテーマに、ＳＭＩＬＥ ＳＷＥＥＴＳ ＨＯＫ

ＫＡＩＤＯという言葉が掲げられていたのを皆さんは記憶されていますでしょうか。３つのキーワ

ードがあり、１つ目は、国産原材料基地です。北海道は、牛乳、小麦、モチ米、砂糖の原料である

てん菜、小豆など、お菓子の原材料の一大生産地です。２つ目は、地産地消へのこだわりです。顔

の見える生産者が育てた原材料を用い、地産地消の菓子づくりで地域活性化を目指すお菓子屋さん

がたくさんあります。３つ目は、開拓精神です。明治以降の北海道開拓の歴史とともに、道内の地

域ごとに独創的な菓子作りが進んできたことにちなんでいます。開拓時代の飽くなき探求心旺盛な

チャレンジ精神が、今も菓子業界に息づいています。 

 成功裏に終えたあさひかわ菓子博２０２５ではありますが、確認のため、お聞きしますが、課題

や反省点について改めてお聞きしたいと思います。 

○小松経済部経済交流課主幹 あさひかわ菓子博２０２５においては、本市ではなかなか手に入ら

ない全国の銘菓が集まるということで、事務局の想定以上の来場により、物販コーナー等での長蛇

の列が生じてしまったという課題があったと認識してございます。 

 そのため、主催者側では、レジシステムの変更ですとか、一部コンテンツの事前予約制を導入す

るといった待機列解消に向けた対策を講じるとお聞きしております。 

○石川まさゆき委員 御答弁いただいたように、想定以上の来場者により、物販コーナーには長蛇

の列ならまだしも、物販場所であった地場産センターの屋外周辺は相当な行列があったと記憶して

います。土曜日、日曜日となれば、開場前からもう２キロ以上の行列ができた日もありますし、入

場に２時間待ちしたという声も聞きます。６月初旬といっても、もう強烈な日差しと３０度近い天

候の日もありましたんで、入場チケットを購入したけれども、高齢で途中で体調不良となって入場

を諦めたというような声も聞いています。 

 私自身も、事前に入場チケットを購入しましたけれども、開会式には出席することができました

が、そのほかの日には、その行列に並ぶ時間がなかなか取れないんで、もう一回行くのを諦めたと

いうことがありました。 

 来場者数が多かったのはよかったので、仕方がない側面はありますけれども、主催者側で新たな

待機列解消に向けた対策を講じられるようですが、市は、主催者とともに改善に向けて検討してい

ただきたいなというふうに思います。 

 あさひかわ菓子博２０２５では、待機列問題に加えまして、車社会の本市ならではの悩みの駐車

場問題があったと思いますが、今回はどのような設定なのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○小松経済部経済交流課主幹 あさひかわ菓子博２０２５では、公共交通機関の利用を呼びかけた

ものの、結果として周辺施設の駐車場で混乱が生じるなどの課題があったと認識してございます。 
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 今回のアフター菓子博あさひかわでは、専用の駐車場の確保は困難であることから、円滑な交通

処理を図るため、主催者において警備員を配置するという計画であると承知してございます。また、

開催期間中は、周辺施設においても催事が予定されておりますことから、一帯の駐車容量には限り

がありますため、公共交通機関での来場を重点的に呼びかける方針であり、市としても、主催者と

連携しまして、適切な情報発信に努めてまいりたいと考えております。 

○石川まさゆき委員 昨年、開催前は、旭川駅からの専用バス、それが出るっていう手配のうわさ

もあったんですけど、結局、実現されませんでしたし、大雪アリーナの近隣の駐車場が不自然に混

雑していたというようなことも記憶しています。今回も専用の駐車場の確保が困難ということです

ので、公共交通機関で徒歩での来場を呼びかけていくということです。近隣住民に御迷惑をおかけ

しないように、市も適切な情報の発信に努めていただきたいなというふうに思っています。 

 それでは、今回のアフター菓子博２０２６の具体的な内容についてお示しいただければと思いま

す。 

○住吉経済部経済交流課長 あさひかわ菓子博２０２５で人気があった商品や、名誉総裁賞などの

各機関賞受賞商品等の販売をはじめ、市内高校生と市内お菓子メーカーによるスイーツ甲子園、市

内菓子店の商品をビュッフェ形式で堪能できるスイーツビュッフェ、お菓子づくり体験コーナー、

市内のグルメコーナーなど、多彩な内容が計画されております。今回は、一部のコンテンツを除き、

入場無料で実施されると伺っておりまして、より多くの方が菓子文化に触れる機会になるものと考

えております。 

○石川まさゆき委員 アフター菓子博をやっぱり歓迎する声は非常に多いですが、それと同時に、

市民の方からよく疑問で聞かれるのが、１点目は、入場が無料なのか有料なのかをよく聞かれます

し、２点目は、昨年のように全国のお菓子の販売があるのかどうか、そういった疑問を持っている

方が多いように思います。 

 お示しいただいた具体的な内容では、市内高校生と市内菓子メーカーによるスイーツ甲子園、市

内菓子店の商品のスイーツビュッフェ、市内のグルメコーナーが催されるということなんで、どれ

もとても楽しみな企画だなというふうに思っています。 

 市民から疑問の多い２点目の全国の菓子の販売があるのかという点ですが、アフター菓子博では、

昨年の菓子博で人気を博した伊勢の赤福をはじめとした全国の御当地菓子の販売などを実施すると

いうような情報もありますが、具体的にはどのようなものが販売されるのか、現段階でお答えでき

る範囲で構いませんので、教えていただきたいと思います。 

○住吉経済部経済交流課長 今回のアフター菓子博あさひかわ２０２６で販売する全国の銘菓につ

きましては、今、委員からお話があった伊勢の赤福、岡山のきびだんご、山梨の信玄餅、滋賀のク

ラブハリエのバームクーヘン、東京の榮太樓飴、岩手のずんだ餅、長崎のカステラ、沖縄のちんす

こうなど、昨年の菓子博で人気があった商品や、名誉総裁賞といった機関賞受賞商品を中心に、約

３００アイテムの出品を菓子工業組合経由で各団体のほうに打診していると伺っております。 

○石川まさゆき委員 昨年の全国菓子博は約１千点の出品がありましたが、今回は約３００アイテ

ムの出品ということで、主催者経由で打診されているということです。昨年は、赤福の新商品の生

羊羹や千秋庵の生ノースマン、これらはとても売り切れが続出していましたけれども、今回も全国

の菓子がお目見えするようなので、規模は縮小されますが、とても楽しみです。 
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 昨年は、地場産センターが物販場所でしたので、面積の関係ですぐに混雑して入場制限がありま

したけれども、今回は大雪アリーナですから、多くの方が一度に入場できるので混雑も緩和される

のかなというふうに思っています。 

 次に、アフター菓子博が成功するためには、広く周知、ＰＲしていく必要があると考えますが、

ＰＲ戦略についてお聞かせいただきたいと思います。 

○住吉経済部経済交流課長 主催者において、新聞やタウン誌など広告媒体やＳＮＳを通じたＰＲ

のほか、前回、効果的だったインフルエンサーを活用のプロモーションが展開される予定と聞いて

おります。 

 本市といたしましても、市の公式ＳＮＳや広報誌での情報発信に加え、市内外で実施する各種イ

ベント等でのＰＲ告知を積極的に行うとともに、主催者が実施するＰＲ活動と連携を図りながら、

より多くの方に伝わる効果的な周知に努めてまいりたいと考えております。 

○石川まさゆき委員 広く周知、ＰＲをお願いしたいなというふうに思っております。 

 視点が変わりますけれども、北海道内で見られる野鳥、シマエナガにそっくりな大福の妖精、シ

マエ大福について少し触れたいと思っています。 

 シマエ大福は、愛らしいキャラクターで、昨年の菓子博では、着ぐるみも登場し、会場を盛り上

げてくれましたし、グッズ販売も順調だったと思います。シマエ大福について少し調べてみました

が、年齢は人間で言う小学生で、誕生日は２月９日だそうです。シマエ大福は、小豆を見ると興奮

して、ジュリリと鳴き声を連発するそうです。シマエナガ同様に活発な性格で、常においしいお菓

子を探して動き回っているようです。あんこが大好きで、北海道に住みついているようで、小豆型

のポーチをかけていますけれども、もうその中はお菓子がいっぱい入っているそうです。 

 シマエナガやシマエ大福は、子どもから高齢者の方まで人気があると思いますが、アフター菓子

博でも再登場はされるんでしょうか。 

○住吉経済部経済交流課長 シマエ大福は、その愛らしいフォルムから、前回の菓子博でも、お子

様をはじめ、多くの来場者に親しまれ、会場を盛り上げる象徴的な存在であったと認識しておりま

す。 

 シマエ大福の権利は北海道菓子工業組合に帰属しておりますが、今回のアフター菓子博あさひか

わ２０２６においても、旭川の菓子振興のために活用される予定でございます。シマエ大福は、菓

子博のキャラクターとして、市民にも広く認知されているものと考えておりますことから、ポスタ

ー等々の広告物への展開に加え、期間中も、来場者の方と触れ合える機会を多くつくるよう働きか

け、イベントのさらなる盛り上げにつなげてまいりたいと考えております。 

○石川まさゆき委員 また登場するということで、安心しました。聞くところによると、課長も着

ぐるみでシマエ大福をされたといううわさも聞いておりましたけれども、また頑張っていただきた

いなと思っています。 

 質疑は戻りますが、昨年の菓子博は成功裏に終えました。昨年の実績をレガシーとしていきたい

と市長は意気込みを語られ、アフター菓子博の支援を予定しておりますけれども、この事業を通じ

て、市としてどのような効果を期待しているのか、改めてお示しいただきたいと思います。 

○住吉経済部経済交流課長 あさひかわ菓子博２０２５では、全国から延べ２６万人以上の方に来

場いただき、全国の銘菓はもとより、本市のお菓子の魅力を広く発信することができたものと認識
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しております。 

 現在、本市の菓子業界は、物価高騰や人手不足等により厳しい経営環境にあります。本事業では、

旭川菓子商工業組合や旭川洋菓子協会などの加盟事業者による販売のほか、学生や子どもを対象と

したお菓子作りの体験、多様な参加型コンテンツの実施を予定しており、お菓子の魅力発信のみな

らず、お菓子作りに対する興味や関心の醸成につながるものと考えております。 

 本市といたしましては、本事業がお菓子の消費拡大や菓子文化を次世代へ継承する契機となり、

物価高騰の影響を受ける地域事業者の事業継続や販路拡大、ひいては地場産業の発展に寄与するこ

とを期待しております。 

 本市のお菓子が持つ高いポテンシャルを最大限に生かし、本事業の成功がスイーツシティー旭川

を全国に発信する一助となるよう、主催者と密に連携し、様々な必要な支援を行ってまいりたいと

考えております。 

○石川まさゆき委員 アフター菓子博では、学生や子どもを対象としたお菓子作りの体験、多様な

参加型コンテンツを通じて、お菓子の魅力発信のみならず、お菓子作りに対する興味、関心の醸成

の視点を持ち合わせているということが分かりました。そして、本市の菓子業界の物価高騰や人手

不足などの厳しい経営環境を下支えすることが、市が補助を行う目的の一つであるということも理

解できました。企業や団体への支援は行政として必要ですから、引き続きお願いしたいと思ってい

ます。 

 スイーツシティー旭川を全国に発信するとの方針が示されましたが、どのように進めていくのか、

最後に、その力強い思いと夢をお聞かせいただきたいと思います。 

○三宮経済部長 本市は、古くから多くの菓子店が軒を連ねまして、日々の暮らしにもお菓子が彩

りを添えてきた、こういった歴史があります。また、お土産といたしまして、本市から市外に行っ

たときには、必ずと言っていいほど市内のお菓子を買って持っていく、そういうことでのＰＲもし

ておりましたし、それが、一つだけではなくて、和菓子だったり洋菓子だったり、いろんなものが

銘菓として旭川のものとしてございました。 

 そういう意味では、歴史あるスイーツのまちであるというふうに認識しておりますが、ただ、旭

川を代表するような代名詞にはまだなっていなかったのかなと思います。例えば旭川ラーメンと言

えば、イメージがつきますけども、旭川のスイーツというのはまだそこまでではなかったのかなと。 

 それが、昨年の菓子博で、一躍、全国の菓子博を旭川モデルでできた、その中でも、全国を代表

するようなお菓子がまた来ますけども、それに負けず劣らず、味もよかったということで、こうい

ったことがお菓子のまち旭川、そして、洋菓子もありますんで、どちらかというとスイーツシティ

ー旭川ということにつながっていくんだろうというふうに思っております。 

 スイーツシティー旭川を掲げるということは、単においしいお菓子をＰＲするということだけで

はなくて、旭川が誇るすばらしい素材、そして、長年にわたって培われてきた製造技術など、改め

て市民に市内にはこういったお菓子があるということを広く認知していただく契機であり、そうい

ったことがシビックプライドにつながっていくというふうに考えております。 

 また、主催者であります業界が、このイベントを自ら主体的に実施して、長く続けるためのモチ

ベーションというのは、やはり、売れることだと思います。幾らいいものであっても、売れないと

なかなか続かないので、そういう意味では、経済部の関わり方も、昨年は産業振興課で、お菓子の
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製造メーカーを支援する課がやっておりました。今回は、物産というか、販路まで見据えた中での

支援ということで、昨年は、住吉産業振興課長でしたけども、今度は、住吉経済交流課長というこ

とで、異動しても引き続きやらせていただくということになっております。 

 そういったことで、何とか、私たちの関わりとしても、しっかりと業務の面から捉えて引き続き

やらせていただきたいと思っておりますし、そういったことが本市の魅力のアップですとか、スイ

ーツシティー旭川のブランド確立につながってまいりますので、経済部としてもしっかりと支援し

てまいりたいと考えております。 

○石川まさゆき委員 部長から力強い御答弁をいただきました。 

 昨年開催されたあさひかわ菓子博をやっぱり単発で終わらせるのではなくて、その実績を引き継

いで、歴史あるスイーツのまちとして、この魅力を本市ならではの強みとしてスイーツシティー旭

川のブランドを確立していくことは、やっぱり、大いに歓迎したいと思います。 

 部長がおっしゃるとおり、やっぱり、旭川が誇るすばらしい素材や製造技術を改めて市民に広く

伝えていくということが大切なのかなというふうにも感じています。 

 最後になりますけれども、大雪アリーナがある神楽地区は、ＱｕｅｅｎｚＫの跡地の問題という

のもありまして、壺屋さんが移転構想を表明されていますけれども、いろいろな課題があることは

承知しておりますが、あさひかわ菓子博の今後の末永い継続開催と、壺屋さんの流れを契機として、

この神楽地区を旭川市内のスイーツの地としていただきたいと、この場で私の夢をお伝えして、質

疑を終えたいと思います。 

 それでは、続きまして、観光課に大雪カムイミンタラＤＭＯ推進費について質疑をさせていただ

きたいと思います。 

 旭川の観光特性として、雪国旭川市の冬には、ウインタースポーツを楽しめる大きな魅力があり、

冬の観光地の筆頭であるシルキースノーの稼げるカムイスキーリンクスがあり、冬季はスキーを中

心としたスノーアクティビティーで集客が図られています。 

 旭川の地域特性としては、川のまちであることが挙げられますが、夏季の観光軸としては、河川

空間が景観性、回遊性、走行安全性などの観点からサイクリングとの親和性が高く、川とサイクリ

ングの組合せは高いポテンシャルを有していますが、現在進められているかわまちづくりの計画に

おいてもサイクリング環境の充実が標榜されています。 

 ここ数年、観光施策の一環として、サイクルツーリズムを取り入れる自治体が増えています。国

が進める活用推進に加えて、コロナ禍を機に、密にならない移動手段として自転車の価値が改めて

注目されるようになりました。また、サイクルツーリズムは、地域経済に大きな収入をもたらすと

言われ、新たな雇用機会を生み出すだけではなく、地域のブランディングにもつながります。 

 サイクリスト、サイクリングの愛好者やそういった観光客を指しますが、彼らの消費行動が地域

の小売店や飲食店、宿泊施設の売上げに寄与し、観光消費の拡大のみならず、移住促進にまで地域

に様々な効果をもたらします。近隣の美瑛町や富良野市、東川町でも、外国人の観光客が自転車で

観光を楽しむ光景を頻繁に見ます。そういった観光振興の一翼になり得るサイクリングですが、令

和８年度にｅ－ｂｉｋｅ導入を予算化すると伺っています。その内容について、まずはお示しいた

だきたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 令和８年度当初予算におけるｅ－ｂｉｋｅの整備に関連する経費
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につきましては、大雪カムイミンタラＤＭＯ推進費１億７７３万円において、ｅ－ｂｉｋｅの導入

及びｅ－ｂｉｋｅを活用した体験型コンテンツの造成等に充てるものとして３００万円を計上して

おります。 

○石川まさゆき委員 ｅ－ｂｉｋｅ導入とｅ－ｂｉｋｅを活用した体験型コンテンツの造成のため

に３００万円を計上したということで、本市ならではの新たな観光コンテンツとして、ｅ－ｂｉｋ

ｅの導入が開始されるようです。 

 どのような経緯でｅ－ｂｉｋｅを導入することとなったのでしょうか、その経緯についてお伺い

したいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 令和８年１月６日付で、旭川や旭川周辺のサイクリング愛好家で

つくる団体、北海道大雪サイクリングクラブから、旭川市のサイクルツーリズム推進体制強化に関

する報告書を受領し、ｅ－ｂｉｋｅを活用したサイクルツーリズムの推進について提案を受けたと

ころであります。 

 この団体は、１００ｋｍサイクリングｉｎ旭川のサポートや、世界最大の自転車メーカーである

台湾ジャイアント社のサイクリングツアーの受入れを行っており、昨年１１月に、メンバーの一員

が台湾ジャイアント社を訪問した際に行われた意見交換の中で、近年のサイクリングツアーなどで

は、初心者や体力に自信のない方でも楽しめるｅ－ｂｉｋｅの活用が主流になりつつあり、ツアー

の受入れ体制の幅が広がるなどのメリットがあると伺ってきたことから、本市のサイクルツーリズ

ムの振興に資するものとしてｅ－ｂｉｋｅ導入の提案を受けたものであります。 

○石川まさゆき委員 ジャイアント社について少し調べて、ググってみました。１９７２年に台湾

で設立された自転車製造メーカーです。１９８０年には、台湾の自転車製造メーカーで１位となり、

その後、ヨーロッパやアメリカに進出し、１９８９年には日本にも進出しています。主要な生産物

は、中・低価格帯のマウンテンバイク、クロスバイク、ロードバイクで、そのほかにも、競技用自

転車や折り畳み自転車など様々な自転車を開発、生産、販売して、松下電器やフォード、ルノーと

共同して電動アシスト自転車の開発にも携わっているようです。 

 御答弁にもあったように、昨年１１月に、サイクルツーリズムの先進地である台湾のジャイアン

ト社へ、北海道大雪サイクリングクラブ会長様をはじめ、旭川観光コンベンション協会、旭川市の

観光課、商工会議所、振興公社、富良野美瑛広域観光推進協議会などの方々、総勢３０名で視察に

行かれたというふうにお伺いしています。台湾の自転車文化とサイクルツーリズムの実態を直接確

認され、旭川への台湾人向けツアーを造成する上では、ｅ－ｂｉｋｅ整備が前提条件であるとの認

識を共有することとなったというふうにお聞きしております。 

 そもそも、ｅ－ｂｉｋｅとはどのような自転車なのか、改めて教えていただきたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 ｅ－ｂｉｋｅについて明確な定義はございませんが、クロスバイ

クやマウンテンバイクなどのスポーツサイクルに電動アシスト機能を付加した自転車を指します。

一般的な電動アシストつき自転車は、シティーサイクルに電動アシスト機能を搭載したもので、坂

道や荷物の運搬時などに楽に走行できる安定性を重視したものとなっております。これに対し、ｅ

－ｂｉｋｅは、スポーツ走行や航続距離を重視した仕様となっており、サイクルスポーツを楽しむ

ためのアシスト機能を強化したものになります。 

○石川まさゆき委員 世界中には多くのｅ－ｂｉｋｅの種類があるようですけれども、私も調べた
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ところ、やっぱり大きくは２種類に分かれるようです。１つ目は、ペダルをアシストするタイプで、

もう一方は、ペダルでこがなくてもモーターの力で進むタイプのものがあるようです。日本の基準

では、前者は電動アシストで、後者は原付に該当するようです。 

 ｅ－ｂｉｋｅと電動アシスト自転車の違いはやっぱり複雑なんですけど、サイクリングに適して

いるのがｅ－ｂｉｋｅのようで、体力に自信がない方や、男性と一緒にサイクリングする際にスピ

ード感や体力に差がある女性の場合はｅ－ｂｉｋｅがお薦めというふうになっているようです。 

 新たな観光コンテンツとしてｅ－ｂｉｋｅの導入を推進していくわけですが、本市のこれまでの

サイクルツーリズムの振興の取組について、改めてお伺いしたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 本市におけるサイクルツーリズム振興の取組につきましては、本

市をスタート地点として日本最北端の宗谷岬を目指すロングライドイベント、ＴＥＰＰＥＮ－ＲＩ

ＤＥの取組を支援しているほか、国道４０号線沿線の自治体等と連携し、旭川－稚内間のきた北海

道ルートのナショナルサイクルルートの認定を目指す取組を進めているところであります。 

 また、海外に向けた取組につきましては、近隣の自治体と連携し、東南アジアのインフルエンサ

ーを招聘し、本エリアにおけるサイクリングの魅力を発信したほか、台湾ジャイアント社関連の旅

行会社と連携したサイクリングツアーを実施するなど、旭川市及び近郊におけるサイクリングの魅

力発信や誘客促進に努めております。 

○石川まさゆき委員 旭川をスタート地点として宗谷岬を目指すＴＥＰＰＥＮ－ＲＩＤＥは、３１

５キロを３日間で走り抜けるサイクルツーリズムで、今や有名な取組になってきておりますけれど

も、海外旅行向けには、近隣自治体と連携してジャイアント社関連の旅行会社と連携したサイクリ

ングツアーを既に実施されているということが分かりました。 

 旭川サイクリングロードもありましたけれども、現在、落石の危険性があるため、通行止めとい

うふうになっていますが、新たに使用している迂回路を新たに市道認定するような動きも目指して

いるということも聞いていますんで、サイクリングロードの完全復活も待たれるところだなと思っ

ています。 

 視点は変わりますが、旭川観光コンベンション協会が旭川駅で観光客向けに自転車のレンタルを

実施していると思いますが、駅のレンタル件数、貸出しの相手の属性についてもお伺いしておきた

いと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 旭川観光コンベンション協会が旭川駅の観光物産情報センターで

実施しているレンタサイクル事業につきましては、シティーサイクルだけではなく、クロスバイク

の各種サイズを取りそろえて貸出ししており、貸出し件数につきましては、シーズン当たり１千３

００件から１千５００件程度の水準で推移しております。 

 また、利用者の属性に関しましては、外国人観光客への貸出し件数がここ数年増加傾向にあり、

地域別では、台湾や中国、香港といったアジア圏に加え、オランダやオーストラリアといった欧米

豪の観光客にも一定の利用が確認されており、自転車文化が根づいている地域からの利用者が増え

ている状況となっております。 

○石川まさゆき委員 ジャイアント社のある台湾では、地元の方も観光の移動手段として自転車の

利用は慣れていると思いますし、そのほかは、アジア圏だけでなく、欧米豪の観光客の利用もある

ということです。ｅ－ｂｉｋｅの導入となれば、利用する年齢層の幅が広がり、女性の利用客も増
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えればさらに需要は高まり、収益性も期待できるかもしれません。 

 では、なぜ、レンタサイクルを実施している旭川観光コンベンション協会ではなく、ＤＭＯへ予

算をつけたのか、お伺いしたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 今回のｅ－ｂｉｋｅの導入につきましては、単なるレンタサイク

ル事業にとどまることなく、サイクリングツアーの造成などアクティビティー体験の推進を視野に

入れております。 

 ＤＭＯは、２０２３年のアドベンチャートラベル・ワールドサミットのポストサミットアドベン

チャーにおいて、忠別ダムから水をテーマにしたサイクリングツアーを展開しており、今後、この

地域におけるアドベンチャートラベルの推進を図るとともに、ＤＭＯが整備する基盤を活用し、観

光コンベンション協会との連携を強化することで、本市の誘客促進や観光振興につなげてまいりた

いと考えております。 

○石川まさゆき委員 ジャイアント社の旅行会社では、本格的なロードサイクリストはロードバイ

クを使用しますが、サイクルツーリズムにおいては、体力差の解消、長距離対応、安全性、誘客力

などの観点から、近年、ｅ－ｂｉｋｅを標準装備としたツアー造成が主流とされているとのことで

すので、本市も、ｅ－ｂｉｋｅを導入することで、単なるレンタルサイクル事業にとどまることな

く、サイクリングツアーの造成に挑戦することはＤＭＯの役割かと思いますし、アドベンチャート

ラベルのさらなる推進につながるかと考えます。また、今後のかわまちづくり計画とも一体となっ

て、本市の観光振興の拡大も期待したいところです。 

 １点気になるのは、道内の他都市でｅ－ｂｉｋｅを活用した事業の実施状況はどのようになって

いるのか、教えていただきたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 ｅ－ｂｉｋｅを活用したアクティビティーにつきましては、ニセ

コエリアや札幌市近郊、美瑛町、道東、知床など、道内では幅広くツアーコンテンツが組まれてお

りますが、比較的、坂道や長い距離を走る地域で自然や景観を楽しむツアーに活用されている傾向

が見られます。 

○石川まさゆき委員 既に取り組んでいる自治体は存在しているということです。 

 旭川観光コンベンション協会では、貸出し業務の際に、電動なのか、そうでないのか、そういっ

た問合せが増加しているというふうに聞きます。今や、国内や海外旅行者も含めた幅広い層で、ｅ

－ｂｉｋｅが標準的な移動手段となりつつあります。世界的にも、観光地のレンタルサイクルでは

ｅ－ｂｉｋｅ比率が年々上昇しており、欧州主要都市はレンタル車両の半数以上がｅ－ｂｉｋｅの

地域もあるということだそうです。 

 こうした流れは、アジア圏にも及び、台湾では既に観光時の移動手段としてｅ－ｂｉｋｅが主流

というふうにも聞きます。こうしたことから、ｅ－ｂｉｋｅが未整備では、サイクルツーリズムを

目的とした旅行者のニーズに対応できない状況が今後ますます増えてくるかもしれないというふう

に思われますし、さらなる誘客を想定して、サイクリスト向けの様々な整備の充実も必要だと考え

ます。 

 本市でのサイクルツーリズムの推進に当たっての課題認識について、どのように考えているのか、

お答えいただきたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 本市におけるサイクルツーリズムの推進に当たっては、サイクリ
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ストの皆様が快適かつ安全に利用できる環境の整備が重要であると認識しております。 

 主な課題といたしましては、まず、初心者や観光客の方々にも気軽にサイクリングを楽しんでい

ただけるよう、レンタサイクルの台数の確保や、ｅ－ｂｉｋｅなど初心者でも楽しめる車種の充実

が必要であると考えております。このほか、サイクルルート上における飲食店や休憩スポットの整

備、サイクルラックの設置といった利便性の向上のほか、サイクリングツアーの安全、安心を確保

するために、地域で活動できるガイド人材の育成や、走行中にトラブルが発生した際のサポート体

制の強化が必要であると認識しております。 

○石川まさゆき委員 たくさんの課題が挙げられたと思いますので、課題解決に向けて取り組んで

いただきたいというふうに思います。 

 そもそもｅ－ｂｉｋｅを活用する目的は、移動する行為です。移動の目的は、ある場所から別の

場所へ物理的に位置を変えるということになりますが、それは、サイクリスト向けの様々な整備の

充実があってこそだと思います。できれば、観光客には、旭川市内をｅ－ｂｉｋｅで巡っていただ

いて、市内の小売店や飲食店、宿泊施設を利用していただき、旭川の経済活性化につなげていただ

きたいと考えます。自転車に乗ることで、地元の方と触れ合ったり、景色を見たり、気になったお

店に気軽に立ち寄ったりすることは、観光バスよりも優れているというふうに思いますので、旭川

市の魅力を知ってもらうには最高のアイテムになるのかなと思います。 

 そもそもこの旭川のエリアはサイクルツーリズムの振興の適地であるのか、改めて市の認識をお

伺いしたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 本市は、大雪山連峰をはじめとする雄大で多彩な自然景観に恵ま

れており、季節に応じた風景を楽しみながら走行できる魅力がございます。また、北海道のほぼ中

心に位置しており、アクセスが良好であること、近郊には、国内外問わず、人気の観光資源が点在

しております。さらに、安全面においても河川空間を活用したサイクリングロードが整備されてお

り、広域的なサイクリングルートに適した地域であると考えております。道中では、旭川ラーメン

をはじめ、地場のスイーツや農産物など、本市ならではの食の魅力を楽しめる休憩スポットも多く、

地域の飲食、観光事業との連携による滞在型観光の展開が期待されます。 

 こうした自然環境や観光資源、食文化など多様な魅力を有することから、本市は、サイクルツー

リズムの推進において高い優位性を持つ地域であると認識しております。 

○石川まさゆき委員 経済部への質疑でアフター菓子博の質疑をさせていただきましたが、スイー

ツシティー旭川の魅力を最大限に生かすチャンスも秘めています。サイクリングは運動要素があっ

て、スポーツの側面もありますので、疲れたときに甘いものを食べたくなりますんで、前段の質疑

での課題認識ではスイーツ情報の充実は言われていませんでしたので、ぜひ、スイーツ情報の充実

も盛り込んでいただいて、旭川の魅力を最大限発揮させて、滞在型観光の展開につながる取組を推

進していただきたいというふうに思っています。 

 ｅ－ｂｉｋｅの価格は、１台３０万円近いと聞いておりますので、３００万円の予算ですと、導

入できても１０台程度と推測されます。ｅ－ｂｉｋｅの導入前ではありますが、今後はさらなる台

数の整備を考えているのか、例えば、令和９年度はさらに１０台、その次はまた１０台など、今後

の見通しについて市の見解をお聞きしたいと思います。 

○上田観光スポーツ部観光課長 ｅ－ｂｉｋｅにつきましては、車体そのものが高額であることに
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加え、バッテリー交換などの維持管理に係るランニングコストも相応にかかることから、さらなる

導入に当たっては慎重な判断が必要であると認識しております。 

 一方で、本市がサイクルツーリズムの訪問先として多くの方に選ばれるようになった場合には、

ｅ－ｂｉｋｅの活用実績や利用者の反応、コスト面などを総合的に勘案しながら、さらなる導入に

ついて検討していく必要があると考えております。 

 まずは、今回導入するｅ－ｂｉｋｅを有効に活用し、その運用を通じて課題を把握、整理しなが

ら、サイクルツーリズムの推進に向けた効果的な活用方策について検討してまいります。 

○石川まさゆき委員 観光バスに乗り、観光している団体の海外観光客は、一般的に１０人以上は

いるのかなと思います。旭川市内のｅ－ｂｉｋｅツアーを旅行会社が仮に企画する場合に、予定の

１０台では到底足りないと。旅行会社からすると、団体ツアーとして組みにくいというふうに想像

されます。ｅ－ｂｉｋｅを売りにしたサイクルツーリズムを掲げるのであれば、２０台、３０台の

在庫が必要なのかなと考えますので、レンタルの状況を見て台数追加の検討をしていただきたいと、

早めに要望しておきたいと思います。 

 やっぱり、中途半端な戦略だと、効果はおのずと中途半端になりますんで、攻めるチャンスがあ

ればどんどん挑戦するビヨンド精神で取り組んでいただきたいなと思います。本年３月２９日以降

は、タイガーエア台湾が運休するとお聞きしています。直行便がなくても、ジェットスターを利用

して、台湾のみならず、海外の観光客を引き続き呼び込んでいただきたいと思いますし、ｅ－ｂｉ

ｋｅの活用を契機として、旭川を起点とした道北地域のさらなる観光拠点となるよう、新しい価値

を創出いただきたいというふうに思います。 

 ｅ－ｂｉｋｅを整備し、有効に活用することで、本市の魅力を高めていくことが可能となるとこ

れまで繰り返し御答弁いただいていますんで、最後に、サイクルツーリズムの推進について、部長

から意気込みをお聞きし、私の後半部分の質疑を終えたいと思います。 

○菅原観光スポーツ部長 ｅ－ｂｉｋｅについて御質問を委員からいただきました。 

 私も、実はサイクリストの端くれでございまして、神楽地区に住んでおりますけれども、神楽地

区からすぐ河川敷に上がりますと、東神楽の森林公園まで信号なしで往復４０キロメートルを走る

ことができます。体重が９０キログラムありました時点では４０キロメートルを走ることはなかな

かつらかったところでありますけども、体重は今７０キログラムを切りましたので、４０キロメー

トルをさらに６０キロメートルぐらいに伸ばしたいなというふうに思っているところでございます。 

 サイクリストの中には、おのれの脚力を信じて距離を伸ばしていくというタイプもおりますし、

いわゆるポタリングといったような、景色を楽しみながら、空気を楽しみながら地域を巡るといっ

たようなサイクリストもいるというふうに思います。 

 これまで、私も、韓国や台湾を訪れましてプロモーションを展開してきておりますけども、その

中でも、やはり、自転車、サイクルツーリズムに対する意識というのは非常に高かったというふう

に感じております。また、欧米では、もとより環境に配慮した移動手段ということで、自転車が多

く活用されてきたというふうに思っております。 

 委員から御提案のありましたスイーツとのコラボというところもぜひ検討しながら、サイクリス

トは特にカロリーを消費しますので、そのカロリー補給のためにもスイーツをところどころで取っ

ていくということは非常に有効でありますし、本市のスイーツシティー旭川というのを売りにでき
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るポイントとなってくるというふうに思っております。 

 ジャイアント社とのつながりでございますけれども、私も、１５年ほど前に、台湾台中にありま

すジャイアント社を訪問させていただいたことがあります。そのときから、ジャイアント旅行社の

方々にサイクルツーリズムを企画していただいて、本市においてサイクリングツアーを実施してい

ただいたというような経過があります。 

 本市は、冒頭、委員からもお話がありました、河川敷を利用した、まさに空間として、サイクリ

ストが楽しめる最高の空間を持っているというふうに思っておりますので、本市といたしましても、

宿泊施設や観光スポット、それから飲食店などを気軽に周遊できる環境づくりを進めていくことで、

この地域の魅力をさらに高めていくことができるというふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、今後、大雪カムイミンタラＤＭＯですとか観光コンベンション協会な

ど関係団体、サイクル関係団体とも協力しながら、本市のサイクルツーリズムを強力に推進してい

きたいというふうに考えております。 

○江川委員長 理事者交代のため、暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時５２分 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１０時５３分 

○江川委員長 再開いたします。 

 御質疑願います。 

○髙橋紀博委員 それでは、後半ということで質疑させていただきたいと思います。 

 目が真っ赤っかになっていて、先週か、先々週かな、副議長が、何か目にパッチをしてきて、充

血したんだっていうことで、何かウイルス性でうつるかもしれんから気をつけてねって言っていた

ら、もう、すぐに、そのとき、目が赤くなって、市販の目薬を差していたら収まっていたから、や

れやれと思っていたら、また、昨日の夜、何か目がおかしいなと思ったら、もう真っ赤っかになっ

てしまって、それがどうしたっていう話なんですけども、あさって、眼科の先生にちょっと会う予

定があるんで、ちょっと先生に相談しようかなあと思っていますけど、先生に、前に、目がしょぼ

しょぼするんだよねって言ったら、目の奥が何かかゆい感じでしょうって言われて、そうそうと言

ったら、今そういう人たちいっぱいいるからって、何かそれで終わってしまうので、本当に、全然、

診てくれないんですけども、市販の薬で治るよって言われるんでないかなと思いますけども、ちょ

っとちゃんと質問していきたいと思います。 

 先週、東日本大震災から１５年っていうことで、様々な報道がなされておりました。どのように

報じられているのかなっていうので、ちょっと報じ方を見ていたんですけども、まず、原発につい

てっていうことが多く出ていましたよね。廃炉に向けた計画が計画どおりになかなか進まないって

いうか、もう進むすべがないというか、見通しも立たないというようなことが書かれておりました。 

 で、その原発の位置づけっていうことも書かれておりまして、政府は、原発の事故をやっぱりす

ごく重く受け止めて、原発ゼロということで脱原発にかじを切って取り組んできていたと。その風

向きも徐々に変わってきて、エネルギー基本計画の中で、可能な限り原発依存を低減するという表

現も削除されて、最大限活用ということに方向が、方針が変えられているということで、このこと

が原発回帰ということを加速するのではないかといった、公示されているのも大きく報じられてい
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たのかなって。事故が起きても対処できるといったことがないままで原発回帰するのは、私もちょ

っといかがなものかなって、しっかりと、そういった事故が起きても大丈夫って、１５年たっても、

事故の起きた原発はもうどうしようもないような状態になっている中で、そういった方向に変わっ

ていくっていうのは、私も、ちょっと違うんじゃないかなというふうに思っているところでありま

すけども、ただ、再生可能エネルギーの普及っていうことも、環境的な問題などもあってスムーズ

に進んでいないといった背景もあります。また、ウクライナに侵攻しているロシアからのエネルギ

ーに依存ができないですとか、さらには、今、中東危機によって、今後、化石燃料にも頼ることが

できなくなるといったことも言われております。 

 ただ、いずれにしても、戦争によって犠牲になるのも、女性、子どもと言われていますけども、

本当に一般の生活している人であり、原発が、こういった大きな事故に遭ってしまっても、結局、

そこに住んでいる人たちですとか、一般の人たちが、そういう犠牲というか、影響を受けてしまう

という、もう生活できなくなってしまうというのは大きなことでありますので、そういったことを

考えると、どちらも同じように普通の生活をしている人たちに影響が及んでしまうということを、

国民の人たちも、改めて、やっぱりそこを考えていかなきゃならないんではないかな、そういう必

要があるんでないかなというふうに思っております。 

 また、東日本大震災ということで報じられていたのは、復興、再建、これがなかなか道半ばであ

って、まだまだ支援が必要である、支援の手を緩めてはいけないといったこと、また、この震災っ

ていうものを伝えていかなきゃならない、伝承していかなきゃならないっていう、語り継いでいく

ことの必要性っていうのも多く報じられておりました。 

 あわせて、避難行動ですね。実際、そういった大きな災害が起きたときに、対応する避難行動っ

ていうものの重要性っていうものも、桝井副市長も、前半で、ちょっとそういったところが、なか

なか、旭川の人たちは、まだ不十分というか、意識が薄いっていうのをおっしゃられておりました

けども、まさにそういったことも、この東日本の１５年ということで書かれていたのかなというふ

うに思っておりました。 

 土曜日に、おぴったで、「もしものときのために～聞こえない・聞こえにくい方と一緒に学ぶ避

難訓練～」というのが、福祉保険部と防災安全部とで行われておりました。私も、そちらのほうを

ちょっと見させていただいたんですけども、耳が聞こえない、伝えることができない人が、おぴっ

たを避難所と仮定して、そこで、一般の参加者と、あと、聾啞の人たちがグループになって、もう

身ぶり手ぶりで伝えながらやっていくっていうのをやっていたんですけども、まだまだそういった

ところでも課題があるかなって。そういった避難っていうことは、防災安全部が中心になるんです

けども、福祉保険部も関わっていかなきゃならない。で、土木部のほうにも、そういった避難経路

整備とかっていうことで予算が組まれているっていうことでありますので、まず、そこの部分につ

いて質問をさせていただきたいなというふうに思います。 

 避難経路の整備ということで、地域歩行空間等整備費というのが予算にのっておりました。 

 その事業の概要と新年度の予算額について、まずは伺っていきたいと思います。 

○寺門土木部土木建設課主幹 本事業は、子どもや高齢者、障害者など、災害時に特に支援が必要

となる要配慮者が利用する施設と指定避難所を結ぶ避難経路の整備を行うものでありまして、防災

子ども・高齢者等安全まちづくり計画を策定することで、国の防災・安全交付金を活用し、実施す
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る事業となっております。 

 令和８年度の予算額につきましては、２億２千７０万円を計上しておりまして、内訳といたしま

しては、３路線、延長０．４８キロメートルの道路改良工事に１億９千１００万円、５路線の路線

測量調査等に１千９２０万円、その他需用費等に１千５０万円となっております。 

○髙橋紀博委員 施設と指定避難所を結ぶ避難経路の整備ということで、約２億２千万円っていう

大きな予算が計上されているということでありました。この事業自体が、新年度からの事業ではな

くて、これまで行ってきた事業のさらなる継続というふうに伺っております。 

 まず、これまでの整備の経過、また、今後、どのようにこの整備は進められていくのかというこ

とについて、計画の概要等について伺ってまいりたいと思います。 

○寺門土木部土木建設課主幹 当該事業につきましては、令和３年度から着手しておりまして、令

和７年度までを第１期計画として２７路線、３．９４キロメートルを整備する事業となっておりま

したが、令和７年度末の実績といたしましては２０路線、３．０５キロメートルの整備が完了する

見込みとなっております。計画どおりに整備が進んでいない状況となっております。 

 令和８年度からは、第２期計画に移行しまして、西、東、新旭川、北星、春光、神居、永山、東

旭川の計８地区を整備対象としており、５年間で１８路線、２．７１キロメートルを整備する計画

となっております。 

○髙橋紀博委員 令和８年度から第２期計画に移行するということで、ただ、今、答弁にありまし

たけども、その第１期計画ですね、令和７年度までということで進めてきていたものが、その整備

事業が計画どおりに行っていない。２７路線、３．９４キロメートルを整備するということで進め

てきていたのが、実際には２０路線、３．０５キロの整備にとどまっているということでありまし

た。 

 なぜ計画どおりに整備ができなかったのか、その理由についてお伺いいたします。 

○寺門土木部土木建設課主幹 本事業は、国の防災・安全交付金を活用しておりますが、第１期計

画においては、交付金の充当率が低下したことにより、予定していた工事が先送りとなっておりま

す。これは、能登半島地震の発生を受けまして、日本海溝・千島海溝地震を想定した津波対策など

の整備に重点が置かれたことにより、内陸部の都市への交付金の充当率が低下したものと受け止め

ております。 

 なお、第１期計画の整備計画地区のうち、計画変更により未整備となった路線につきましては、

第２期計画で整備を行う予定としております。 

○髙橋紀博委員 国の防災・安全交付金を活用してやってきたのが、その充当率が低下してしまっ

たということで、予定どおりに工事を進めることができなかったという答弁だったのかなというふ

うに今お聞きいたしました。 

 国の交付金を活用しているっていうことで、充当率っていうことは、今、答弁にありましたけど

も、交付金が十分に配当されていないっていうことで、これまで、この交付金の充当率というもの

はどのような形になっていたのか、お伺いいたします。 

○寺門土木部土木建設課主幹 当該事業における交付金の充当率についてでございますが、令和３

年度が１００％、令和４年度が８４．９％、令和５年度が９０．５％、令和６年度が５７％、令和

７年度が同じく５７％となっておりまして、令和６年１月の能登半島地震発生以降において充当率
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が大幅に低下している状況となっております。 

○髙橋紀博委員 令和６年度、７年度が半減しているっていうことで、そこに能登半島地震が発生

しているっていうことが関連しているんでないかなと認識しているっていうことで理解いたしまし

た。 

 避難経路を整備する事業ということであります。施設と指定避難所を結ぶ避難経路ということで

ありましたけども、具体的な整備内容とか、基準などについて伺ってまいります。 

○寺門土木部土木建設課主幹 避難経路を整備する上では、歩行者が安全に避難できる歩行空間を

確保する必要があるため、新たに歩道等を設置する工事を実施していくこととなります。歩道の幅

員は、旭川市道路の構造の技術的基準に関する条例で定める１．５メートル以上を確保するため、

路上施設帯を含めた２メートル以上を基本としておりますが、現況道路の幅員から歩道を設置する

ことが困難な場合であっても、車椅子が通行できる１メートル以上の歩行空間を確保することとし

ております。 

 また、歩道整備に伴う排水施設の暗渠化に合わせまして、車道の路盤改良も実施できることから、

条件によっては道路全体の整備が可能となっております。 

○髙橋紀博委員 避難をするであろう、経路となるであろうその道路の歩道が整備されていないと

ころ、そこに歩道を整備して、歩行の確保、歩行者が通る道を確保していくっていう、そういう整

備を行ってきているんだということで理解をさせていただきました。 

 この事業で、その避難経路が整備された後、そういうふうに整備されているんだよっていうこと

を地域住民が認識しているのか。そこを通って避難するっていうことになるのかなというふうに考

えるところでありますけども、地域の住民の人たちは、そういったことをしっかりと認識されてい

るのか、そういったことを周知しているのかについてお伺いいたします。 

○寺門土木部土木建設課主幹 土木建設課発注の道路工事を施工する際には、工事箇所や道路整備

断面図などを添付した工事のお知らせを町内会や工事箇所沿線の方々に配付して歩道を整備するこ

とをお知らせしておりますが、災害時に安全に利用できる歩行空間として構造的に整備しているも

のであり、避難経路としての周知は行ってはおりません。 

○髙橋紀博委員 避難経路としての周知は行っていないということで、工事をするっていうことは

伝えているということですよね。 

 ただ、やっぱり、地域への周知っていうことも、そういった避難経路ということも含めて必要で

はないかなというふうに考えるんですけども、いかがでしょうか。 

○寺門土木部土木建設課主幹 今後につきましては、工事のお知らせに事業の目的を合わせて記載

し、地域の方々へ整備内容の周知を図ってまいります。 

○髙橋紀博委員 最初、打合せしながらお話を聞いているときに、私もちょっと受け止めが違って

いて、避難経路として整備するからそこが避難経路になるんだっていうふうに受け止めていたんで

すけども、避難しやすくするために整備するっていうことで、そこを避難経路っていうふうに決め

つけるものではないということですよね。整備されるから避難しやすくなるよ、ただ、あくまでも、

避難する人たちは、そこでなくても、自分たちが行動に移せるところを通って避難すればいいとい

うことで、あまりそこを避難経路、避難経路ってやってしまっても混乱してしまうということで、

私もちょっと違った認識を持っていたんですけども、ただ、そういったことで整備はしたんだとい
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うことはやっぱり伝えていく必要があるのかなというふうに思います。 

 この事業は、歩道のみならず、先ほど答弁にありました、道路全体の整備や、子どもや高齢者な

どに配慮した安全な道路というものが国の交付金を財源として整備できるという、非常に有利な事

業であるっていうふうに伺っております。充当率が伸び悩んでいるということで、それが思うよう

に進んでいないということもありますけども、その財源確保に課題もあるのではないかなというふ

うに思いますが、市の認識を伺います。 

○小松土木部土木建設課長 市内には、凍上の影響を受け、路面状況が悪く、整備要望をいただい

ている市道も多くあり、これまで市の単独費を用いて整備してまいりましたが、本事業は、国の交

付金が活用でき、歩行空間の確保と併せて車道の路盤改良を進めることができることから、メリッ

トが大きい事業であると考えております。 

 しかし、近年は、交付金の充当率が大幅に低下し、委員の御指摘のとおり、財源確保に課題があ

ると認識しておりますが、限られた財源の中、今後も、国の交付金などを最大限活用し、整備を進

めていくことが重要でありますので、国への要望活動など財源確保の取組を積極的に行っていく必

要があると考えております。 

○髙橋紀博委員 本当、非常に重要な事業ではないかなということを思っております。しっかり財

源の確保ということもしていかなきゃならない。特に、近年、全国各地で大規模な災害、地震、豪

雨、こういったものが発生しております。本市におきましても、大きな災害を想定し、安全に避難

できるような整備、またはまちづくりというものが重要になってくるんではないかなというふうに

考えております。東日本大震災の教訓というものも受けて、やっぱり、この避難行動の重要性とい

うものを市民の人たちにもしっかりと伝えていかなきゃならない、そのためにも、こういった事業

というのは重要な事業になってくるのかなというふうに考えるところであります。 

 今後、旭川市は、防災の観点を含めて、どのようにこの道路整備というものを行っていこうとし

ているかということを伺って、土木部の質問を終わらせたいと思います。 

○小松土木部土木建設課長 近年、全国各地で地震や気候変動による大規模な自然災害が頻発し、

多くの住民が避難を余儀なくされる事態が発生しております。今後は、本市においても、避難の必

要となる災害が増えていくことが想定され、防災、減災につながるまちづくりを積極的に推進して

いくことが一層重要になってくると認識しているところでございます。 

 特に、当該事業は、市民生活に密着した生活道路を避難路として安全に利用できるよう整備する

ものであり、地域の災害対応力を高めるために有効な取組であると考えております。今後も、安全、

安心なまちづくりを推進するため、関係部署や地域と連携を強化し、必要な財源確保に取り組みな

がら事業の推進に努めてまいります。 

○髙橋紀博委員 よろしくお願いいたします。 

 土木部については以上で、退席していただいて結構です。 

 次に、経済部にお伺いしてまいります。 

 まず、５款１項１目にあります地域企業人材確保支援費について伺ってまいります。 

 この事業の目的及び事業の概要、また、予算額と財源の内訳についてお伺いいたします。 

○小島経済部次長 本事業は、労働力人口の減少や人件費高騰等の影響により人材不足の課題を抱

えております市内中小企業等に対応することを目的といたしまして、デジタル技術を用いた短期雇
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用仲介サービスの利用料を補助するとともに、短期雇用した者を正規雇用した場合にはさらに補助

金を交付しようとするものでございます。 

 令和８年度の予算額は２千７７０万円で、財源につきましては、全て国の物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金となってございます。 

○髙橋紀博委員 人材不足ということでこの事業が進められている、その対応ということで進めら

れているということであります。 

 国の物価高騰対応重点支援交付金をこの財源としているということでありますが、この事業と物

価高騰対策というのはどのような関係になるのか、お伺いいたします。 

○小島経済部次長 令和７年１２月に実施いたしました旭川市中小企業経営状況アンケートでは、

物価高騰の影響について、悪い影響があったとの回答が一番多く、８０．２％となってございます。

また、自治体等の中小企業支援策についての要望といたしましては、人材確保の支援との回答が一

番多く、６５．６％の企業が回答しておりますことから、昨今の物価高騰や人件費の上昇に対する

支援を行おうとするものでございます。 

○髙橋紀博委員 一番、人材確保の支援が必要とされているということで、この交付金を活用する

ということで理解いたしました。 

 東京商工リサーチが出している２０２６年２月の全国企業倒産というところにも、やはり人手不

足の倒産というのが前年と比較して２．４倍になっている、倒産件数も非常に増えているというこ

とが記されております。そういったことで、まず、そこのところを何とか支援していこうという事

業になっているというふうに理解いたしました。 

 その補助金の対象となる企業及び経費、補助率、補助の上限額、そういったものがあればお示し

いただきたいと思います。 

○小島経済部次長 補助金の対象となる企業につきましては、旭川市内に事業所を有している中小

企業等でございまして、対象期間に合わせ、仲介サービスに求人することが基本要件となります。 

 対象経費につきましては、求人に当たり、仲介サービスを利用し、短期雇用が成立したことへの

対価として支払った利用料のうち、消費税や振込手数料を除いた額で、補助率は対象経費の１０分

の１０、補助上限額は２０万円以内でございまして、また、正規雇用を促進するため、短期雇用し

た者を１か月以上正規雇用した場合、さらに２０万円交付する考えでございます。 

○髙橋紀博委員 上限額は２０万円とした中で、補助率が経費の１０分の１０ということで補助さ

れ、さらに、正規雇用っていうふうになった場合は２０万円の交付ということで、分かりました。 

 企業がサービス事業者に支払う手数料というのはどの程度の額になるものなのか、また、市内に

そういった事業者がどの程度あるのか、お伺いいたします。 

○小島経済部次長 利用料の計算に交通費を含めるかなど、各社、若干の違いはございますけれど

も、労働者に支払う賃金の３０％が一般的な相場となっているというふうにお伺いしているところ

でございます。 

 また、仲介事業者につきましては、現在、様々な事業者が参入している状況でございますが、本

市で利用されている仲介事業者としては５社程度あるというふうに見込んでいるところでございま

す。 

○髙橋紀博委員 テレビなんかでコマーシャルもされているような事業者だというふうに認識して
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おりますけども、正規雇用した場合の２０万円っていうのも設定されておりますけども、この場合、

正規雇用した者の賃金が２０万円を下回っている場合でも、２０万円の支給ということになるので

しょうか、いかがですか。 

○小島経済部次長 正規雇用となった場合に交付する２０万円につきましては、正規雇用すること

を促進することを奨励するというような位置づけというふうに考えてございまして、実際に支給さ

れた賃金や諸手当等により減額等は行わないというふうな予定でございます。 

○髙橋紀博委員 あくまでも、賃金に対することではなくて、正規雇用を促進させるためというこ

とで理解いたしました。 

 企業によっては、１か月分の給料がそれで賄えるとかっていうふうになれば、非常に助かるんで

ないかなというふうに思います。 

 スポットワークを利用する人ということであります。短時間、単発の就労を希望している、そう

した働き方を選んでいるっていうことだというふうに受け止めておりますけども、そういったこと

でこの事業があると思うんですけど、正規雇用した場合に交付する２０万円の補助金というのが使

われない可能性というのはないのでしょうか、いかがですか。 

○小島経済部次長 就職を目的としてスポットワークを利用する方や、働いてみたところ、勤務先

が気に入った方など、多くはございませんが、実際に正規雇用につながった例があるというふうに

も聞いているところでございまして、この補助金が正規雇用の促進につながることを期待している

ところでございます。 

○髙橋紀博委員 そもそも、働く人が短時間だとかっていう人が多いのかなっていうもので、その

辺がどうなのかなということでちょっと質問させていただきましたけども、この補助金の対象とな

る期間、事業全体のスケジュールをお示しいただきたいと思います。 

○小島経済部次長 この補助金の募集につきましては、２回に分けて行うというふうに考えてござ

いまして、１回目の募集の対象期間が５月１日から７月の末までの３か月間、２回目の第２次募集

が、対象期間が８月１日から１０月末までの３か月間というふうに予定をしているところでござい

ます。 

 それぞれの対象期間の２週間から１か月ほど前からまずは登録ということで募集を開始いたしま

して、対象期間内において支払った利用料を、対象期間後、２か月以内に補助申請していただくと

いうふうに考えているところでございます。 

○髙橋紀博委員 それでは、この補助件数についてどの程度見込んでいるのか、お伺いいたします。 

○小島経済部次長 ２回の募集期間、それぞれ６０件ということで予定してございます。ただ、こ

れに満たない場合など、予算の残が見込まれるときには、追加の募集をするということも考えてい

るところでございます。 

○髙橋紀博委員 旭川市で、どの程度、こういった働き方を求めている人がいるのかなっていうの

もちょっと見えていないようなところでありますけども、昨年か、視察で行ったときに、もう、東

京のほうなんかのＪＲに乗ると、中づりというんですか、転職サイトの広告だらけなんですよね。

で、旭川の場合は就職っていうところでやっていますけども、もう、そういう転職を促すようなこ

とがすごい進んでいるんですけど、これは、あくまで転職とは違うという認識でいいんですよね。

働き方を選んでいくっていうことで、転職サイトとはまた違ったサイトになっていると思いますけ
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ども、人口減少、少子化が進展する中で、民間企業の人手不足というのは深刻な状況だということ

は認識しております。 

 この事業だけではなく、やっぱり、様々なアプローチで人手不足のために対応していくことも必

要であるというふうに考えるところでありますけども、見解を伺ってまいります。 

○三宮経済部長 委員がおっしゃるとおり、労働力不足は大変顕著となっておりまして、中でも、

若者の市外への流出ですとか早期離職等が大変大きな課題であるというふうに認識しております。 

 先ほどの事業に加えまして、若者が市外へ進学して、また、就職活動をするときに旭川を選んで

いただけないということが問題としてありまして、それへの対応のために、就職を考え始める高校

２年生のときから、旭川にはこういう企業があるんだ、こういう業界があるんだということを説明

する合同企業説明会、しごと探求フェアと言っておりますけども、こういったものを毎年３月に開

催しております。また、若者の地元定着を促進させるための事業といたしましては、奨学金の返済

補助事業ですとか、旭川市の企業情報提供サイト「はたらくあさひかわ」の運営なども行っており

まして、若者が見やすいように、今は、パソコンではなくて、スマホで見る人が多いので、縦型動

画などの改修も行っているところでございます。 

 また、市だけではなくて、市と連携している機関、あるいは団体も取組をそれぞれしておりまし

て、例えば、ハローワーク旭川では、若者の採用や定着に対する取組として新卒応援コーナーとい

うものを設置していただいております。これまで１０社が登録している厚生労働大臣認定のユース

エール認定企業という制度もありまして、こういったものの促進もしています。 

 また、業界では、なかなか就職先に選んでいただけない、そういったイメージを払拭するために、

機械・金属業界が、市内の高校２年生を対象に、業界各社が連携して見学ツアーを今年行いました。

非常に業界について知ってもらったという取組で、高校生からも、業界のイメージが変わったとか、

就職先としても考えてみたいというような効果もあったというふうに聞いております。 

 また、それ以外も、やはり、外国人の雇用ということについても対応していかなければならない

なというふうに考えておりまして、令和７年度は無料相談窓口を設置いたしましたけども、令和８

年度は、外国人が定着するために何が問題かというと、やはり言葉の問題がありますので、そうい

った言葉の壁を少しでも少なくするために、日本語学習の支援を行うというような考えでもござい

ます。 

 今後とも、関係機関との連携や、国からの交付金なども活用しながら、人材確保や若者の地元定

着を効果的に促進できるよう努めてまいります。 

○髙橋紀博委員 私の息子もそういった事業で仕事を今しているんですけど、大学を卒業する子た

ちを企業につなげるっていうような、面談をしながらやるんですけど、ほとんどそこに登録されて

いる企業は大手なんですよね。やっぱり、手数料がすごくかかるんで、旭川の企業とかも、うちの

息子に、こういうところがあるよって言うんだけど、その１人、人を入れるのにかかる費用を考え

たら、中小企業にはとてもできないっていうような、だから、結局、そういったところは、もう大

手がどんどん、どんどん人を雇っていく、だから、やっぱり、そういった中小零細企業の支援とい

うのも必要になってくるのかなっていうふうに私は感じております。 

 今後ということで今ありましたけども、先ほど、東京商工リサーチ２０２６年２月って言いまし

たけども、この倒産件数の中で、特に価格転嫁が難しいと言われている中小零細企業の中で、飲食
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店が、もう突出して、今、倒産しているというようなことも報じられております。人材確保という

こともありますけども、今、いろいろ、中東の問題なんかでもガソリンが上がって、それに伴って

いろんなものが上がるということが想定されている中で、言ったように、やっぱり価格転嫁がしに

くいと言われている飲食店ですね。旭川も飲食店が非常に多いので、そういったところに対する物

価高騰対策というのも今後必要になってくるというふうに思いますが、今後についてどのような考

えをお持ちなんでしょうか。 

○三宮経済部長 本議会に提案しております事業者向けの物価高騰対策といたしましては、これま

で御質疑いただきました今の地域企業人材確保支援費、このほかにも、業務効率化や人手不足に対

応するための中小企業のＡＩ・ＤＸ活用伴走支援及びデジタルツール導入支援補助金というのがご

ざいます。 

 そういったことも含めまして、各中小企業のニーズに合わせた対策を取っていきたいなと考えて

おりますし、今後におきましては、今、委員から御指摘のありました、中東情勢の悪化によりまし

て、原油価格の高騰など、本市の経済にも影響が及んでくるということが想定されますので、国の

動向を注視しながら、市としてどのような対応が必要かということを検討してまいりたいと考えて

おります。 

○髙橋紀博委員 先ほどの土木部もそうなんですけど、結局、自治体がやらなきゃならないんです

けど、やっぱり、その財源というものがしっかり国から充当されないと、なかなかそういったこと

もできないということになってくると思います。 

 ただ、物価高騰対策として交付されるものを、やっぱり、本当に必要とされるところにちゃんと

使っていけるように旭川市もやっていただきたい。昨年の第１回定例会では、そういったところに

も私たち会派は課題認識を持っていろいろ質問等もさせていただきましたので、今後も、さらにこ

ういった対策というものが国からも示されてくるかと思いますけども、それを本当に必要とされて

いるところにきちんと交付されるようにしっかりやっていただきたいということを申し伝えて、こ

の質疑を終わらせていただきます。 

○江川委員長 それでは、暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時３２分 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １ 時００分 

○江川委員長 再開いたします。 

 ここで、休憩前の分科会で高木、まじま両委員から要求のありました４件の資料につきましては、

委員各位に御配付申し上げておりますので、御確認をお願いします。 

 資料の説明は必要でしょうか。 

（「要りません」の声あり） 

○江川委員長 それでは、資料の説明につきましては、省略させていただきます。 

 なお、資料に関わり出席している理事者につきましては、退席していただいて結構です。 

 それでは、御質疑願います。 

○駒木委員 こんにちは。 

 公明党の駒木おさみです。よろしくお願いします。 
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 今日は何の日シリーズということで、語呂で見たら、３月１６日、財務の日ということなんです

よね。予算等審査特別委員会も、前半から後半に今日入りましたけど、もう理事者の皆様も本当に

私は大変お世話になりまして、疲れも、中盤、後半に差しかかっているかなあと思いますが、４事

業について、今日、質疑させていただきたいと思います。 

 まず、順番から言いますと、経済交流課から、そして、公園みどり課、スポーツ推進課、スポー

ツ施設整備課の順で質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、永山屯田まつり、私の地元でございます永山屯田まつりについて質問をさせていただきた

いと思います。地域商店街拠点化促進費ということなんですが、ここについてお伺いをしていきた

いと思います。 

 まず、全道一の９尺太鼓、屯山太鼓が有名でございます、永山屯田まつりと言えば。どこの会場

にいても、この太鼓ってすごく響くんですよね。この永山屯田まつりの掛け声、理事者の皆様は御

存じでしょうか。エイヤサーです。（発言する者あり）そうです。いいですね。それがもうずっと

延々とあるんですけど、これ、永山屯田まつりは、今年、４０周年を迎えるんですけど、このエイ

ヤサーというのが、太鼓の音とともにこの掛け声で赤ちゃんが泣きやむっていう永山のちょっと都

市伝説があるんですよね。これ、本当にありまして、私も、長男を子育てしているときに、屯田ま

つりに行きますよね。そして、家で、泣きやまないとき、エイヤサー、エイヤサーって言ったら泣

きやむんです。これ、本当なんですよね。これ、多分、永山地域の、今、子育てしているお母さん

たち、そのように、今、子育てしているっていうふうに、あくまでも都市伝説なんですけど、本当

に、でも、それはあるんですね。きっと、もう幼い頃からそれを聞いているので、もうなじんでい

るんですよね。もう、それが居心地がよくなっているんじゃないかなあというふうに思っています。 

 そういった子どもたちの思い出づくりにもなる、こういった屯田まつり、本当に大切な地域の行

事として、地域商店街拠点化促進費ということでありますけど、まず、こちらの事業内容や予算額、

そして、その内訳についてお示しください。 

○小松経済部経済交流課主幹 本事業は、商店街を地域のまちづくりの拠点として地域活性化に資

する取組を促進するため、商店街等が実施する地域イベント等の開催支援を行うもので、旭川商店

街サポートセンターへの補助金として６８０万円、永山屯田まつりの開催補助金として２００万円、

その他事務費に３万８千円の合計８８３万８千円を計上してございます。 

○駒木委員 永山屯田まつりの開催補助金として２００万円ということでありましたが、先ほども

申し上げましたが、４０周年という記念すべき節目であります。こういった地域では、次世代への

継承を見据えて、子どもあんどんの拡充や安全対策の強化など、例年以上の内容を企画しています。

もう既に、昨年、３９回目を終えた段階から、もう来年は４０周年だねということで、市民委員会

の皆様の本当に熱を帯びるような会議が展開されております。しかし、こういった物価高騰や安全

管理費の増大により、地域や商店街の持ち出し分は限界に達しています。 

 現在、地域商店街拠点化促進費として補助されていますが、こうした周年行事という特別な節目

に対する本市の支援の考え方についてお伺いします。 

○住吉経済部経済交流課長 周年事業につきましては、主催者にとっては節目となる重要な取組で

あるとともに、本市といたしましても、地域経済の活性化やコミュニティー維持に不可欠な経済活

動であると認識しております。 
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 過去の事例では、平和通買物公園５０周年記念事業において、実行委員会への参画とともに、財

政的支援を行った経緯がございます。このような特別な節目における事業に対しましては、その公

共性や地域振興への波及効果を十分に精査した上で、適切に支援を行ってまいる考えでございます。 

○駒木委員 旭川市の観光や地域活性化の観点からも、この４０周年を盛大に盛り上げていくとい

うことは、永山地区のみならず、本市の全体の活力につながります。 

 そこで、この４０周年に限り、例えば、周年記念事業枠として、従来の補助金に上乗せ、あるい

は特別枠での財政支援をどうか検討できないでしょうか。運営費の補塡ではなく、未来を担う子ど

もたちの参画促進や交流人口の拡大に向けた今回限りの時限的な措置について見解を求めてまいり

たいと思いますが、ここで、子どもたちの参画は大いにあるんです。私も、永山小学校のＰＴＡも

させていただきまして、市民委員会の中でも入るんですけど、子どもに関わることとしては、この

あんどん作りの過程で、市民委員会でも作るんですけど、町内会で呼びかけをしてもなかなか子ど

もたちが集まらず、一回は小学校２年生、３年生で参加したよっていう人は、次はもう４年生、５

年生もやりたいというふうに、経験したら高学年もやっていける、継続していくんですよね。でも、

なかなかこの声かけがうまく広がらなく、また、市民委員会でもそれもあるけど、じゃ、ＰＴＡで

もそれを企画して、毎年あるのが、今年はやめようかと。ＰＴＡで声をかけても、子どもたちは集

まるんですけど、結局、作業するのは大人だよねっていうようなところもありながら、あんまり、

子どもたちにもそこまで浸透し切れなかったと。部活だとか、塾だとか、一昔前は、喜んで地域の

大人と一緒にやったのが、今、本当に子どもたちの放課後の時間帯が充実しているんでしょうね。

そういった中で、なかなかあんどん作りって厳しいっていうところもあります。ただ、これは、毎

年開催しているっていうのは、やっぱり、地域と家庭と学校が一体となって永山屯田まつりに参画

してきたっていう、そういったのが永山の屯田まつりの特徴なのかなあって思っています。 

 そこを、毎年、毎年、ＰＴＡの中だったり、子どもあんどん、また引き手とか、当日もやめよう

かなっていう声があって、いつも試される年になってきて、今年はどうかなっていうところなんで

すけど、こういったことを含めて、時限的な措置っていうところで、看板だとか、あんどんを、今

年、ちょっとバージョンアップしてみるよっていう、そういうスペシャル企画っていうのも、実行

委員会の中で検討の余地があるんじゃないかなというふうに期待をして、わくわくしているところ

なんですが、こういった時限的な措置についての見解をお伺いします。 

○小松経済部経済交流課主幹 令和７年１１月２１日に、永山地区市民委員会連絡協議会より要望

書をいただきまして、その中で、本祭りに関する熱心な御要望をいただいたところでございます。 

 これを受け、経済部において、永山屯田まつり実行委員会と協議を行いまして、周年事業として

開催日数を例年よりも１日多い３日間とすることですとか、メインイベントである山車の参加数の

増加など、規模拡充に係る経費分として８０万円を増額したところでございます。 

○駒木委員 毎年、例年２日間の開催なんですけど、３日間、実行委員会も本当にここに意気込み

がすごい感じられるなっていうふうに、もう天候が何とか晴れますようにという思いであるところ

です。 

 こういった規模の拡充に関わる経費分として８０万円の増額を対応してくれたということは、こ

ういった地域の皆様の声を行政の皆様が確実に拾い上げてくださったことと受け止めております。 

 しかし、この旭川市議会、永山選出の大先輩の議員が多くいらっしゃいまして、こういった質問
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をしますというふうに報告したところ、いやいや、８０万円の増額でなく、もう少しちょっと上乗

せしてもらえないかいっていうような声もあったんですけど、こちら、ちょっと追加の質問になる

んですけど、８０万円に何とか上乗せできるような対応はありますでしょうか。 

 １問、ちょっと追加させていただきます。 

○住吉経済部経済交流課長 イベントに関する予算の増額という部分でございます。 

 永山屯田まつりは、私も、３０年ぐらい前に、先輩に誘われて山車を引いた覚えがありまして、

非常に地域としても大きなイベントであるというふうに思っておりますし、非常に、地域の方から

も、実行委員会の方からも熱心な御要望をいただいているところでございます。 

 我々も、予算編成の中で、財政当局ともいろいろ判断した中で、現在のところ８０万円増額とい

うことで、一度、整理をさせていただいたところでございます。 

 ちょっと、なかなか年度の中で予算増額が厳しいかなという部分でございますけども、その中で、

何か御支援できるようなことがあるとすれば、実行委員会とともに、何か連携した取組をしたいと

考えておりますので、御理解いただきたいと思います。 

○駒木委員 突然の質問にかかわらず、住吉課長、大変にありがとうございます。 

 金額を言えば切りがありませんし、永山地域だけ、こういった支援をというのは、これまた市議

会でもめるのかなっていうように感じます。あまり強くは言えないなというふうには思っておりま

す。 

 こういった実行委員会の財源確保に一生懸命に御尽力をされていますが、昨今、本当にどこの分

野でも言われるのが物価高騰です。この経費の高騰の影響も非常に大きくて、もう増額ではなく、

ほかに御支援いただける方法はないでしょうか、お伺いします。 

○小松経済部経済交流課主幹 昨今の物価高騰は、多くのイベントの主催者にとって共通の課題で

ありまして、各主催者が経費削減等に努めながら取り組んでいるということを承知しております。 

 令和８年度に４０回目を迎える永山屯田まつりは、今や、永山地区だけではなく、道北を代表す

る夏の一大イベントであり、地域の経済活動に与える影響も極めて大きいものと考えております。 

 今回、４０回目の記念大会ということで、実行委員会と連携しまして、北海道が実施する地域づ

くり総合交付金の活用に向けた手続を進めているところでございます。無事、採択されれば最大で

３００万円の交付金が確保される見込みでありまして、大きな支援となるものと考えております。 

○駒木委員 地域づくり総合交付金３００万円、これはすっごく大きいと思っています。こちらの

交付金が見込めるっていう点は、４０回目のこの記念にさらに充実した後押しになるというふうに

期待をしています。無事に採択されますように、あと、今、もう準備も始まっていますので、当日

になって、採択が決まりましたよ、３００万円と言ってもなかなか使い道がっていうふうになりま

す。この準備期間に何とか採択が決まってほしいなと思って、心から期待をしています。 

 こういった永山屯田まつりは、改めて、市民委員会の皆様を中心に、地元企業はもちろん、全市

的な企業、商店、小中学校、高校、こういった教育機関が一体となった、もうまさに地域の手作り

の象徴であります。 

 今現在は、ここ数年は、２０台の屯山あんどんや子どもたちの太鼓、そして、テーマとして先人

の偉業を敬うという、そういった確固たるテーマがあります。旭川市にとっても、郷土愛の醸成に

大きく寄与していると考えております。 
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 改めて、本市として、このお祭りの歴史的・文化的価値をどう捉えられていますでしょうか、そ

の認識をお伺いさせてください。 

○住吉経済部経済交流課長 永山屯田まつりが、昨年、第３９回の開催を数え、市民委員会や商工

会、地元企業等が一体となった地域手作りの運営体制を維持されていることは、本市の高い地域力

を象徴するものであると認識しております。 

 御質問の歴史的・文化的価値につきましては、開拓の歴史を尊ぶ屯山あんどんや、子どもたちの

太鼓、演舞といった伝統が単なる行事の枠を超え、地域への愛着や連帯感などのシビックプライド

を醸成している点に大きな価値があると考えており、地域商店街の活性化や観光振興を支える地域

固有の貴重な資源であると評価しているところでございます。 

 第４０回という節目を通じて、この歴史的価値が次世代へ継承されることは、永山地区のみなら

ず、旭川市全体の都市ブランドの向上に大きく寄与するものと考えており、今後も、イベントを核

とした地域経済の活性化や観光振興に向け、商店街振興や観光誘客など、経済的側面から持続可能

な事業運営を後押ししてまいりたいと考えております。 

○駒木委員 先ほど議員の話ばっかりしていたんですけど、市長の話をするのを忘れていたんです

ね。今津市長も、あんどんの山車が出るときに、先導へ入るときに、議員の皆さんと同じ永山屯田

まつりと入った浴衣を着られるんですよね。市長ってすごい背が高いので、足が出るんですよ。足

袋との差、これは、本当にね、どうにかならないかなって、いつも見ているんですけど、これは、

やっぱり新調してあげたいなあと思うんですけど、でも、そこがやっぱり市長らしさというか、ど

こから見ても市長だっていうのが分かる。浴衣にけちをつけているわけじゃないですよ。そういう

わけじゃないんですけど、やっぱり、永山屯田まつりもビヨンドしていかなきゃいけないなってい

うふうにも思っています。そういう浴衣の新調も含めながら、先ほどの地域づくり交付金、３００

万円が、有効的に、採択されたらなというふうに考えています。 

 担い手不足など、祭りの持続可能性に関わる課題への中長期的な対応も視野に、地元でしっかり

私自身も地域の方々とともに盛り上げていきたいと思っていますので、引き続き、よろしくお願い

いたします。 

 この事業に関しては、以上となります。 

 続いて、公園みどり課のほうに、質問に入りたいと思います。 

 ８款５項３目の都市計画公園整備費の永山中央公園について、また永山が続いて申し訳ないんで

すが、そして、永山中央公園に関しては、決算、予算、一般質問と度々質問させていただきまして、

本当に、富岡部長をはじめ、星課長、本当に皆様にお世話になりながら質問を練り上げてきました。

よろしくお願いします。 

 令和８年度に施設改修を予定しているとこちらは承知していますが、現時点で想定している改修

内容の概要並びに必要と見込まれる事業費の規模について、改めて具体的にお示しください。 

 あわせて、老朽化の状態や改修計画に当たって、施設改修の事業概要とその予算額についてお伺

いします。 

 そして、今日は、スケートボードエリアの設計費についてもお伺いしたいと思います。 

○和田土木部公園みどり課主幹 ８款５項３目の都市計画公園整備費のうち、永山中央公園で令和

８年度に予定している施設改修の事業概要につきましては、工事請負費として、老朽化した噴水等
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の改修に１億１千万円、委託料として、現在、スケートボードエリアとして使用している多目的舗

装広場を改修するための設計費に６００万円を計上しております。 

○駒木委員 今、答弁にございましたスケートボードエリア、いよいよ設計費に６００万円を計上

してくださったということなんですけど、こちら、本当に地域の皆様やプレーヤーの皆さんが待ち

に待った予算かなというふうに思います。 

 このスケートボードエリアのことについては、また後に触れたいと思います。 

 まず、公明党会派として、令和８年度の予算要望書においては、永山中央公園において、子ども

から高齢者まで、誰もが安心して涼を取れる全世代型の屋根つき水辺空間の整備を通じて、健康促

進と暑熱対策を図るよう要望をさせていただきました。こちらの要望は、特に、永山地域の皆様か

ら寄せられる大切な声であります。こうした地域の声を踏まえつつ、令和８年度に噴水施設の改修

が予定されていると承知をしています。 

 改修を予定している噴水の施設概要、想定している機能、そして整備内容について、現時点で示

せる範囲でお伺いします。 

○和田土木部公園みどり課主幹 改修を予定している噴水の施設概要につきましては、直径が１４

メートルの大きさで、安全性を考慮し、幼児が寝転んでも顔がつかってしまわないよう、水深を３

センチメートルとし、従来の水の噴き出しに加え、霧状のミストも噴き出す施設となる予定となっ

ております。 

○駒木委員 永山中央公園の噴水については、これまで夏休みの期間と土日のみの利用に限られて

いたことがありました。コロナ禍はまた使えなかった期間もありまして、子どもはもちろんですが、

地域の御高齢の方々からも、真夏の厳しい暑さの中でここで涼を取りたい、涼みたいっていう声が

寄せられています。家にエアコンがなくてっていう御家庭も、当然ながら、旭川、北海道はまだま

だ多くあるかと思います。そういった中で、新しい、先ほど御答弁にありましたミストや噴水の整

備についても、子どもから高齢者まで幅広い世代が期待を寄せているところであります。そういっ

たことも視野に整備を進めていただきたいなというふうに感じています。 

 屋根つきというのは、新年度の整備になるか分からないんですけど、今、公園のスリム化が進ん

でいく中で、あずまやの撤去がされて、あそこから増やすということはないですよね。もう、結構、

木材が腐食して、で、撤去してっていうふうに、あずまやはやっぱり少なくなってきて、どうして

も、町内会がなくなって、町内会館もなくなっていくと、集まるっていうところが、コミュニティ

ーって、御高齢の方にはなかなかないんだなってことも気づいたんですよね。そこが公園のあずま

やの中だったりとか、そういうベンチを使ってっていうところがあったんですけど、この屋根つき

っていうところをあまりなくしたくないなあというふうには思っています。 

 そこで、現在、永山中央公園における噴水施設の改修計画が進められていますが、現時点での改

修状況、そして、今後の整備スケジュールや見通しについてお伺いします。 

○和田土木部公園みどり課主幹 現在の永山中央公園における施設改修の状況につきましては、令

和６年度に、地域の方の声を改修計画に反映させることを目的とした意見交換会を開催し、令和７

年度からは、築山、大型複合遊具広場の整備を行い、令和８年春からの供用開始を予定しておりま

す。 

 令和８年度は、築山、大型複合遊具広場の外周の芝整備と併せ、噴水のある水遊び場の改修を実
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施し、令和９年度以降の計画としては、幼児用遊具広場や散策路、屋根つき休憩施設を設置するエ

ントランス広場などの施設改修を予定しております。 

○駒木委員 特に、公園の開設から約２０年、永山中央公園は経過しています。施設の老朽化が進

んでおり、今後予定されている施設の改修については着実に進めていく必要があると思います。今、

御答弁をいただきました大型複合遊具広場、ここの大型遊具は、本当に、これ、何度も申し上げて

いますけど、もうやっぱり１０年以上、もうすぐ１５年、使えないっていうのが、本当に悲しかっ

たなというふうに思っています。 

 ずっとそこを見ると、使用禁止、使用禁止って虎ロープがあると、まるで、その公園って、お化

け屋敷のように見えちゃうっていう声もあって、いつになったら直るのっていうような声も多くい

ただいていましたんで、今後、永山中央公園に限らず、子どもたちが死角になってしまう場所、大

型遊具とか、そういったところはもう絶対つくってはならないっていうふうに思います。で、公園

って、また、夜になると人通りもなくなってくるので、こういった大型遊具、小さい遊具であって

も、もうこれは使えないな、壊すなっていうときは、なるべく解体のほうに予算を計上していただ

きたいなというふうに感じています。 

 ここで、永山中央公園、唯一のスケートボードの広場があります。旭川市は、嵐山と永山中央公

園、この２か所だけです。ここを求めて、スケートボードのプレーヤーが集まるんですけれども、

ここには、スケートボードの愛好者団体が設置したスケートボード用のセクションがあります。そ

ういった団体をはじめ、地域の小中学生も、また大学生も、高校生も使用しています。 

 しかし、こういったセクションが老朽化している状況について、そこを利用している方からの声

として、本市へ何度も伝えてきたというふうに私は感じているところなんですが、今後、旭川市と

して、施設の在り方を、どのように検討を進めていかれるのでしょうか、見解を改めてお伺いしま

す。 

○星土木部公園みどり課長 永山中央公園において、スケートボードエリアとして使用している多

目的舗装広場は多くの愛好者に利用されていますが、設置されているセクションが老朽化している

ことは、本市としても認識しているところです。 

 設置されているセクションにつきましては、スケートボード愛好団体が公園施設設置許可により

設置及び管理しているものであり、その維持管理については基本的に当該団体が行っております。 

 一方で、以前より、愛好者団体からは、市による常設セクションの設置など、当該広場の整備要

望を受けてきた経過がございます。これらの状況を踏まえ、今回、実施を予定する設計作業では、

既存広場の面積の範囲内で、現在設置されているセクションの規模なども参考として、スケートボ

ード愛好団体と意見交換を行いながら、様々な年代の方が利用しやすいスケートボードエリアの検

討に取り組んでまいります。 

○駒木委員 スケートボードエリアの検討の際は、愛好団体とも意見交換を行いながら進めるとの

御答弁でした。 

 よく知っているのが、やっぱり愛好団体であるということは私も理解はできるんですけども、永

山中央公園、また嵐山公園、このスケートボードのセクションを使って求めるのは、この愛好団体

以外にももちろんいらっしゃいまして、そこの声をぜひとも拾っていただきたいなというふうに思

います。それは、公園みどり課だけではないっていうふうに思っていまして、この後に質問するス
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ポーツ推進課だとか、観光スポーツ部のほうも、庁内の中では担当課になるのかなあというふうに

思っています。 

 そこで、この永山中央公園を改修するに当たっての意見交換会に行きましたら、上級者と初心者

ができる２つのコースを造ってほしいという、その配置の要望、また、そのセクションのリニュー

アルを求める声が上がっています。でも、永山中央公園って、場所は提供しますよと、公園指定管

理者もいらっしゃって、そこに場所は提供するけど、そういったセクションを、愛好団体の皆さん、

置いてください、設置してくださいという、こういう構図ができていて、なかなか、プレーヤーに

してみたら思いっ切りやりたいっていう状況にはならず、でも、そういう声が来るけどっていう状

態にあったと思うんです。 

 で、こういったセクションに金網だけでもつけてほしいという声があるんですよね。愛好団体の

皆様の意見とちょっと違うのかもしれないんですけど、もっと欲を言えば、前半の総務所管の地域

振興部のまちなかの中心市街地活性化のほうでも申し上げましたけど、金網の、そういうコートを

イメージするようなものだったら相当費用がかかるよねって。じゃ、そこまでじゃないよと。我々

が伝えているのは、アールっていうのがあるんですよね、スケボーの。アールの上に１メートル、

２メートルないぐらいの金網があるだけでも、思いっ切り滑れるって言うんですね。そこを設置す

るだけでもどうだろうかっていう声があります。 

 このスケートボードの方と結構白熱するぐらい私も話すんですけれども、やっぱり、それぞれの

プレーヤーの思いがあって、もうそれぞれの思い思いなんで、正解ってなかなかないなあっていう

ふうにも感じているんですよね。いやいや、そんな金網は要らないよっていう人もいらっしゃるか

もしれない。 

 ただ、永山中央公園においては、やっぱり、子どもたちが遊具で遊んだりとか、そういったとこ

ろが公園の目的だと私は思っているんですよね、決してスケートボードのプレーヤーだけではなく。

じゃ、その子どもたち、親子連れの人が安心して、同じ公園内で、スケートボードエリア、遊具っ

てなるんであれば、その安全策の金網は私は大事だと思っているんですよね。それがあるからこそ、

そこの公園で、小さいお子さんから、もうずっと親子連れで遊んでいられるって、安心材料になる

し、で、プレーヤーも、そんな、恐る恐る、アールだとかセクションの中で練習しなくても、網が

あれば思いっ切りできるっていう、両方にとってメリットがあるっていうふうに思っているんです

よね。ぜひとも、この金網、一部分だけでも、関係者、公園指定管理者様だとか、様々に相談しな

がら進めていただきたいなと思います。 

 そして、今、嵐山にも永山中央公園にもない、ダウンレールってあるんですよ。これが競技につ

ながるんですけど、ダウンレールって、階段の手すりのイメージなんですよね。このダウンレール

が旭川はない。それがあると、国内大会、もしくは国際大会まで狙える練習が日頃からできるって

いう声があって、このダウンレールを求めて道外に出てしまう。これ、札幌にもないっていうとこ

ろがあるので、その本格的なものを、じゃ、永山中央公園に造るかといったら、そういうことは、

今されている方は望んではいないんです。ただ、そういったことも知ってほしいなあっていう声が

あるんですよね。 

 ただ、騒音だとか、危なさとか、そういうことを考えたら、ゴールってなかなか見つけにくいな

と、私も難しさともどかしさをすごい感じているんですけど、と同時に、永山中央公園って、サッ
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カーのクラブチームもあるんですよね。ボールも飛ぶし、お互いにそういうのを協力し合いながら

されているという空間があって、それが、お互いに協力し合いながら、でも、お互いに思う存分プ

レーができないという、サッカーも遠慮するし、スケーターの皆さんも遠慮するしっていうのが、

今、永山中央公園で起きているのかなっていうふうに思いますので、こういった愛好団体の皆様の

声もあるかと思うんですけども、今現在、小中高生が望んでいるものというのは、今まで日本にな

くて、世界にこういうレールがある、セクションがあるっていう希望があるので、ぜひともそうい

った子どもからの声を保護者を通じてでも聞いていただきたいなあって。そのためには、やっぱり、

公園みどり課、またスポーツ推進課、後に質問しますけれども、ぜひとも永山中央公園の現地に、

放課後の時間帯、現状を、視察に、見ていただきたいなというふうに思っています。 

 こうした公園に対する要望や意見などは、スポーツに関わることが多くあります。一般質問でも

申し上げましたが、子どもから若者支援、こういった政策を進めていくまちづくりには、中長期的

に見ても、そういった意見交換会に出てくる、そういったような情報は、整備を担当する土木部だ

けにとどめておくものではなく、観光スポーツ部をはじめとする庁内関係部局とも情報共有をしっ

かり行い、予算確保に努めていただきたいと考えていますが、改めて見解をお伺いします。 

○星土木部公園みどり課長 今回の永山中央公園におけるスケートボードエリアの設計作業は、既

存の広場内の整備に限定したものですけれども、地域の方や愛好団体との意見交換においていただ

く意見は、永山中央公園だけではなく、今後、スケートボード関係施設の検討を行う際に参考とな

る情報であると認識しておりますことから、関係部局と十分な情報共有を行いながら、事業の実施

に努めてまいります。 

○駒木委員 今、いろんな要望ばかりお伝えしたんですけど、永山中央公園、旭川市で初のふわふ

わドームが設計されるってことで、子どもたちにアンケート調査を取られました。ここを一番楽し

みにしていますので、ありがとうございます。 

 土木部への質問は、以上となります。 

 続いて、スポーツ推進課の質問に入らせていただきたいと思います。 

 旭川市スポーツ推進条例に基づき、計画的に施策を進めてこられました。全ての市民が生涯にわ

たりスポーツに親しむことができる環境整備を目指し、本市出身の多くの選手がいらっしゃいます

が、町田瑠唯選手、北口榛花選手の世界的な活躍を契機として、旭川市民の皆様のスポーツへの関

心を高め、応援する機運の醸成にも取り組まれています。 

 私自身も、記憶に新しい、熱気に包まれたパブリックビューイング、参加させていただきました。

深夜帯に及ぶ北口榛花選手の金メダル、そして、町田瑠唯選手のバスケですね。町田瑠唯選手のパ

ブリックビューイングに行ったときに、息子が、５社ほど、取材を頼まれたんです。子どもがそん

なにいなかったんですよね、参加者にね。だから、多分、私の息子だったんだなあと思うんですけ

ど、子どもが１人、２人だったので。５社ほど取材を受けたんですけど、やっぱり、息子もテレビ

に映るかなと思って期待して見ていたんですけど、一回も映らなかったですよね。１時間ほどいた

んですけど、こういったことも、ちょっと、もう少し子どもに優しくても、報道機関はいいんじゃ

ないかなというふうに思うところなんですけど、きっと、息子の発言になかなか面白さがなかった、

親と一緒でユニークさがなかったんじゃないかなあというふうに思い当たるところがあるところで

ありますが、こういった旭川市民のスポーツへの関心を高めて、応援する機運の醸成ということで
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すが、本市にゆかりのあるアスリートの存在が、こうした、まちに大きな勇気と誇りをもたらして

いることを実感しています。 

 令和８年度の市政方針では、スポーツ王国旭川が掲げられて、本市はこれまで多くのトップアス

リートを輩出してきました。 

 そこで、伺います。 

 旭川市出身のアスリートが実施するスポーツ教室等に関する令和８年度予算の概要についてお示

しください。 

○松田観光スポーツ部次長 本市出身で日本を代表するトップアスリートの星野伸之さん、北口榛

花さん、町田瑠唯さん、高橋健介さんの４名を旭川スポーツみらいアンバサダーに委嘱させていた

だいております。 

 アンバサダーの方などのスポーツ教室の予算につきましては、１０款６項１目の通年生涯スポー

ツ振興費のうち、謝礼として１６５万円、会場使用料、保険料で７万５千円を計上しているところ

です。 

○駒木委員 今日は何の日シリーズ、もう一回、今日は言いたいなと思いまして、今日は３月１６

日ですね。北口榛花さんのお誕生日なんですね。おめでとうございます。いらっしゃいませんけど

ね。 

 今、御答弁をいただきました、一定の予算措置がなされていますが、トップアスリートと触れ合

う機会は、こうした子どもたちにとっても直接体感できる大きな刺激となり、将来の夢を持てたり、

自己肯定感、なかなか、現代、自己肯定感につながらないってことで、ここを、結構、意識、高め

に学校でも取り組まれていると思うんですが、自己肯定感にもつながります。その価値を踏まえる

と、より多様な世代、地域の子どもたちが参加できるようさらなる充実が必要であると思いますし、

広めていきたいと思っています。なかなか人との接点が持ちづらい、そういった少子化の中で、世

界レベルの選手から刺激を受けてほしいと、私自身も、親としての視点からもぜひとも進めてほし

いと思います。 

 今、これほどまで、将来の夢に、ＡＩエンジニアとかいろんな夢がお子さんたちはあるんですけ

ど、先日、参観日に行きましたら、なかなか高度なんですよね。そこに、ちょっと残念だなあと思

ったのは、なかなかスポーツ選手ってなかったんですよね。と同時に、政治家っていうのもなかっ

たんです。ゼロです。皆無です。これ、ちょっと、私も市議会議員を目指したいっていう子どもた

ちが出てこないかなというふうに思って、私自身も頑張っていきたいというふうに思うんですけど、

こういうスポーツ選手って、私が子どものとき、いたんですよね、結構ね。それがかなうか、かな

わないかは別としても、あったんだけど、今、なかなかそこにつながらないなあと思って、だから、

この部活とかクラブとかというのは、その先に見る夢のその過程に見ているものなんだなっていう

ふうにも感じているところなんですよね。 

 ぜひとも、スポーツの分野にかかわらず、世界レベルの人たちにこの子どもたちへの刺激ってい

うのを与えていただきたいっていうふうに思うんですよね。それが、旭川市が今掲げているスポー

ツ王国っていうところにつながるのであれば、このみらいアンバサダー、ぜひともこういった機会

に多く取り組んでいただきたいと思っています。まちの全体の活力につながっていくというふうに

感じています。 
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 旭川市が今後目指していくスポーツ王国とはどのようなものでしょうか、見解をお示しください。 

○松田観光スポーツ部次長 本市では、これまで、６名のオリンピック金メダリストをはじめ、多

くのオリンピアン、パラリンピアン等、トップアスリートを輩出しており、スポーツ王国を目指す

ポテンシャルがあるものと考えております。 

 本市が目指すスポーツ王国とは、多くの市民が、年齢や性別、障害の有無にかかわらず、スポー

ツを通じて人生を楽しみ、健康の増進につなげることに加え、トップアスリートを輩出し、にぎわ

いづくりにつなげていくまちであり、そのためには、さらに、スポーツ合宿や大会が常に行われ、

市民が様々な競技に触れ、スポーツを日常的に行うことができる環境を整備する必要があるものと

考えております。 

○駒木委員 パラリンピック、まさに、開催されていたところではありますけども、１月にテトラ

スキー体験がカムイスキーリンクスで行われて、市長も自ら体験をされました。現地に、私もお声

かけいただきまして、行ってきました。 

 あのテトラスキーの可能性ってすごいなと思ったのが、ここの首への振動を通じてスキーが滑っ

ていくと。直接、それを開発されたアメリカの大学の教授とも懇談させていただいたんですけど、

障害を持たれた方が、その微量の振動で自分の行きたい方向にこのスキーが向いてくれるっていう、

これほどの、体感できる、感動っていうのはやっぱり今までなかった、これがテトラスキーの大き

な可能性だと思っています。 

 そこに、高松のほうからも、私の友人である市議が来ていました。テトラスキーの視察というこ

とで来ていたんですけど、高松は、昨年夏、海上テトラっていうのをされたんです、海辺で。それ

は、海の中で、ジェットのようなイメージなんですけど、同じく、首から脈を測って、そこからイ

メージで海上を渡っていく。それが少し成功事例となって、じゃ、冬はどうなんだろうって。日本

初でこのテトラスキーをされたっていうのが話題になって、報道にもございましたけれども、ここ

で言われたのが、パラスポーツの協会のほうからも、インストラクターがなかなかいないんだ、

我々がもう一生懸命していると。でも、どこの分野も一緒だと思うけれども、このパラスポーツを

旭川に根づかせていくには、またこういったインストラクターも必要だというような声もいただい

ています。 

 そういった旭川のカムイスキーリンクスのポテンシャルを見たときに、パラの世界大会を目指し

ていけるんじゃないかなと思ったんですよ。ひいては、このテトラスキーの大会、フィンランド、

イタリア、多くの方がここに集ってくるっていう可能性も見えてきたなあというふうにも感じたん

ですよね。パラのアスリートとともに、こういった、地域の経済波及につながっていくっていう可

能性を見ました。 

 今、旭川には、パラの団体が多くいらっしゃいますので、こういったチャンスも、決してトレン

ドっていうだけではなくて、これ、チャンスって、やっぱり、もう、つかんだそのときに、経済っ

て、大きく開くっていうふうに感じていますので、スポーツと経済、ここもくっつけていきたいな

って。そして、何よりも、パラのアスリートの皆さんが競技を通して旭川でできたというこの成功

事例を残していってほしいなというふうにも、感情的なものですけど、思っています。 

 質問に入りますが、本市が持つこういったアスリートの輩出力とスポーツ王国を目指すポテンシ

ャルは大きな可能性を秘めています。こうした子どもたちの未来にわくわくする夢をつなげていき
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たいと感じています。その方向性には期待をしています。 

 一方で、実際に、旭川の特徴あるまちの姿として実現をしていくためには、市民が日常的にスポ

ーツに親しめる環境整備をさらに加速させる必要があると考えています。具体的にはどのようなこ

とを行っていくのでしょうか、お伺いします。 

○松田観光スポーツ部次長 旭川スポーツみらいアンバサダーには、子ども向けのスポーツ教室な

どを行っていただいているほか、実際に使用したユニフォームややりを総合庁舎１階に展示してお

ります。また、これ以外にも、今年度でいえば、陸上競技の日本記録保持者、村竹ラシッドさんや

戸邉直人さん、パラ陸上の世界記録保持者の湯口英理菜さん、柔道金メダリストの出口クリスタさ

ん、レスリング金メダリストの樋口黎さん、文田健一郎さん、サッカー元日本代表の柿谷曜一朗さ

んや前園真聖さん、フィギュアスケートの小塚崇彦さん、昨日はバドミントン金メダリストの松友

美佐紀さんなど、協定企業の御協力により、多くの日本を代表するトップアスリートに来ていただ

き、子ども向けスポーツ教室を行っていただきました。さらに、日本ハムファイターズのファーム

の公式戦の開催や、合宿誘致により、今回、ミラノ・コルティナオリンピックで旗手を務められた

スピードスケートの森重航さんや、デフリンピック陸上日本代表や慶應義塾体育会野球部、パラノ

ルディックスキーなど多くの団体にも合宿を行っていただき、体験会やスポーツ教室等を行ってい

ただいているところでございます。 

 こうした機会は、子ども、市民にとって、トップアスリート技術を学ぶだけでなく、じかに触れ

合い、一緒にプレーすることで、将来の夢を抱き、スポーツを知り、行うきっかけにつながるもの

と考えております。 

 令和８年度予算案では、大会出場費補助金につきまして、大学生年代以下を全国大会では１人１

万円から１万５千円に、世界大会の出場費を４万円から１０万円に補助金を増額する予算案を計上

しており、実際に全国・世界大会に挑む選手たちの支援にも力を入れているところでございます。 

 また、子どもだけでなく、多くの市民に対し、スポーツを通して健康づくりにつなげるけんス

ポ！という事業を行っておりまして、そういう事業の実施ですとか、施設が足りないとの声を様々

な場面でお聞きしておりますので、今後の花咲スポーツ公園新アリーナ及び東光スポーツ公園の複

合体育施設の建設により、スポーツをできる環境というものは改善されることになるものと考えて

おります。 

○駒木委員 御答弁の最後のほうに、東光スポーツ公園の複合体育施設の建設により改善されるこ

とと考えていますというふうにあったんですけど、東光スポーツ公園とリック＆スー旭川体育館を

見たときに、筋トレをしようと思ったときに、よく私のところにいただく声は、皆さん、そうでは

ないかもしれないんですけど、リック＆スーのところは、本格的な筋肉をつくる、マッチョを目指

しているっていう、なかなかちょっと入りにくいんだよねっていう声もあるんですよ。 

 ただ、東光スポーツ公園のここがあるよと、ジム。私、皆川副委員長と、去年、視察に行かせて

いただいたんですけど、本当にすばらしいトレーニングジムだなというふうに思いました。結構、

年配の方も一生懸命されていたので、リック＆スーのところよりはちょっとハードルが低く、入り

やすいのかなと思うんですよね。 

 ただ、これ、なかなかやっぱり知られていない、トレーニングルームのあの快適さっていうのを。

いつもいっぱいだから、声をかける、広報にまで行くといったら、なかなか言いにくいのかもしれ
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ないんですけど、でも、これ、筋肉をちょっとソフトマッチョでもつくっていきたいみたいな、そ

ういった方には、東光スポーツ公園、ちょうどいいのかなあというふうに思うので、旭川市も、ユ

ーチューブ、担当課は総合政策部ですけど、ぜひとも、スポーツ王国を目指すというところでは、

こういった施設があるよっていうのも、これ、ちょっと宣伝材料になるなというふうに、また、健

康にもつながりますので、これはぜひとも取り入れて、関係部局と調整していただきたいなという

ふうに感じています。 

 東光スポーツ公園はすばらしかったですね。あの芝生をずうっと刈っている方がいらっしゃって、

もうずうっと、この広いところをやってくださっているんだなあと思ったら、ありがたいなという

ふうに思いました。 

 質問に入りますね。 

 多くのトップアスリートの来訪や、補助制度の拡充、施設整備の見直しなど、スポーツ振興に向

けた前向きな取組が示されたことは本当に心強いと思っています。トップアスリートとの交流が子

どもたちの夢や自己肯定感につながるという点は、本当に、ここ、重要な視点だと感じています。 

 一方で、こうした貴重な機会が、一部の子どもに限らず、より多くの子どもたちに情報発信が届

いているのかなという印象もあります。この年４回の、このけんスポ！の内容が、毎回、毎回、充

実していっているっていうのも感じています。こういったことは、本当に、参加しないともったい

ないなとも感じるところなんですが、ここのチラシやポスター、すごく明るくて、ああ、けんス

ポ！のポスターだって、遠くから見てもすごく分かるんですけど、この内容の充実しているのをぜ

ひとも多くの人に知ってもらいたいなあと思いますので、ここの仕組みの面でも改善が必要だと受

け止めています。 

 参加は自由としても、例えば、参加したいっていうふうに思う子どもたち、また、親御さんから

見たら、私は、サッカーだから、バレーのクラブに所属をしているからいいのかなというふうに感

じてみたり、あと、この機会にぜひっていうようなのを、もう、これ、学校の協力も必要かと思う

んですけれども、そういう案内の仕方の工夫も一つ大事かなあと思うんですよね。子どもたちのそ

ういった未知の可能性がもっともっと開かれていくと思っています。 

 こういうトップアスリートが来るっていうことで、ここも、旭川市は予算を使っていますよね。

ここの、アスリートが来るっていうこの機会を、何となくその親御さんも遠慮してしまうんですよ

ね。我が子と違う分野だしと思って、いや、行っても初心者だしみたいな、そういったところで、

子どもも親も遠慮してしまうっていうのがやっぱり非常にもったいないなっていうふうに感じてい

ます。 

 つい先日、吹奏楽部だけど、でも、なかなかそういったところに、機会がないから行ってみよう

かなっていうふうに思ったけれど、でも、迷って、結局、行かなかったんだよねっていう声も、こ

れ、話を盛っているわけでなくて、本当に事実なんですよね。そういった声を１人に聞いて、ちょ

っと聞いてみたんですよ、いろいろ、児童生徒とか、親御さんでも、こういうのがあるけど、見た

ことがあるのかとか、今回じゃなくても前回とか、で、どう思ったっていうようなのを、ちょっと

取材というか、集めたときに、やっぱり、そういう感想が多くて、体験でもいいのかなというふう

に迷っていたっていう声がありました。けんスポ！の内容は世代を超えて取り組める内容と思って

いますので、ぜひとも裾野を広げて進めていっていただきたいなあというふうに思っています。 
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 その上で、こういった取組がスポーツ王国旭川に確実につながるような継続性と、それから、裾

野の広さを意識した施策展開が求められていると受け止めています。私自身も、ウインタースポー

ツが大好きで、小学生の頃は、比布のほうのスキー場なんですけど、夜に滑るのが好きだったんで

すよね。夜、ゲレンデが好きで、夜空を見ながら、スキーばかりしていた、すごいロマンチックな

小学生だったんですけど、また、小学校のグラウンドでスピードスケートをやろうという取組があ

って、私も、もう相当前の小学生なんで、そのときに、降り積もった雪を全校児童生徒で踏み歩く

んですよ。踏み歩いて、それでもう、鬼ごっこもしながらっていうところで、そこで、夜、お父さ

ん、お母さん、氷点下になったら、ホースで水まきが始まるんですよ。そこで、もう天然のスケー

トリンクが出来上がるっていう、そういった環境の中でリンクを造ってもらったというところに感

謝を持ちながら、ここは永山東小学校です。そこでも練習させていただきながら、今みたいな温暖

化ではなかったので、そんなに凸凹がなかったんですよね。結構、水をまいたら、すぐ翌日には滑

れるっていう状況があって、そして、夏は、これを強化していこうということで、夏は、モップに

子どもの足を入れて体育館をスケートリンクにして滑っていくっていう、強化練習をするんですよ。

そうしたら、体育館もきれいになるし、これを考えた先生、すごいなあというふうに感じていると

ころなんですよね。その先生の発想で、そういった、大人が子どもを思う一生懸命な気持ちが、子

どもながらに、ここで体感できたことって、これって私にとってもすごい宝だったなっていうふう

に感じています。うまい、下手は別としても、スポーツに対するその先生の熱意、大人の熱意、で、

旭川の雪の自然の資源を生かしてスポーツにつなげていったなというふうに、振り返ったら思うと

ころです。 

 ここで、私が、今、注目しているのは、スリー・オン・スリーやスケートボードのような、いわ

ゆる若者世代から人気のあるアーバンスポーツを、スポーツ王国の柱として、その一つとして、ど

のように位置づけていくのでしょうか、お伺いします。 

○松田観光スポーツ部次長 本市には、多くの競技団体、スポーツクラブ等があり、そういった部

分では、多様なスポーツを行う環境はある程度整っているとも言えるというふうに考えております。 

 スケートボードなどのアーバンスポーツにつきましては、令和５年３月に作成した旭川市スポー

ツ推進計画におきましても、新たなニーズに対応したスポーツ活動の推進といたしまして、東京２

０２０オリンピックで注目を集めたスケートボードをはじめ、ＢＭＸなどの関わりを広げることと

しております。 

○駒木委員 アーバンスポーツ、スケートボードやＢＭＸなど、若い世代に人気の高い競技を新た

なスポーツ文化ニーズとして広げていく姿勢は、私自身も大いに期待したいと思っています。こう

した競技は、やってみたいと思っても、実際に安全に練習できる場所が限られているという現状が

あります。子どもから若者が安心して挑戦できる環境づくりを計画から実行へとつなげていく必要

があると思います。 

 総務所管の分科会で、まちなかでの若者が集まる広場として、スケートボードパークを提案させ

ていただきました。そこのイメージは、ボルダリングがあってとか、ダンスの広場だとか、そうい

った広場の中で、おしゃれやファッション、音楽っていうようなイメージを持ちながら、スケート

ボードパークがあったらなっていうところで提案をさせていただいたのが前半の総務所管の部分で

ありますが、スケボーは、そもそも競技として、ここの競技の部分では、まちのにぎわいや若者の
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文化の創出になるというふうにつながっていくという可能性が大きくあります。そのためにも、こ

の計画を掲げるだけではなく、実際の場づくりをどう進めていくのかが問われていると考えていま

す。 

 先ほど御答弁にもありましたが、東京五輪以降、自治体が設置する公共スケートボードパークは

飛躍的に増加をしています。日本スケートパーク協会や日本スケートボード協会の調査によると、

公共スケートパークの数は、五輪前後で４倍近くにまで上がっています。２０１７年は１００施設、

２０２１年は２４３施設、この２０２１年が五輪開催の年ですね。そして、２０２２年には３４０

施設、２０２５年３月現在では４３０施設、民営を含めると全国で７４７施設ということで、倍に

上がってきているんです。 

 この僅かな数年で倍増しており、現在も多くの自治体で新設や再整備の計画が進んでいます。公

園などの規模は、都市公園とか様々ありますけれども、公園などの整備により、道内外から人を呼

び込み、にぎわいを生むコンテンツとしても期待が寄せられています。 

 旭川は、言うまでもなく上質な雪が自慢であります。世界に誇れるシルキースノー、パウダース

ノー、地元はもちろん、観光客を魅了します。冬はスノーボード、夏はスケートボードという、四

季を通じて実現できる場所はほかにはありません。 

 平野歩夢選手にとっては一番いい都市が旭川じゃないかなというふうに私は勝手に思っていると

ころです、そういったパークがあれば。そこの都市型観光地としてのポテンシャルが大いにあるこ

の旭川の特性を生かし、オリンピックなど世界を目指す人材を育成していくための通年型競技志向

の環境整備について、本市はどのようなビジョンを持たれていますでしょうか、見解をお伺いしま

す。 

○松田観光スポーツ部次長 本市のスケートボード環境は、豊岡に通年で利用できる民間施設があ

るほか、永山中央公園と嵐山レクリエーション施設、これはいずれも夏季のみ利用が可能なものが

設置されております。 

 委員の御指摘のとおり、すばらしいスキー場が近隣にあるスノーボード環境と比較しまして、ス

ケートボードを行う環境というのはなかなか整っているとは言い難い状況にあるというふうに考え

ております。このため、現在募集中の花咲スポーツ公園の（仮称）旭川新アリーナ等整備事業募集

要項におきまして、新たなスポーツニーズに対応するため、ニュースポーツエリアの提案を必須と

することとしております。この提案内容も踏まえまして、様々な方にも御利用いただけるスケート

ボード環境等の在り方について検討してまいります。 

○駒木委員 新アリーナでのニュースポーツエリアのこの提案は、本当に私も期待をしているとこ

ろです。でも、整備が進んでいったら、やっぱり違ったわというより、もう今からどんどん声を上

げていこうというふうに思っているところなんですが、本格的に競技志向の子どもたちが継続的に

練習できる環境をどう確保していくのか、より具体的な検討が必要ということを、直接、スケート

ボードプレーヤーの小学生や保護者の方から伺っています。 

 今現在、旭川在住のスケートボードプレーヤーからは、競技志向で通年型の環境整備に向けて、

より具体的なビジョンを伺ってみました。旭川市にあるスケートボード専用のスペースは、先ほど

も申し上げました嵐山の公園と永山中央公園の２か所であります。永山中央公園には、能力に応じ

て楽しめる配置、そして、上級者用、初心者用が欲しいという声は根強くありました。しかし、根
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強くあったのですが、今現在、ここに来て、多くは望みませんと、そこまで。旭川市もなかなかこ

の予算を確保するのは大変ですよねっていうふうにも伺っています。多くは望まないので、安全対

策としての、先ほど、公園みどり課のほうにも申し上げました、金網だけでもセクションにつけさ

せてほしいと求める声がありましたので、改めて、スポーツ推進課の皆様にもお伝えしていきたい

なと思っています。 

 永山中央公園の担当は土木部ですが、スポーツを推進する担当課としても、人材育成の観点から

も、スケボーのこういった環境の整備に関係部局としてぜひとも前向きに今後検討を進めていただ

きたいというふうに感じています。両方の意見がまとまったときに、よりよいものが造られるって

いうことを描いています。 

 新アリーナの基本計画の中にもスケートボードの整備が含まれていると聞いていますが、競技施

設を目指しての整備なのでしょうか。世界を目指していけるような整備を進めて、道内外からも人

を呼び込み、にぎわうコンテンツ、ここも、全国で見たときには、旭川には十分その価値は大いに

あると思っています。 

 これは、どこまで続くかは私にもちょっと判断がつかないところなんですが、今現在、民間のス

ケボーができる施設、ここには、インバウンドのお客様も増えてきていると伺っています。午前中、

石川まさゆき委員のほうからも、サイクリングのツーリズム、サイクリングのインバウンドのお話

がありましたけど、外国ではやっぱり規制があると。例えば、ビール一つにしてもそうですね。こ

こではなかなか飲めないよって、まちの中心部。だけど、日本だったら、ここで、オープンで飲め

るよって、これ、インバウンドの人って、すごい楽しみに日本の観光に訪れてきているんですよね。

オーバーツーリズムだとか様々な課題はありますけど、こういったサイクリング一つにしてもそう

ですし、スケボーにしてもそうですし、身軽に、気軽に入れるスポーツだというふうに思っている

んです。 

 今現在、ここの民間のスケボーができる施設にインバウンドのお客様が増えてきているっていう

ことを伺うと、この先もきっと増加になっていくと思っています。ここが、気軽に入れる、こうい

ったスケボーの特徴であります。そして、ダンスっていうことも、若者の文化とも融合し、まちな

かの回遊性を高めていくような、こういったことは経済効果にもつながります。自由度の高い広場

として整備を検討してはというふうに考えていますが、併せて見解をお伺いしたいと思います。 

○松田観光スポーツ部次長 花咲スポーツ公園新アリーナ等基本計画におきましては、スケートボ

ードだけでなく、バスケットボールのスリー・バイ・スリー等のニュースポーツやアーバンスポー

ツを行うことのできるエリアを想定しております。 

 これは、現在、民間からの提案を求めているため、具体化はこれからになりますが、新アリーナ

に加えて、こうしたこれまでなかった施設ができることで、より一層、花咲スポーツ公園全体のに

ぎわいづくりにつながるものと考えております。 

○駒木委員 競技志向の子どもたちが継続的に練習できる通年型の、屋根つきっていうことなんで

すけど、こういった環境が確保されるかどうかは、今後の具体化に委ねられていると思います。 

 先ほど来、スケボーのプレーヤーの皆さんのお声をつなげたところでありますけど、いやいや、

競技をするまでのセクションは、僕たち、私たち、望んでいないという声も確かにあるんですよね。

それは、このスケボーのプレーヤーの皆さんって、自分の競技力を磨くのに、そういう環境整備を
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求めると同時に、そういう、自分と同じ思いでこのスケボーにかける情熱あふれる人たちとのコミ

ュニケーションを楽しみにしていると。それを思ったときに、旭川は、そこまで、少子化が進む中

で、そういうスケボーの人材群がそろえられるかといったら、私は、ここ、ちょっと難しいって思

っているところですので、競技施設を目指すのであれば、じゃ、旭川にそこまで望んでいないよっ

ていう声があるってこともぜひ受け止めていただきたいなと思います。 

 そうなれば、三重県の松阪市だとか、そういったところで、お互いに切磋琢磨する環境のほうが

僕たち、私たちはいいんだよねというふうに、だから、そこまでの競技・大会レベルを設置しなく

ても、いや、有明へ行ったら世界大会を目指せるからっていうような声もあるので、そこは慎重に

しながら、スケートボードエリア、ぜひとも、よりよいものを見込んで、それは、決して私はアリ

ーナと言っていませんので、東光スポーツ公園かもしれませんし、そういったスケボーパークのエ

リアを、まちなかなのか、あるいは、また広さのある場所になるのか、そういったところを検討し

ていただきたいなあって思っています。 

 子どもたちが日常的に挑戦し、夢を育てるための環境が不可欠であります。ここも、先ほど来、

子どもたち、子どもたちって私は伝えているんですけど、私の信条としては、このまちづくりにか

けるのは、どんなに経済効果があろうが、観光も整えようが、子どもたちが本当にこのまちで暮ら

してよかった、ふるさと旭川だと思わなければ、私は、旭川の経済効果は、この先はどんなにたっ

ても生まれないと思っているんですよ。やっぱり、この子ども、若者たちの声を聞き、できなくて

も、その子ども、若者に応えていくっていう、そういうパイプに行政も関わっていっていただきた

いなって思っています。 

 こういった現状で見ますと、やはり、財政難というところもありますけども、民間への依存がこ

れまで多かったです、スケボーパークに関しては。通年で安心して練習できる公共の場は決して十

分とは言えません。ほかには、インバウンドのお客様で、冬はスキーへ、同時にスケボーも楽しめ

る、そういったアクティビティーの滞在型観光としての経済効果は確実に生まれると思っています。 

 改めて、本市としてどのようなスポーツ王国の未来像を描いているのでしょうか、見解をお伺い

します。 

○菅原観光スポーツ部長 スポーツ王国を目指している本市にとりまして、様々な競技でトップア

スリートに触れ合い、日常的にスポーツのできる環境を整備することは重要であるというふうに考

えております。 

 このため、現在進めている花咲スポーツ公園と東光スポーツ公園複合体育施設の整備により、市

民がスポーツをしやすい環境のほかにも、市民の健康増進やまちのにぎわいづくりにつなげてまい

りたいというふうに考えております。 

 スケートボードをはじめとするアーバンスポーツにつきましては、オリンピックなどで拝見して

いても、順位の優劣に関係なく、すばらしいパフォーマンスをした選手をたたえ合ったり、常に自

分のベストパフォーマンスに挑もうとする姿に、これまでの競技とは違った、すがすがしくすばら

しい競技だというふうに感じたところでもあります。 

 私は、子どもの時分には、例えば小学生のときは野球をやっておりましたけれども、野球をする

しか選択肢はありませんでした。スポーツに親しむという環境では、私の置かれた環境ではそうで

ありました。中学校に入りましても野球を続けましたけども、野球なり、サッカーなり、バスケ、
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バレー、テニス、卓球、バドミントン、そういったところが主なスポーツだったというふうに思い

ます。 

 現在は、こうしたニュースポーツ、アーバンスポーツ、Ｘゲームズをはじめとしたエクストリー

ムスポーツ、様々なスポーツがあるというふうに思っております。私が子どもの時分にそういった

スポーツに触れ合う機会があれば、私も一流のアスリートになっていたかもしれないというふうな

思いはあるところでありますし、場合によっては、ダンサーとして活躍していた人生もあったかと

いうふうに思います。そういったスポーツ環境に、子どものうちに触れ合うということが非常に重

要だというふうに思っております。 

 こうしたスポーツを行う場所についても、現状、必ずしも十分とは言えない状況であると認識し

ておりますので、市民が気軽に取り組むことができるよう、まずは、花咲スポーツ公園の民間事業

者からの提案を受けた上で、関係者とも情報共有しながら検討を進めてまいります。 

○駒木委員 部長の野球のエピソード、すばらしい答弁、ありがとうございます。本当にじーんと

しました。 

 先ほど、子どもの話もさせていただいたんですけど、今、本市は、学びの多様化学校も進めてい

かれますけど、スケボーだったり、スノボ、スキーにしてもそうですけど、一人でもできる競技だ

なあと思っているんですよね。不登校支援じゃなくても、今、一人で、独創的な子どもも増えてき

たなというふうに感じているので、団体競技よりちょっと違う、僕は、私は違うなってなったとき

に、すぐ入りやすい競技だなあとも思っているんですよね。実際、そうやって、社会性、コミュニ

ティーに近づいて、だんだん登校が再開できるようになったっていう、旭川じゃないんですけど、

そういった事例もあったので、本当に、野球のチームワークも、サッカーもバレーもそうですけど、

チームワークや社会の協調性が得られるって。私、バスケットのマネジャーだったんですよね。全

部、中途半端なんですけど、スケートをやったり、スキーをやったり、スノボもやったんですけど、

就職して、初めてのボーナスで、スノボ一式を買おうと思って買いました、そろえて、勝手に。買

ったんですけども、初めて登った山のてっぺんで、ビンディングが壊れたんですよ。もう泣きなが

ら、初めて出たボーナスで買ったのに、そのまま降りていったっていう、あんまりスポーツに私は

縁がなかなかないんですけども、勝手なことを言っていますけど、このスポーツに対する部長の熱

い思い、その思いをぜひとも旭川にも根づかせていっていただきたいなって思っています。 

 最後の質問になりますけども、様々お聞きしてまいりましたが、スポーツを軸にしたにぎわいづ

くりを進めるという方向性は大いに期待したいと思います。また、アーバンスポーツの文化的価値

に触れられた答弁は、まちの魅力向上の観点からも最も重要だと感じています。 

 最後に、この全体を通して、子どものスポーツ推進に関わる部長の思いを伺いまして、この質問

は終わります。 

○菅原観光スポーツ部長 全ての市民が気軽にスポーツを楽しむことができるスポーツ環境の構築

を目指しておりますが、特に、子どもたちには、健康だけでなく、スポーツを通して社会や人との

つながりを学ぶ場として貴重な経験につなげることができるものと考えております。 

 先ほど、野球の話をさせていただきました。私も、子どもの頃、少し体が弱くて、スポーツをす

るということによって体が丈夫になってきたというような経過があります。特に、野球を始めてか

ら、団体スポーツということもありまして、ほかのチームメートとともに勝ち上がっていこうとい
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う、その気持ちを一つにするという経験というのは、現在の職場においてもチームで仕事をすると

いう意味では非常に役立っているというふうに思います。そういった意味で、精神的にも健康的に

も、スポーツというのは子どもの成長にとって大事なものであるというふうに理解をしているとこ

ろでございます。 

 スポーツ王国を目指している本市にとりまして、特に、子どもたちがスポーツに興味を持ち、や

りたくなるような様々な機会をつくり、スポーツの魅力を発信することで、旭川市民でよかったと

思われるような元気なまちを目指して取組を進めてまいります。 

○駒木委員 このスポーツ推進課のほうの質問は、以上となります。 

 続きまして、スポーツ施設整備課のほうの質問に入りたいと思います。 

 花咲スポーツ公園再整備費についてでありますが、様々、市議会の中でも多くの議論が展開され

ていますが、やっぱり、本当に、旭川市の文化ホールもそうですし、このアリーナの大型事業が控

えている意味では、こうした議論こそ、もうどんどん活発に進めていきたいというふうに感じてい

ます。 

 アリーナに関する質問については初めてになりますが、改めまして、花咲スポーツ公園再整備費

について、事業の概要と内訳についてお伺いします。 

○大久保観光スポーツ部スポーツ施設整備課主幹 花咲スポーツ公園再整備費の事業概要及び内訳

につきましては、旭川新アリーナ整備事業として、今年度から引き続き新アリーナ整備の事業者選

定に係る取組を実施するため、花咲スポーツ公園再整備事業アドバイザリー業務委託料として１千

９１４万円、選定委員会委員報酬及び招聘旅費として４５万６千円、また、花咲スポーツ公園再整

備基本計画策定等として、花咲スポーツ公園の既存公園施設の改修内容及びスケジュールを取りま

とめる再整備基本計画を策定するため、花咲スポーツ公園再整備基本計画策定業務委託料として２

千７４０万円、その他事務費等として１３万２千円、合わせて４千７１２万８千円を計上しており

ます。 

○駒木委員 新アリーナにつきましては、現在、事業者の募集を行っているところですが、改めて、

今後の具体的なスケジュールについてお示しください。 

○大久保観光スポーツ部スポーツ施設整備課主幹 本年１月２７日に募集要項等を公表し、参加資

格確認申請の締切りを４月３日としております。その後、資格審査が認められた事業者との個別対

話を行い、１次審査を６月、２次審査を８月に実施し、優先交渉権者を決定いたします。その後、

９月に基本協定の締結を予定しております。また、その後、新アリーナの設計、建設が行われ、令

和１２年度中の供用開始を想定しております。 

○駒木委員 募集要項では、新アリーナ活用事業における時間枠の対価、また、リース料の提案上

限額が年間４億３千８００万円と示されています。 

 そこで、新アリーナ活用事業の具体的な内容についてお伺いします。 

○大久保観光スポーツ部スポーツ施設整備課主幹 新アリーナ活用事業として、３つの利用に整理

をしております。 

 １つ目が、市民の日常的個人利用で、スポーツ実施率の向上や学校部活動の地域移行を踏まえ、

現総合体育館の利用状況を参考に年間１４０日といたしました。２つ目が、スポーツ大会を目的と

した施設利用で、これまでも、総合体育館があることを前提とした大会開催では、団体の希望する
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日時や場所で開催できない大会があったことから、スポーツ団体等にアンケート、ヒアリングを行

い、東光スポーツ公園複合体育施設が完成した場合でも希望どおりの開催ができない大会の日数を

確保するため、不足分６０日を想定いたしました。３つ目が、市事業ほかコンベンション利用で、

現在実施しているスポーツ推進事業等として２０日の確保を想定いたしました。 

 これらを合わせ、新アリーナ活用事業の日数を年間２２０日と設定しております。 

○駒木委員 東光スポーツ公園にも複合体育施設が整備される予定であり、施設は、市民利用や大

会開催等に適したスポーツ施設と整理されていることから、市民利用の中心は複合体育施設になる

のではないかと思います。 

 その前提で、新アリーナにおける公共利用日数が妥当でしょうか、見解をお伺いします。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 現総合体育館の利用実績や、東光スポーツ公園に整

備を予定しております複合体育施設との役割分担の下、市内のスポーツ実施環境の充実と市民のス

ポーツ実施率向上に向けて必要な日数であると考えているところでございます。 

○駒木委員 妥当との説明ではありますが、公共利用２２０日のうち、市民の日常的な個人利用が

１４０日を占めており、この日数は多いのではないかと考えています。また、新アリーナの使用料

金が東光の複合体育施設より高く設定されれば、利用者はおのずと東光のほうへ流れていくという

ことが想定されます。 

 こうした状況を踏まえた上で、この公共利用日数の設定をどのように妥当と判断されていますで

しょうか、お伺いします。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 市民の日常的個人利用につきましては、現在の総合

体育館の一般利用が開館日の約３５％となっており、スポーツ実施率の向上と学校部活動の地域移

行も考慮いたしまして４０％に相当する日数を確保するとの考え方から、１４０日と設定をしてご

ざいます。 

 なお、事業者募集に係り、公表しております新アリーナの要求水準書におきまして、市が公共的

な利用分として対価を支払う部分での市民の利用料金につきましては、現状の総合体育館や近隣の

類似施設と同等の金額であることを求めております。 

○駒木委員 提案上限額が４億３千８００万円と示されていますが、この金額の設定は妥当でしょ

うか、見解をお伺いします。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 提案上限額の設定につきましては、２つの条件を設

定しており、その条件の１つ目といたしまして、官民連携手法のうち、保有方式で最も有利と想定

される事業方式を採用した場合の事業費を超えない範囲にあることとし、市が施設を保有すること

から、国の交付金や補助金を活用できると想定の上、建設費の市の負担分と、維持管理費や後々の

大規模改修費を加えた額を超えない額であること、条件の２つ目といたしまして、非保有方式で利

用を想定している場所、それから、時間に相当する１年当たりの費用を超えない範囲にあることと

し、事業者が施設使用料を設定するために必要となる費用を想定し、そのうち、市が使用する分を

算定した額を超えない額といたしました。 

 これら２つの条件により金額を算定いたしました結果、条件２に当てはまる金額の４億３千８０

０万円がより低い金額であったことから、提案上限額として設定したものでございます。 

 なお、実際に市が支払う金額につきましては、事業者からの提案により、協議を行った上で定め
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ることとしておりまして、さらに、新アリーナ活用事業で想定しております大会利用や市のスポー

ツ推進事業につきましては、年度によって変動が見込まれることから、毎年度、協議を行うことと

しております。 

○駒木委員 金額については、利用日数に応じて、毎年度、協議するとされていますが、やはり、

公共利用の２２０日は多いと感じています。例えば、市民利用１４０日を半減させた場合、公共利

用は１５０日となります。個人利用７０日、大会６０日、市民利用２０日、このように公共利用日

数が１５０日となった場合、提案額はどの程度になるのでしょうか、見解をお伺いします。 

○大久保観光スポーツ部スポーツ施設整備課主幹 提案上限額算定のために設定した２２０日を１

５０日とすると、その金額は年間２億９千５００万円となります。 

○駒木委員 ４億３千８００万円という提案上限額は、使用日数との比較から見ると低いのではな

いかと感じています。この金額で事業者から提案があるのか、不安を抱いています。 

 仮に事業提案がなかった場合、どのように対応されていくのでしょうか。 

 また、１事業者のみの提案となり、その内容が本市の求める水準に達していなかった場合は、ど

のような判断を行うのでしょうか。 

 さらに、提案上限額４億３千８００万円を引き上げる考えはありますでしょうか、併せて見解を

お伺いします。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 事業提案がなかった場合、また、提案内容が一定の

水準を満たしていない場合につきましては、事業者募集を一旦中止し、その原因について調査を行

うことを考えております。その調査結果を踏まえた上で、募集要項等の修正、または事業方式を保

有方式に変更することも含めた今後の事業実施に向けた検討を行ってまいります。 

 なお、現段階では上限額の引上げの考えはございませんが、調査においてその原因が上限額の設

定にある場合につきましては、必要に応じて適切に検討を行ってまいります。 

○駒木委員 ここまで様々に確認をさせていただきましたが、こういった応募時に支払い額の増額

を求められなかったとしても、事業開始後に事業者から増額を求められる可能性があるのではない

かという懸念もしています。 

 この点について、本市としての見解をお伺いします。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 新アリーナ活用事業に対する支払い額は、事業者の

提案を踏まえた上で協議を行うこととしておりまして、さらに、毎年度、活用事業の内容により協

議を行うこととしております。 

 事業開始後の人件費や光熱水費など、物価高騰等によって新アリーナの施設利用料が改定された

際には、対応する必要があると考えております。 

○駒木委員 本市からの支払いは、事業者にとって安定した収入源となります。得る一方で、市立

大学の例のように倍率が下がるということ、先がやっぱり見えない、こういった中で、人口減少の

進行によって、公共利用の需要は将来的に不透明な部分があります。 

 新アリーナを維持していくために、事業者の意向に沿い、無理になるような過度な財政支出を行

うべきではないという考えをお持ちの方もいらっしゃいます。私も、将来世代の負担などを考える

と、そうとも感じるのですが、こうした中で、新アリーナの運営においては、プロスポーツやコン

サートなど事業者が主体的に誘致する収益事業が極めて重要になると感じています。 
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 今月、ちょうど、３月１３日から昨日、１５日は嵐のコンサートがありまして、報道にも出てい

ましたけど、相当の混雑、警備員さんは本当に大変だったと思います。トイレ問題もありましたし、

でも、この経済効果って本当に大きいもので、ＪＲの増便、旭川への宿泊、空港においても、就航

率９９％を保持する旭川空港ですから、相当の人が新千歳ではなく旭川を経由して会場に入られた

という効果もありますので、こういったところを目指すのであれば、本当に、先ほど来、申し上げ

ていますけど、子どもや若者にしてみたら、これ、今まで旭川はこういったエンターテインメント

ってなかなか触れる機会がなかったよねと、そんなときは札幌や東京へ行っていたよっていう人も、

まだ見ない子どもたちにしても、本当に夢の広がるアリーナのこういった構想だと思っています、

スポーツの分野も、コンサートにおいても。 

 そして、旭川市で見たときに、ハンドメードをされる方って、本当に多くいらっしゃるんですよ

ね。私、見てのとおり、なかなかハンドメードに触れるようなタイプではないんですけれど、でも、

やろうと思えばできるんです、ミシンとかも、頑張ればできるんですけど。このハンドメードも、

北海道一って誇れるのが旭川市で開催されているんですね。これ、私、恥ずかしながら知らなかっ

たんですけども、この実行委員長がちょうど永山にいらっしゃいまして、縁あって、お話を伺った

ところ、ほかの自治体でもこういったハンドメードを大規模で開催してくれる都市ってなかなかな

いんだよねって。でも、旭川でたった５人から始まったのが、今、相当の数からアリーナで開催を

したいっていう声が寄せられて、全国から集まる、出展者が増えていく、世界に一点だけだよって

いうのと、でも、そのアリーナは、今、現在地では、ちょっと場所が遠いなって、ＪＲで来ても、

バスで来ても。そのときに、実行委員会の皆さんで、実費でシャトルバスを出されているようなん

ですよね。そうやって集客をして、進めていくって。利益だけを追求するのではなく、そのコミュ

ニティーとして開催されているっていう、スポーツやコンサートだとか、エンターテインメント以

外にも、そういったアリーナに対する思い、夢、そういった希望を抱いている方がいらっしゃるな

と思ったら、この旭川のアリーナ構想の中でどういう展開をしていけるのかなあというふうに、私

もなかなか勉強不足なところもあるんですけど、考えているところです。 

 しかしながら、やっぱり親世代ですので、将来世代に絶対この財政の負担は残したくないってい

う思いもあります。ここは、引き続き私も議論を展開していきたいと思っています。 

 そして、先日、名古屋のＩＧアリーナ、視察に行ってまいりました。事業者さんの説明も受けま

した。本当にすばらしくて、スポンサーが多くついていました。ＳＶリーグの来場者の記録を目指

すという、この過去最多の来場記念のところにちょうど出くわさせていただいて、もう盛り上がり

がすごくて、チーム名は今申し上げはしませんけど、本当に真ん中にあるモニター、ビジョンがや

っぱり派手なんですよね。そこにクローズアップされた選手一人一人が映し出される、ライトだと

か、それは、インターネットとかユーチューブでは見ていてすごいなというふうに思ったんですけ

ど、やっぱり、その会場の中の臨場感を感じたときに、やっぱり肌で感じる空気感と、あと、心臓

に響く鼓動を感じたときに、これ、どこにもないなって、アリーナじゃなきゃできないっていうも

のも感じたので、人口減、人口減って諦める前に、そういったエンターテインメントを旭川でどの

ように誘致していくかっていうところ、やっぱり、本当に継続してそういうモチベーションを持ち

続けていってもらえたら私は必ず成功していくっていうふうに、そこを目指していきたいと思って

います。その上で議論を重ねていきます、今後も。 
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 改めて、この新アリーナは、プロフィットセンター機能を有する多目的アリーナとして整備され

るからこそ、従来型のスポーツを楽しむ市民だけではなく、プロスポーツ観戦やライブ、エンター

テインメント、臨場感ある空間で楽しみたいっていう、そういった層の多様な需要に応えることが

求められます。 

 こうした観点から、事業の見直しについて、本市の認識を改めてお伺いし、私の後半の質疑は以

上となります。 

○菅原観光スポーツ部長 新アリーナの要求水準では、ヴォレアス北海道が所属するＳＶリーグや、

レバンガ北海道が所属するＢリーグのホームアリーナ要件など、開催を想定するプロスポーツの興

行に十分な内容とするとともに、ライブ、コンサートなど多目的な用途に対応した多目的アリーナ

とすることを求めております。 

 委員からお話のありました嵐さんのライブ、１３日から１５日まで開催されておりまして、旭川

にも多くの方々が宿泊されたというふうに聞いております。臨時列車も増便されたというふうなお

話もありますが、札幌と旭川の距離感で言いますと、旭川に泊まっても札幌に行けるということは、

逆に札幌からも旭川に来ていただけるというふうな距離感なんだろうなというふうに理解をしてい

るところであります。例えばでありますけれども、旭川ゆかりのアーティストが新アリーナでライ

ブを行うといったような場合には、札幌からも、道内各地からも、あるいは全国からも多くのお客

様が来場されることが想定されるというふうに思います。 

 また、委員からハンドメードクラフトのお話もありましたけれども、たしか大雪アリーナで開催

されているというふうに聞いておりまして、来場者が非常に多くて駐車場もかなり問題があったと

いうふうに聞いております。こうしたスポーツやライブ以外のコンベンション機能としても、アリ

ーナとしては十分対応できるものとして整備されるものというふうに考えているところであります。 

 今後どのようなプロスポーツやコンサートを誘致するかについては、事業者の経験やノウハウに

よることとなりますが、事業者選定の過程における事業計画の審査の際には、運営の実現性につい

ても十分な確認が必要と考えております。市としても、地域のにぎわいづくりにつながる提案がさ

れることを期待しているところでございます。 

○江川委員長 暫時休憩いたします。 

休憩 午後２時３０分 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後３時１０分 

○江川委員長 再開いたします。 

 御質疑願います。 

○まじま委員 後半もよろしくお願いいたします。 

 私、自分勝手に、質疑の順番、あしたかなと思っていまして、それで、今日入るとは思っていな

かったのがあって、昨日の午前中、今シーズン、初めてカムイスキーリンクスに行ったんですよね。

朝一のゴンドラには確かに行列ができていましたけど、その混雑が終わった後はスムーズに運行さ

れていたなというふうに思います。３月１５日だから、もうこのシーズンも、ちょっと雪解けも早

くてどうかなと思ったんですけど、山頂付近はまだコンディションがよくて、すごくいい雪質で楽

しんできました。 
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 友達はボードを使っているんですけど、私は、９９センチのショートスキーをストックを使わな

いで滑るんですけど、そういうのをやらせてもらって、確かに外国人の方もいらっしゃいましたけ

ど、日本語をしゃべっている現地の人もいまして、ぜひ、３１日までオープンしているということ

ですので、皆さんも足を運んでいただきたいということを述べさせていただきたいと思います。確

かに、下のほうはざらめ状の雪でざくざくな状況になっているんですよね。それはもうしようがな

いかなと思いますから、山頂付近で楽しんでいただければというふうに思います。 

 それで、雪とざくざくというふうに言いましたので、除排雪のほうから入っていきたいなという

ふうに思います。 

 それで、除排雪に関わる予算の概要についてお示しをいただきたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 令和８年度の除雪費につきましては、前年度当初予算より約２億３千万円

増の３７億６千９９万７千円を計上しております。 

 主な内訳といたしましては、万円単位で申し上げますと、地区総合除雪維持業務に係る費用とし

て３１億３千９１３万円、雪堆積場の解体業務に係る費用として２億６千５０５万円、雪堆積場の

整理業務に係る費用として２億５千９４３万円、そのほか雪堆積場の測量や附帯業務などに係る費

用として９千７３９万円となっております。 

○まじま委員 そこで、資料を２種類提出していただきました。 

 一つは、１２月から２月までの気温の推移を表した数字とグラフがついた資料になっています。

これを見ると、１２月は気温が上昇傾向にあるということが見てとれるかなと思います。初雪は、

大体いつもと同じぐらいなのかもしれませんが、いわゆる根雪になるタイミングが遅くなっている

影響もあるんじゃないかなというふうに考えられるかと思います。令和７年度は、１月の気温が低

いというのが示されています。２月は、もう既に気温が上昇しているということが見てとれるのか

なと思います。 

 これを見ると、融雪の時期が早くなっているのではないかと考えられる。この点についてどのよ

うに分析をされているのか、お示しをいただきたい。 

 気候変動への認識と、こうした気温上昇に見合った除排雪対応になっているのかっていう点もお

示しをいただきたいと思います。 

 もう一つは、改善要望件数と気象状況を表した資料になります。今シーズンの２月２８日までの

時点での資料ということなんです。降雪量は結構あったということが分かります。 

 改めて、今シーズンの状況について、どのように分析をしているのか、お示しをいただきたいと

思います。 

○今井土木事業所主幹 今シーズンの降雪の特徴といたしましては、初雪は、ほぼ平年並みの１０

月２０日に観測されました。降雪量は、令和２年から令和６年の過去５年間の平均と同程度であっ

たものの、急な大雪や降雨が観測されるなど、気象状況が極端に変化するシーズンだったと認識し

ております。 

 特に、１２月においては、平均気温は過去１０年間で最も高いマイナス２．１度、１２月２０日

には最高気温７．１度を記録した一方、１２月２６日から２７日にかけては、１２時間降雪量が観

測史上１位タイとなる３６センチメートルを記録するなど、降雪、気温ともに極端な状況が多く発

生したところでございます。また、委員の御質問のとおり、１月は気温が低く推移した一方、２月
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は平均気温が高く、一つのシーズンの中で大きな気温差があったシーズンだったと考えております。 

 近年は、急な暖気や季節外れの降雨になるなど、目まぐるしく変化する気象状況によって特にざ

くざく路面が発生しやすい傾向にあったことから、今シーズンは、この対応策として、１２月に生

活道路の圧雪を取り除く作業を実施し、圧雪厚の低減を図り、ざくざく路面の発生抑制及び発生時

の早期改善につながる取組を試行的に行うなど、路面対策に努めてきたところでございます。 

○まじま委員 次に、改善要望についても触れていきたいと思います。 

 これまで、ざくざくで走れないというのが断トツ１位で来ていたわけですが、今回出していただ

いた資料を見ると、ざくざくで走れないは２番目になっておりました。私は、この資料を１月の末

時点でもう既に作っていただいていて、じゃ、１月と２月でどう違ったのかっていうと、１月末の

時点では、ざくざくで走れないは、このトップ３には入っていなかったんですよね。で、２月２８

日になると、ざくざくというのが２位にランクインしてきたということで、やっぱり、２月は融雪

が早く進むという傾向が見てとれるのかなと思います。 

 それで、お聞きしたいのは、路面が悪化する前の段階で排雪や雪を削り取るということを徹底で

きたら、もっと改善要望件数が少なくなるんじゃないかなというふうに思うんですが、その点につ

いての見解を伺いたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 今シーズンは、１２月２０日から２１日にかけて気温上昇や降雨の予報が

あったことから、１５日から２２日にかけ、生活道路の圧雪を取り除く作業を実施したところでご

ざいます。この結果、ざくざくで走れないとの要望が２日間で９９件と少数にとどめることができ、

全市的な路面の悪化による交通障害の発生を抑制することにつながる有効な対策であったと考えて

おります。 

 一方で、圧雪を削った場合は、幅員の減少や雪山が大きくなり、その改善に向けては排雪を進め

る必要があるため、様々な状況を想定しながら、本年度の取組の効果や課題を踏まえ、検討する必

要があると認識しております。 

○まじま委員 今、答弁では、そこは対応してきたよということを言われたんだと思います。少数

に要望をとどめることができたというふうなことなので、その点は、これからも続けていただけれ

ばというふうに思います。 

 資料に戻りますけど、今シーズン、間口処理の要望というのが１位になっているんですね。この

点については、間口処理が増えていることに対して、どのような見解をお持ちなのでしょうか。 

 苦情件数自体は、令和６年が７千９４５件ということですから、５千１１６件という数字は少な

くなってはいますが、５千件を超える要望だっていうふうな見方もできるかと思いますけども、令

和８年度、新年度は、そうした声を生かした体制になっているのかどうか、確認をさせてください。 

○田中土木事業所長 本市の除雪作業は、通勤、通学に支障を及ぼさないように、朝７時頃までに

完了させるため、新たに降り積もった雪を道路の両脇にかき分けるかき分け除雪を基本としてござ

いまして、地域の皆様の御協力の下、各自で間口の処理をお願いしているところでございます。 

 ２月末時点で、間口処理の要望が７４２件と一番多くなってございますが、新雪の除雪時は間口

処理の要望が増加する傾向にございますことから、これまでも、除雪連絡協議会での説明のほか、

広報「あさひばし」、ホームページ、ＳＮＳなどで除雪手法について情報発信に努めてきたところ

ではございますけれども、引き続き、市民の皆様に御理解いただけるよう、様々な手法で周知に努
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めてまいりたいと思っております。 

○まじま委員 昨年、ちょっと私も関わって、市民団体からの申入れというのがあって、そこに意

見交換として雪対策担当の皆さんにも入っていただきました。やっぱり、市内でも雪の多い地域と

そうでない地域というのがありますので、そこに対して、様々、意見が出たと思います。 

 どんな意見があって、どのように対応されてきたのか、伺いたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 昨年９月に、市民団体より、冬季対策として除雪基準の見直しを含む除排

雪の柔軟な実施について要望があったところでございます。 

 これを受けまして、気象状況に応じた対応として、道路除雪、道路状況の改善維持に努めるため、

今シーズンはざくざく路面対策を試行的に実施したところでございます。 

○まじま委員 除雪基準の見直しを含む除排雪の柔軟な対応ということで声があったということで

すね。 

 次に、昨年の１２月２７日の朝だったと思います。朝起きたら、大雪でしたね。約４０センチ、

さっきも答弁の中にありましたけど、３６センチですか、一気に降雪がありました。一晩で３６セ

ンチという降雪があったわけですが、帯広にしろ、札幌にしろ、すごくどかんと降る雪が最近は多

くて、それが市民生活を大変にしているというような状況があったんですけど、この１２月２７日

の対応で、市内の状況に大きな影響などはなかったのか、確認をさせていただきたいと思います。 

○田中土木事業所長 除雪の出動判断は前日までに判断しておりますけれども、昨年１２月２６日

の夜から２７日の朝方にかけまして、観測史上、最多タイとなる１２時間で３６センチメートルの

降雪がございました。 

 市内全域で道路交通に大きな影響があると予測できたために、２７日の午前２時に緊急除雪の出

動を指示いたしまして、除雪作業を実施したところでございます。市内全域の除雪を終えるまでに、

通常よりも多くの時間を要しましたけれども、道路交通への影響を抑えられたものと認識している

ところでございます。 

○まじま委員 そのことはよく分かりました。 

 次に、排雪のタイミングについて伺いたいと思います。 

 降雪状況は目まぐるしく変わるという中で、市としては、これまで、１月までに１回、３月の上

旬までにもう一回、排雪が行われているというふうに思います。私は、２回というのは市長の公約

ですから、それをしっかり守っていらっしゃると思うんですけど、それプラス、路面状況に応じて

柔軟に対応していただくということも必要ではないかと思うんですけども、その点についての見解

を伺いたいと思います。 

○田中土木事業所長 令和３年度から実施してございます生活道路の排雪強化の取組によりまして、

これまで２月以降に発生が多かったざくざく路面につきましては、おおむね改善されてきているも

のと認識してございます。 

 その一方で、新たな課題として、令和５年１２月のような記録的大雪ですとか、令和７年１月上

旬に記録した季節外れの暖気など、生活道路の排雪作業が予定されていない初冬期、このときに全

市的なざくざく路面が発生し、多くの改善要望をいただいてきたということがございます。 

 この経験を踏まえまして、今シーズンにおきましては、生活道路の排雪時期、これは維持しなが

らも、１回目の排雪までの特に初冬期において、圧雪を薄く管理する取組を実施したところでござ
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います。 

 引き続き、路面状況に応じた柔軟な除排雪の作業となるように、今後の取組も検証してまいりた

いと考えております。 

○まじま委員 それでは、次に、こうした体制を守っていくためには、オペレーターの皆さんの養

成というのが大事だと思っていますし、実際にその養成に向けて事業もつくってきたという経過が

あると思います。 

 市の施策で、どれだけ、これ、効果があったのか、新年度はどれだけこの点について力を注いで

いくのか、その点について見解を伺いたいと思います。 

○石持土木部雪対策課長 オペレーターの確保や育成の取組として、令和元年度から、除雪機械の

運転免許取得費用の助成制度による支援を開始し、令和４年度には、新人研修等の教材として活用

できるよう、除排雪周知映像を制作し、除雪企業に活用いただくなどの取組を行ってきているとこ

ろです。 

 令和７年度のオペレーター数は６７０人となっており、そのうち、３０歳未満は７６人で、平成

３０年度の１４人と比べるとおよそ５．４倍と、若年層の入職が進むといった取組の効果が一定程

度現れてきている状況となっております。一方で、６０歳以上の人数が１８１人と、全体の３割弱

を占めるということがございまして、高齢者を補うべき若手入職者数の数がまだ不十分であると認

識しております。 

 担い手確保への対応は難しい課題ではありますが、令和８年度は、引き続き、除雪機械の運転免

許取得費用の助成制度を継続するほか、ＩＣＴの活用により、除排雪作業の効率化や安全性を向上

し、働きやすい環境づくりを推進するなど、除排雪業務への入職と定着につながる取組を進めてま

いります。 

○まじま委員 入職されて、どれだけ定着するかというのがすごく大事ですよね。それは、定着す

るように、後方から支援をしていただければというふうに思います。 

 次に、ＧＰＳを使った除雪車のリアルタイムな公開を行っていると思います。この公開をしたっ

ていうことが、市民の不安をどれだけ解消しているのかなと、その点についての認識を伺いたいと

思いますし、排雪の予定もおおよそ明らかにされているというふうに思いますが、それを見て、あ

あ、この時期まで待たないと来ないのかというような声もちょっと私のところに届いたもんですか

ら、その点もどのような状況なのか、伺いたいと思います。 

○石持土木部雪対策課長 除雪車の走行経路の公開につきましては、令和４年度から、市内全地区

において、車道の除雪作業で除雪車が走行した経路をホームページ上で公開しており、除雪作業の

可視化による市民サービスの向上を図ることを目的としております。 

 公開サイトのアクセス数は、全市に拡大した令和４年度以降、１２月から２月のハイシーズンに

おいて、毎月１万件以上、多い月では５万件以上あり、降雪量に比例してアクセス数が増加する傾

向となるなど、市民の関心に即した情報提供を行うことができていると考えております。 

 また、排雪のスケジュールに関しても、同様に、ホームページ上に、１０日ごとの上旬、中旬、

下旬、いつ頃入るっていう形で公開しているところです。どうしても、いつ入るのかっていうこと

が市民の皆様は非常に関心のある部分だと思います。どうしても入るのが遅い、早いっていうとこ

ろは、作業の計画上、いろいろあるところではありますが、こうした情報を提供することで、いつ
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頃入るっていう、分かっていただくことで安心感につながるっていう部分もありますし、作業の流

れというものを知っていただくということになるかな、そういうふうに認識しております。 

○まじま委員 次に、出動基準の在り方について伺いたいと思います。 

 いろいろ伺ってきましたけど、雪の降り方が一様ではなく、どか雪もあるという、そういう中で、

今の基準が果たして合っているのかどうか、その点について伺いたいと思います。 

○石持土木部雪対策課長 今シーズンは、短時間での集中的な降雪における緊急除雪の実施やざく

ざく路面対策など、これまでの出動基準に加え、柔軟な対応に努めてきたところであり、気候変動

への対応として一定の効果はあったものと認識しております。 

 オペレーターの高齢化や担い手不足などの課題がある中、効率的な出動判断につながる除雪ＤＸ

を進めるとともに、ざくざく路面対策など、今年度の取組や大雪時の対応状況について検証し、よ

り効率的かつ効果的な出動基準の在り方について検討してまいります。 

○まじま委員 いろいろ、住民の声を聞いて対応してきたという部分も示していただきました。新

年度、そういう今シーズンの状況を踏まえて、新年度、どういうふうに対応していくか、最後、部

長に、除排雪に向けての意気込みといいますか、伺いたいと思います。 

○高橋土木部雪対策担当部長 今後の除排雪についてでございます。 

 除排雪につきましては、近年のまとまった降雪や暖気など気象状況の変化や、担い手不足などの

課題に対応するため、ざくざく路面対策や除雪ＤＸの推進による効果的な除雪手法の構築や、セン

ター統合など持続可能な除排雪体制の構築に向け、取り組んできたところでございます。 

 今シーズンにつきましては、降雪量が過去１０年平均並みとなっていますけども、先ほど答弁さ

せていただきましたとおり、年末の大雪ですとか、その後、急激な気温の上昇など、極端な気象状

況にも見舞われました。しかし、先ほど答弁させていただいた予防的な取組とかを行ったことによ

って、シーズン中、大きな混乱はなく、対応できたものというふうに感じております。 

 一方で、委員のほうからもお話がございましたが、全国各地では記録的な大雪により大きな交通

障害も生じており、本市におきましても、いろいろな状況を見据えた体制づくりというようなもの

も進めていかなければならないというふうに考えております。その一つとして、シーズンを通した

体制ですとか資機材の確保に向け、令和８年度は、企業が安心して除排雪に携わっていけるように、

実態に即した費用の見直しですとか、除雪機械購入制度の創設など、持続可能な除排雪体制の構築

を図ってまいります。 

 間もなく、今シーズンの除排雪作業は終了しますが、除排雪につきましては、いろいろ御指摘も

ありましたが、まだまだ課題があるというふうに認識しております。 

 今後、市民の皆様の御意見を伺いながら、今シーズンの取組を検証してまいりますが、その検証

結果を、来シーズンの取組ですとか、新年度から着手します次期雪対策基本計画の策定に反映し、

冬季の安全、安心な道路環境を確保してまいりたいと考えております。 

○まじま委員 除排雪のこの点については、終わりたいと思います。 

 次に、同じ雪に関わってですけれども、８款２項２目道路橋りょう維持費、消流雪管理費の予算

額と概要について伺いたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 令和８年度の消流雪管理費の予算につきましては、市内中心部に整備され

ている中央地区流雪溝と東光・豊岡地区を流れる基北川の消流雪用水事業の維持管理委託料や取水
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に関わる負担金など９千５２８万７千円を計上しております。 

○まじま委員 それでは、この消流雪管理費については、毎年、それなりの維持管理費がかかって

いると思いますが、過去５年間の経費についてお聞きをしたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 消流雪管理費における令和３年度から令和７年度までの過去５年の委託料

について、当初予算額で申し上げますと、令和３年度が６千８０４万６千円、令和４年度が６千８

６７万２千円、令和５年度が６千９８０万３千円、令和６年度が７千３６０万１千円、令和７年度

が７千７４３万８千円となっております。 

○まじま委員 少しずつ上がってきているんですよね。いろんな経費が上がっているというのが影

響しているのかと思いますけれども、なぜこれを取り上げたかっていうと、地域の方から、せっか

く流雪溝があるんだけど、十分に活用されているのかっていうことを言われまして、それで取り上

げようと思って、今日、皆さんに来ていただきました。 

 利用率について、どのように把握されているのか、流雪溝を利用している世帯の数が減少傾向に

あるというふうに言われているんですけど、その要因についてはどのように分析をされているのか、

あわせて、流雪溝を利用している世帯数の推移について、どのようになっているのか、把握されて

いるようなところがあれば教えていただきたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 流雪溝の利用率は、投雪口数を基に利用状況を把握しているため、世帯数

につきましては、現状では把握し切れておりません。流雪溝の利用率につきましては、全投雪口数

１千７５５か所のうち、利用されている投雪口数を目視で確認し、利用率を算出しております。 

 なお、過去の調査結果につきましては、平成２９年度が８１０か所の利用が確認できましたので

４６．２％、令和２年度が７７８か所で４４．３％、令和６年度が９１５か所で５２．１％、令和

７年度が８３４か所で４７．５％となっており、おおむね横ばいで推移しているところでございま

す。 

○まじま委員 今、答弁をいただきましたように、口数が１千７５５か所あるという中で、８３４

か所が活用されているということなんですね。４７．５％といったら、やはり多くはないですよね。

平成２９年度も４６．２％だから、横ばいって言われたら確かに横ばいなんですけど、せっかくそ

ういう流雪溝っていうのが造られているので、やっぱり積極的に使っていただくというのが必要な

のかなと思います。 

 その原因がどこにあるのかなあというふうに思うんですよね。まず一つは、利用時間に問題がな

いのか、現実に合っていないのかというふうな思いもあります。水が流れる時間が短いといった不

満が寄せられているという声もあるって聞いています。 

 市民からはどのような声が寄せられているのか、その声に、市としてはどういう対応を行ってい

るのか、この点について伺いたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 流雪溝の運用時間につきましては、沿線利用者で構成される旭川市中央地

区流雪溝管理運営協議会で決定されており、運用時間帯は午前６時から午後９時半までとなってお

ります。 

 これまで、同協議会総会や沿線住民からの、市に対して、運用時間に関する具体的な指摘や変更

の要望が寄せられた経緯はございませんが、朝の一斉投雪による閉塞事故を防ぐために、午前６時

から午前１０時までの間は、地区ごとに２時間の時間制限を設けております。時間を分けて投雪を
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行っていただくようお願いしている状況でございます。 

 なお、店舗や会社等、営業開始時間に合わせて制限時間帯に投雪を希望される場合には、事前に

届出を事務局に提出していただくことで投雪を可能とするなど、柔軟な対応を実施しているところ

でございます。 

○まじま委員 運用時間は、今言われたように午前６時から午後９時半までという長い時間が示さ

れているわけですけど、地区ごとに２時間の時間差制限を設けていると。もちろん閉塞事故を起こ

したら何にもならないので、確かに分かるんですけど、この点については、まだ改善することも必

要かなと思いますので、検討いただきたいというふうに思います。 

 私は、この流雪溝のことについては平成２７年度にも質疑をしています。その時点で、地域の高

齢化が問題になっておりました。さらに１０年たっているわけですから、さらに高齢化が進んで、

高齢者のみの世帯や空き家になってしまったようなところもあるんじゃないかと思います。高齢者

世帯も、元気な方であれば投雪できるんだけど、自分で運んで、家の前の雪を運んで、自分のそば

の口のところに持っていくということ自体が、そういう方法がもう限界を迎えているんじゃないか

というふうに思うんですけど、この点についてどういう見解を持っていますか。 

○田中土木事業所長 流雪溝の沿線住民の皆様には、日々、投雪作業への御協力をいただいている

ところでございますけれども、近年の少子高齢化社会において、除雪・投雪作業に困難を要する

方々への適切な対応も求められていると認識しているところでございます。 

 こうした状況を踏まえまして、流雪溝が設置されている地域におきましては、沿線住民の投雪作

業を前提とした運用としているものの、通行に支障を来す場合には、必要に応じて局所的に除排雪

により対応するなど、安全な冬季の道路環境の確保に努めているところでございます。 

○まじま委員 流雪溝がある地域とない地域ってあるわけですよね。まちなかにはあるけど、それ

以外の地域にはないっていうことなんですけど、そういう地域、ある地域とない地域で雪対応の支

援に違いがあるのかどうか、伺いたいと思いますし、今後は、地域のニーズに合わせた柔軟な考え

方が示されるべきではないのかなと思いますけども、この点についての見解を伺いたいと思います。 

○田中土木事業所長 制度化された除排雪に関する支援につきましては、流雪溝のある地域とない

地域で違いはございませんけれども、例えば、既存の支援制度でありますタイヤショベルの貸出し

など、町内会向けの支援についても広くＰＲさせていただきながら、流雪溝のある地域とない地域

ともに、不公平感の生じない、適切かつ柔軟な対応となるように、引き続き、流雪溝の管理運営協

議会の皆様と連携して、よりよい支援の在り方について検討を進めてまいりたいと思います。 

○まじま委員 今は、空き地や空き家などでは、ボランティアで投雪しているというふうに聞いて

います。その確保状況についてお示しをいただきたいと思います。 

○今井土木事業所主幹 空き家、空き地など担い手が不足している箇所におきましては、市職員や

道路管理者の有志による投雪ボランティア活動を継続的に実施しており、新型コロナウイルスの感

染拡大や大雪警報が発令された年を除き、平成８年度から令和７年度の３０年間で２７回の活動を

行っているところでございます。 

 令和７年度の参加者実績といたしましては、１２２名の参加があり、毎年、１００名を超える参

加者となってございます。 

 このほか、市内の一部民間企業による自主的な取組として、毎年、投雪ボランティアが行われて
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いる実績もございます。 

○まじま委員 毎年、１００名を超える方に参加していただいているという状況が分かりました。 

 若い方にもお願いしていると思うんですが、多くは、町内会とか、運営協議会の役員さんに依拠

しているんじゃないのかなというふうに思われます。役員の高齢化で存続が危ぶまれているところ

もあるんじゃないかというふうに思うんです。こうしたところに対する打開策というのをお持ちな

んでしょうか。話合いなどの具体的な対応などが行われているかどうかについて確認をさせていた

だきたいと思います。 

○田中土木事業所長 ボランティアの活動につきましては、先ほど申し上げましたとおり、若い世

代の参加があるものの、委員の御指摘のとおり、旭川市中央地区流雪溝管理運営協議会、この役員

につきましては高齢化が進んでいる状況にございます。 

 近年、役員の世代交代について相談を受けているところでもございますが、流雪溝は便利で継続

して利用したいという意向もございますことから、運営協議会と連携を密に取りながら、引き続き、

今後の活動体制について協議を進めてまいりたいと考えております。 

○まじま委員 次に、流雪溝自体の老朽化っていうのが進んでいるんじゃないかと思うんですね。

今後、どれくらいの補修や修繕が必要になると見込んでいるのか、その点について伺いたいと思い

ます。 

○田中土木事業所長 本市では、流雪溝の利用状況を２４時間体制で遠隔監視、遠隔操作できるシ

ステムを導入して、安全かつ円滑な運営に努めているところでございます。このシステムは、平成

２３年度に全面更新を実施してございますが、それから１０年以上が経過して老朽化が進んでいる

状況にございまして、今後、設備故障時に代替部品の調達が難しくなるということを懸念してござ

います。 

 こうした状況を踏まえまして、現在、システム更新に向けた準備を進めておりますが、国や北海

道と今後協議を進めるとともに、適切な点検による各設備の長寿命化や修繕を実施しながら、円滑

な運用に努めてまいります。 

○まじま委員 結構、お金がかかるんですね、そうしたらね。これからそういうことが見込まれる

ということです。 

 市としては、様々なところでＤＸだとかＡＩだというふうなことが打ち出されているわけですけ

ど、この点については、最新技術による対応はあるのか、それともないのか、伺いたいと思います。 

○田中土木事業所長 投雪作業そのものに係る自動化や無人化につきましては確立されていないと

認識してございますが、蓋の開閉の自動化や監視システムへのＡＩ導入については、他の自治体で

導入されているものと伺ってございます。このほか、閉塞事故が発生した際に、中央監視室以外の

場所からでも、携帯端末などを活用して原因箇所の特定や水位状況を迅速に把握できるシステムも

開発されているなど、対応の迅速化や運用の効率化に係る技術開発が進んできている状況にあると

認識しているところでございます。 

 施設の更新時には、新たな技術の導入について、他の自治体の取組状況を調査研究しながら、本

市の流雪溝の運営における効率化や省力化など、最新技術導入における効果を踏まえながら検討し

てまいりたいと思います。 

○まじま委員 最後にしたいと思いますけども、やっぱり、最初に伺ったように、四十数％しか使
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われていないということは大きな課題だなというふうに思っています。 

 それで、最後に、今後の展開についてどう考えているのか、総合的な考え方を伺って、終わりた

いと思います。 

○高橋土木部雪対策担当部長 流雪溝の今後の展開についてでございます。 

 現在運用しております旭川中央地区流雪溝は、自然エネルギーであります河川水を用いて、市内

中心部の国道、道道、市道に隣接する住民や事業者によって投雪された雪を石狩川へ放流する雪処

理施設であり、平成７年度に一部供用を開始し、平成１３年度には全線供用となっており、その一

部供用が始まってから、３０年以上、運用されている施設でございます。 

 流雪溝の活用は、市内中心部の冬期間における道路環境や沿線住民の生活環境が向上するほか、

市内の雪堆積場に運ばれる雪が減少し、運搬排雪量の抑制にもつながる効果がある一方、委員の御

指摘のとおり、高齢化による担い手の確保や、施設の老朽化に伴う更新といった課題があると認識

しております。 

 今後に向けましては、なかなか難しい課題ではありますけども、旭川中央地区流雪溝管理運営協

議会や、国、北海道と連携し、あらゆる工夫をしながら、施設の効果が発揮できるよう、有効的な

利用促進を図り、市民協働による地域除雪活動の充実に取り組んでまいりたいと考えております。 

○まじま委員 以上、雪に関わっては、質問は終わりますので、退席していただいて結構です。 

 次に、同じ土木部に、永山取水施設関連の維持管理に係る負担金などが計上されていると思いま

すが、令和８年度の予算額について伺いたいと思います。 

○尾崎土木部土木管理課長 令和８年度の永山取水施設関連の維持管理負担金の予算額につきまし

ては、永山取水施設維持管理負担金として７９９万９千円、導水施設維持管理負担金として２９万

５千円、日本製紙サイフォン部維持管理負担金として５万円、これら３つの負担金の合計額は８３

４万４千円となっております。そのほか、石狩川左岸導水施設維持管理費が２５４万７千円で、永

山取水施設関連の負担金及び維持管理費の合計額は１千８９万１千円となっております。 

 また、歳入予算として、石狩川左岸導水施設維持管理のＪＲ北海道からの負担金２５万５千円を

計上しております。 

○まじま委員 永山取水施設などの使用許可手続は、許可期間を１年間としていますよね。ですか

ら、毎年、手続が必要です。今年もそろそろ許可の期間が終了すると思いますが、今時点の状況を

伺いたいと思います。 

○尾崎土木部土木管理課長 令和７年度の許可期間は令和８年３月３１日までとなっており、各使

用者からは、本年１月上旬に、次年度の使用許可更新の申請書が提出され、１月２３日までに許可

をしたところでありますが、申請の提出に先立ち、昨年１２月８日に、永山取水施設の使用者が一

堂に会し、実施されました永山取水施設維持管理協議会において、各使用者における次年度の施設

の利用状況等に変更がないことや継続使用の意思を事前に確認しております。 

○まじま委員 １月２３日に市は許可をしたということですね。 

 それで、使用料については、これまでどおりと同じように免除ということなのかどうか、また、

令和８年度における日本製紙及びＪＲ北海道の使用料は幾らと見込んでいるのか、伺いたいと思い

ます。 

○尾崎土木部土木管理課長 令和８年度の永山取水施設の使用料につきましては、日本製紙分が６
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千７７６万１千２４０円、ＪＲ北海道分は、永山取水施設が４３万７千５２０円、左岸導水施設が

２２４万５千４４０円、ＪＲ北海道の合計が２６８万２千９６０円、日本製紙及びＪＲ北海道の合

計で７千４４万４千２００円となっており、全額免除としております。 

○まじま委員 ７千万円は大きいですよね。永山取水施設については、これまでの議会質疑におい

て、事務手続や経過書類の不備など、事務執行上の様々な問題について指摘を受けた経過がありま

す。また、住民監査請求から住民訴訟に至るなど、市民に不信感を与えた経過もあります。 

 さらに、市としては、大型事業の財源、物価高における市民生活や経済活動に対する支援など、

市として自主財源を確保していく必要がある、そんな中で、歳入として自主財源になり得る７千万

円を超える使用料を全額免除としていることについて、改めて見解を伺いたいと思います。 

○富岡土木部長 物価やエネルギー価格の高騰への対応など厳しい財政状況の中で、社会情勢等の

変化にも対応しながら、市民生活を安定的に支えていくためには、委員の御指摘のとおり、使用料

などによる自主財源の確保は重要であると認識をしております。 

 しかし、永山取水施設における問題につきましては、議会における様々な御指摘、住民監査から

訴訟に至った経緯、経過などを重く受け止めながらも、様々な検討を慎重に重ね、施設の建設や使

用に至る経緯等を総合的に判断して、使用許可手続及び使用料の減免などの判断を行ってきたとこ

ろでございまして、今後も、施設の利用状況等を、都度、確認しながら、法令遵守はもとより、透

明性、公平性を確保し、適正な事務執行に努めてまいります。 

○まじま委員 ７千万円です。大きいですよね。いろいろ言われましたけど、ぜひ失敗を恐れず請

求したらいいんじゃないかと私は思っています。 

 以上のことを述べて、このテーマは終わりたいと思います。 

 次に、産業創造プラザに関わって質問していきたいなと思います。 

 この産業創造プラザに関わる事業の概要についてお聞きをしたいと思います。 

 また、この産業創造プラザの設置目的と役割についてお示しいただきたいと思います。 

○後藤経済部産業振興課長 一般財団法人旭川産業創造プラザは、道北地域の中小企業の経営力強

化や新事業創出を支援する産業支援拠点として設置しているものであります。企業からの経営相談

や技術相談への対応、専門家派遣、セミナー開催、販路開拓支援などを通じて、中小企業の課題解

決と新たな事業展開を支援し、地域企業の活性化につなげることを目的としております。 

 また、同プラザは、旭川市工業技術センターや旭川食品産業支援センターなどと連携しながら、

ものづくり企業を中心とした技術支援や経営支援を行う道北地域の産業拠点としての役割も担って

おります。 

○まじま委員 産業創造プラザというのは、道北地域の中小企業の経営力強化や新事業創出を支援

する産業支援拠点だというふうに述べられました。 

 であれば、このプラザは、これまでどのような企業支援を行って、どのような実績があるのでし

ょうか。 

○後藤経済部産業振興課長 産業創造プラザでは、企業からの経営相談や技術相談、創業相談など

に対応しており、直近の令和６年度の実績では、相談及び対応件数は１千５２０件となっておりま

す。その内訳としては、製造業関連の相談が９８９件と最も多いほか、創業関連が１７１件、販売

促進や人材に関する相談なども寄せられており、製造業を中心としながらも、幅広い業種の事業者
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からの相談を受けているところであります。 

 また、企業訪問や個別相談を通じて、商品開発や生産効率の改善、販路開拓などの伴走支援を行

っているほか、専門家による個別支援やセミナーの開催、展示会出展支援などを実施し、中小企業

の課題解決や事業展開につながる支援を行ってきたところであります。 

○まじま委員 それでは、産業創造プラザは、今、伴走支援をやっているということなんですけど、

その伴走支援とは具体的に何か、お聞きをしたいと思います。 

○後藤経済部産業振興課長 伴走支援とは、企業からの単発の相談に対応するだけでなく、企業の

課題に応じて継続的に支援を行う取組であります。例えば、商品開発の段階では専門家による助言

や技術支援を行い、その後の販路開拓の段階では展示会出展や商談機会の提供などを行うなど、企

業の成長段階に応じて継続的な支援を行っております。また、創業を希望する方からの相談にも対

応しており、事業計画の検討や専門家による助言などを通じて、地域における新たな事業の創出に

もつなげているところであります。 

 このように、企業の課題解決から事業展開までを継続的に支援することにより、中小企業の成長

を後押ししているところであります。 

○まじま委員 いろいろ事業内容があるっていうことですし、相談件数も一定数あるというのは理

解できました。継続的な支援も行っているというのは理解もできたわけです。 

 そこで、一方で、いろいろ事業はあるんでしょうけども、令和６年度の監査においては、産業創

造プラザが実施した事業の効果を検証して記載するなど、内容の充実を図るよう求められているん

ですね、これ、監査のほうで。 

 この点については改善が図られているのかどうか、確認をさせていただきたいと思います。 

○後藤経済部産業振興課長 監査においては、実施事業の成果について、より具体的な形で整理し、

事業効果が分かるように記載内容の充実を図るよう指摘を受けております。これを受け、旭川産業

創造プラザにおいては、相談件数などの実績に加え、商品開発や販路拡大につながった支援事例な

ど、事業の成果を整理しながら、報告内容の充実に努めているところであります。 

 今後につきましても、支援事業の効果を適切に把握しながら、事業の改善や内容の充実につなげ

てまいります。 

○まじま委員 ぜひ、監査から指摘を受けないように、しっかりした対応をしていただければと思

います。 

 そこで、産業創造プラザが中小企業の支援をしているというのも分かりました。一方で、地場産

業振興センター、これも中小企業の振興を目的としているわけですが、明確な機能の違いっていう

のはあるのかどうか、伺いたいと思います。 

○後藤経済部産業振興課長 産業創造プラザは、企業の経営相談や技術相談、商品開発支援など、

企業の経営力や技術力の向上を支援する機能を主に担っております。一方、一般財団法人道北地域

旭川地場産業振興センターは、食品などの地場産業の振興を目的に、展示機能や販路開拓支援、販

売促進などを行う役割を担っております。 

 このように、産業創造プラザは企業経営の下支えや成長支援機能、地場産業振興センターは販路

開拓や展示販売促進機能を中心に担っているという違いがあります。 

○まじま委員 それで、旭川産業創造プラザと旭川地場産業振興センターの機能の在り方について
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は検討しているっていうことは聞いていました。質疑したいよっていうのは、金曜日のときに話を

させていただいたんですけど、翌日の土曜日の新聞に、合併するっていうふうに報道されたんです

ね。 

 市長は、これまで両者の連携強化っていうふうに言ってきたんじゃないかなというふうに思うん

です。で、なぜ連携では不十分で、合併が必要になったのか、その点、理由をお示しいただきたい

と思います。 

 地場産業界や、利用者である中小企業の側の皆さんは、どんな意見を持っているのか、その意見

が反映されているのか、その点について伺いたいと思います。 

○後藤経済部産業振興課長 現在、旭川産業創造プラザと旭川地場産業振興センターにおいて、産

業支援機能の強化に向けた法人統合について主体的な検討が進められているところであります。 

 先ほど、両財団が担っている機能について答弁させていただきましたが、企業を取り巻く経営環

境が厳しさを増す中で、商品開発から販路開拓までを一体的に支援できる体制の必要性が高まって

いることから、両財団において、法人統合を含めた体制の検討が進められているものと承知してお

ります。両財団理事、評議員には、中小企業の関係者にも就任いただいていることから、さきに行

われたそれぞれの理事会において賛同を得ていることから、中小企業側の御理解もいただいている

ものと認識しております。 

 なお、本市といたしましては、両財団の役員としての立場に加え、所管する部局として、両財団

の検討状況を踏まえながら、地域産業の振興につながる取組になるよう、必要な協力を行ってまい

りたいと考えております。 

○まじま委員 合併後の組織を地域商社として位置づけるというふうな報道だったかなと思うんで

すね。これは、行政の皆さんが、よく民業の営業活動を圧迫するという、こうした懸念はないので

しょうか。 

 また、こうした取組で仮に赤字になってしまったとかといった場合の責任の所在、これはどうな

っていくのでしょうか。 

○住吉経済部経済交流課長 地域商社機能につきましては、民間企業の営業活動を代替するもので

はなく、企業単独では対応が難しい展示会出展や新たな市場開拓などを支援する役割として位置づ

けられているものと認識しております。 

 そのため、民間事業者との役割分担を図りながら、地域企業の販路を開拓し、その販路拡大を後

押しする補完的な機能として取り組むことが重要であると考えております。 

 また、具体的な事業内容や財務面を含めて、運営体制につきましては、現在、両財団において検

討が進められているところであり、本市といたしまして、地域産業の振興につながる実効性のある

取組となるよう、その検討状況を踏まえながら対応してまいりたいと考えております。 

 なお、両財団が統合した場合においても、市との関係においては、第三セクターの位置づけは変

わらず、市の関与の在り方には変更がないものと考えております。 

○まじま委員 ７月ですね、新年度７月には合併契約を行うということまで示されていたと思いま

す。ということは、具体的なところまで、もうかなり具体的なところまで検討されているんじゃな

いかというふうに思うんですね。 

 で、現在の緑が丘地区にある産業創造プラザと神楽地域にある地場産業振興センター、離れた拠
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点、どう統合していこうとしているのか。物理的な距離がある中で一体的な支援というのは本当に

できるのか、建物など管理コスト、これについてはどのようにしようとしているのか、この点につ

いて見解を示してください。 

○後藤経済部産業振興課長 現在、両財団において法人統合に向けた検討が進められており、組織

体制や業務の在り方などについても具体的な整理が行われているものと認識しております。 

 拠点の在り方につきましては、現在の施設機能を生かしながら、役割分担を図る方向で検討が進

められており、産業創造プラザでは、企業支援に関する総務、企画などの管理機能を担い、地場産

業振興センターにつきましては、貸し館機能などの現在の施設機能を生かした運営を行うことを想

定していると伺っております。また、地場産業振興センターにおいては、貸し館業務や施設利用者

への対応などがあることから、必要な職員を配置しながら、施設運営を行うことが検討されている

ものと認識しております。 

 こうした役割分担によって、それぞれの施設機能を生かしながらも、企業支援や販路開拓などの

取組を一体的に進めていくことが可能になるものと考えております。 

 なお、建物の管理コストにつきましては、それぞれの施設の維持管理を行いながら運営すること

になりますが、管理部門の集約などにより事務の効率化を図ることで、全体として効率的な運営に

つながるよう検討が進められているものと認識しております。 

○まじま委員 建物はそれぞれ持ちながら合併をするんだということで、最後のほうで言われてい

ました、事務の効率化を図ることで全体として効率的な運営につながるよう検討が進められている

ということで、まさに、職員数の削減というのも出ていましたよね。何か１９人だったのを１６人

にするっていうふうなところまで書かれていたかなと思います。 

 業務を一体化して、さらに、地域商社として新しい機能を加えるというふうなことも検討されて

いるようなんですけど、人員を減らすことが一概に駄目とは言えないのかもしれないけども、だけ

ど、支援の質っていうのを今度は担保できるのかどうか、この点について見解を伺いたいと思いま

す。 

○後藤経済部産業振興課長 今回の検討は人員削減を目的としたものではなく、産業支援機能をよ

り効率・効果的に発揮する体制の構築を目的としたものであると認識しております。 

 職員体制につきましては、業務の内容の整理や効率化を図りながら、退職者が生じた場合の補充

の在り方なども含めて検討を進めていくと伺っております。 

○まじま委員 地域商社にしていくということなんですけど、まだ始まっていないのに、あれです

けど、全国で失敗した事例というのは結構あるようなんですね。ネット情報だけ見ただけでも、２

つ、３つ、ぱぱっと出てくるんですよ。自治体の規模はそれぞれ違うんですけど、専門性の欠如と

いいますか、在り方ですね。で、商社化すれば販路拡大につながるわけじゃないですよね。自動的

にそうなるわけじゃなくて、結果として多額の公金を使ったんだけど、清算に追い込まれるという、

そういう事例も多くあるというふうに、調べてみて分かりました。そうした結果にならないように

努めなければならないと思います。 

 今後に向けて、その点についてどういう考えなのか、最後、お聞きして、このテーマを終わりた

いと思います。 

○三宮経済部長 地域商社につきましては、全国各地で様々な取組が進められている一方で、事業
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の進め方や体制によっては、十分な成果につながらず、運営の見直しや整理に至った事例があると

いうことも承知をしております。 

 こうした事例では、販路開拓に必要な専門性の不足や、事業目的の整理が不十分であったことな

どが課題として指摘されているところでございます。そのため、これまで、産業創造プラザが培っ

てきた企業支援のノウハウ、そして、地場産業振興センターが有する販路開拓のネットワークなど、

それぞれの強みを生かしながら地域企業の成長につながる支援体制を構築していくことが重要であ

るというふうに考えております。 

 必ずしも思ったような成果がすぐに出るという保証もありませんし、様々な、いわゆる失敗事例

ということも見ておりますので、両財団、それから本市としても、非常に、失敗を恐れず、挑戦す

るような取組になります。 

 しかし、現状のまま事業を進めるよりは、機能を統合することで、より中小企業の支援や地域の

活性化につながる可能性があるのではないかという認識の下でやることでございますので、あくま

でも中小企業の支援を効率的、効果的に行うための前向きな合併協議であるということを考えてお

ります。 

 本市としても、検討や必要な支援を行いながら、地域産業の持続的な発展につながる産業支援体

制の構築につながるよう努めてまいりたいと考えております。 

○まじま委員 それでは、この点については、この後、注視していきたいというふうに思います。 

 以上で、産業創造プラザについては終わりたいと思います。 

 次に、住宅改修促進費について伺っていきたいと思います。 

 まず、住宅改修補助金の令和８年度予算概要について伺いたいと思います。 

○紙谷建築部建築総務課主幹 住宅改修補助金は、省エネルギー型及び維持保全型の２種類があり、

既存住宅の省エネルギー化や適切な維持のための改修工事に要する費用の一部を補助するもので、

全体事業費、令和８年度は２千３１万円で、補助金に係る予算額は、省エネルギー型５０件、５０

０万円、維持保全型２５０件、１千２５０万円となっております。 

○まじま委員 令和７年度は３千２００万円あったんですよね。それが、新年度、２千万円と減額

になっています。 

 そこで、令和７年度のこの事業の申請状況について伺いたいと思います。 

○紙谷建築部建築総務課主幹 令和７年度の補助予算額３千万円に対し、決算見込額は１千５８２

万５千円で、補助交付の実績件数としましては、省エネルギー型は６０件の申請に対し、６０件交

付、維持保全型は２３１件の申請に対し、２１９件の交付となっております。維持保全型の差引き

１２件につきましては、工事取りやめなどによる取下げ申請によるもので、今年度につきましては、

抽せんなしで交付決定しております。 

○まじま委員 いろいろ申請状況はあるんですよね。だから、需要があるっていうことなんだと思

うんですが、この補助金、前年度の３００件から２５０件に縮小されました。 

 決算審査特別委員会のときにも質疑をした経過がありますが、そのときには、社会経済情勢を踏

まえて、より効果的な支援の在り方を見定めていくというふうな答弁があったんですね。しかし、

結果を見ると減額になっている。一方、市長の肝煎りの地域材活用については増えている。 

 この判断に至った理由についてお示しをいただきたいと思います。 



- 269 - 

○柴建築部建築総務課長 住宅改修補助金は、既存の住宅の維持保全を目的とした制度であり、限

られた財源の中で持続可能な運用を図ってきたところであります。令和８年度予算編成につきまし

ては、大変、財源が厳しい中で、制度の継続を優先するということで実績に基づいて精査をした結

果、２５０件を確保したということでございます。 

 一方、地域材の補助金についてですが、地域材の利用促進、脱炭素ということを目的として、異

なる施策であります。地域材については、市長公約事業だからということではございませんが、同

じく、実績に基づいて精査を行った結果、増額となっているところでございます。 

 なお、増額となった部分については、森林環境譲与税を原資とする基金を充当していますので、

一般財源の増はないというところでございます。 

 住宅施策については、新築住宅と既存住宅の双方、取組を進めながら、住宅ストックの質の向上

を図ることが重要であるというふうに考えております。 

○まじま委員 それでは、今回、令和８年度予算計上に当たって、ニーズ把握をどのように行った

のか、伺いたいと思います。 

○紙谷建築部建築総務課主幹 ニーズの把握につきましては、過年度からの申請実績、申請時の工

事内容、アンケート調査の結果などを総合的に踏まえて行っております。また、申請全体の約７

５％を事業者が代行して提出しておりまして、電話や窓口を通じて様々な状況を伺っているところ

であります。 

 令和６年度におきましては、補助額の見直し後も３０４件の申請がありまして、また、これまで

のアンケート調査では、補助金の有無にかかわらず工事を実施する意向を示す方も一定程度見られ

ていることから、住宅の維持保全に関する需要は継続しているものと認識しております。 

 こうした状況に加え、令和７年度の申請状況も踏まえまして、令和８年度予算については実態に

即した規模として整理したものでございます。 

○まじま委員 ニーズの把握については、アンケート調査を毎回やっていると思うんですけど、そ

ういうのを総合的に踏まえてって言っているんですけど、以前は、業界の皆さんのところに、住宅

政策だっていう一貫もあるんだけど、企業支援をするっていう側面もあって、外に行って、今回、

こういう制度でやりたいと思いますけどみたいなことを聞いて、ニーズ把握としていたっていう実

態があったと思うんですよね。何か、紙で見て、それを分析してこうなったっていうのは、ちょっ

と、ニーズ把握、足りないんじゃないのかなというふうな思いもあるんですよね。 

 市民ニーズが決してないというわけじゃなくて、私たち会派としてはあると思っているんです。

住宅の基本計画から考えると、もっともっと出てくるのかなと思います。行政としてこの制度の魅

力を十分に伝え切れていないんじゃないかというふうなことも思ったりするんですけど、そこにつ

いての見解を伺いたいと思います。 

○紙谷建築部建築総務課主幹 本制度は、平成２５年度の創設以来、継続して実施している事業で

ございまして、市民の皆様や住宅関連事業者の方の営業にも直接結びついていると伺っております

が、近年は、資材価格や人件費の上昇など社会経済情勢の変化も見られることから、そうした状況

が申請動向に影響している面もあるものと考えております。 

○まじま委員 予算の枠内に収めたいということが優先されたんじゃないのかなというふうな見方

もできるかなと思います。 
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 この事業がスタートしたときの意義がちょっと失われつつあるんじゃないかというふうに思うん

ですけど、そういったことはありませんか。 

○柴建築部建築総務課長 予算規模につきましては、毎年の財政状況の中で整理されているもので

ありますが、補助額を現行水準とすることで、できるだけ多くの市民の方に支援が行き届くよう制

度運用を行っているところでありまして、制度の意義については引き続き維持されているものと考

えております。 

○まじま委員 令和８年度の予算の財源内訳についてお聞きしたいと思います。 

○紙谷建築部建築総務課主幹 住宅改修補助金の財源内訳は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金が５００万円、一般財源が１千５３１万円となっております。 

○まじま委員 一般財源のほかに、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が含まれているとい

うことですが、その理由をお示しください。 

○柴建築部建築総務課長 近年の資材価格や人件費の高騰により、市民や事業者の負担が増えてい

る状況にあります。令和８年度予算では、国の交付金を活用し、具体的には省エネ型５００万円全

額に当該交付金を充当しております。その上で、補助額は現行水準を維持しながら、多くの方に支

援が届くよう整理したというところでございます。 

○まじま委員 物価高騰が相当引き上がっていて、資材の高騰で工事費全体が跳ね上がっていて、

もう５万円の補助では工事に踏み切れないという声も出ているんじゃないかなというふうに思うん

ですね。 

 この物価高騰に関わっては、どういう考えをお持ちなのか、伺いたいと思います。 

○柴建築部建築総務課長 補助額の水準によって工事をためらう方がいらっしゃるということにつ

いては、理解をしているところでございます。 

 これまでの申請状況、過去の申請状況を見ますと、築２０年以上の住宅からの申請が多数を占め

ている、屋根、壁の塗り替えについては、材質等にもよりますが、１０年から２０年程度で実施が

推奨されているということで、適切な時期に工事を進めていただくことで良質な住宅ストックの形

成につながるということでこれらの事業を展開してまいったところでありますが、令和７年度実績

で２３１件の申請、２１９件の交付ができているということで、このような社会情勢、経済情勢の

中にあっても、適切な維持管理をしようとする市民の方の後押しはできているものというふうに考

えております。 

○まじま委員 ５００万円、物価高騰交付金が入っているということでした。 

 これ、増額とか件数の拡充を行おうという意思はなかったのか、物価高騰分を上乗せして補助を

上げるとか、そういうことの検討はなかったのか、伺いたいと思います。 

○柴建築部建築総務課長 繰り返しになりますけど、物価高騰の影響が続く中においても、定期的

な修繕や改修工事というのは、住宅の性能を維持し、市民が安心して暮らせるということで欠かせ

ないものというふうに認識をしております。 

 令和６年の制度の見直しにより、維持保全型については、議会議論を経たという経過はあります

が、補助額を一律５万円としたことで、これまでの抽せんによる１５０件の交付から、６年度は３

００件に拡大することができ、より多くの方に交付できているというところであります。 

 国の交付金の充当につきましては、財政課と、この維持保全型のほうに充てることが可能かどう
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かということは協議いたしましたが、全体の配分の中で、８年度については、省エネ分５００万円

に充当したというところでございます。 

 補助額の増額につきましては、市民負担の軽減という観点と、制度をより多くの方に利用してい

ただくという両方の視点があると考えておりまして、現在のところは、なるべくたくさんの方に補

助金を交付したいということで制度を運用しているところでございます。 

○まじま委員 代表質問のときにも少し触れたんですけど、市長は、中小企業を新しいステージへ

っていうふうに述べられたんですね。そうであれば、この事業を増額する、で、市内の事業者に対

してしっかり仕事を提供するということも必要だったんじゃないかというふうに思いますが、この

点についての見解を伺いたいと思います。 

○柴建築部建築総務課長 この住宅改修補助金を通じて住宅改修をしていただくということで、地

域の事業者の皆様の受注機会につながっているということは認識をしております。 

 一方で、中小企業支援ということで言いますと、この制度のみならず、低利融資や利子補給など

様々な施策を組み合わせて実施していくということが重要であろうというふうに考えておりますの

で、中小企業支援のその中の一つの施策展開というところで位置づけながら運用を行っていきたい

というふうに考えております。 

○まじま委員 あと２問ぐらいで終わりたいなと思っていますけど、アンケート調査をやっている

と。きっとそこで出ているんじゃないかと思うんですけど、市民は、リフォームをぜいたくで行お

うとしているわけじゃなくて、雨漏りや寒さ対策、家の老朽化に対応を迫られて、２０年以上とか

っていう話も出ていましたけど、だから申請をしているんじゃないかと思うんです。で、いかにそ

こに寄り添っていくかっていうのかが行政の仕事ではないのかなと。 

 十分な予算をつけていく必要があると思うんですけども、改めて見解を伺いたいと思います。 

○柴建築部建築総務課長 委員のおっしゃるとおり、屋根、壁の補修等々、市民の皆様が改修、改

善等々をしていただいているところではありますけども、これらは、当然、皆さんの生活に直結し

ているものというふうに認識をしております。 

 予算につきましては、毎年度の財政事情というのを反映させながら編成していかなければならな

いので、なるべく多くの市民に支援が届くように調整を行ってきたところであります。 

 現在の補助額は、これまでの実績や申請傾向を踏まえたものでありまして、これからも申請状況

や社会情勢の変化などを見極めながら制度運用を行っていきたいというふうに考えております。 

○まじま委員 最後にしますけど、ここの事業の予算増額を会派としても求めてきました。この点

については、建築部の見解は、住宅の適切な維持保全を促進し、快適な住環境の形成につながる住

宅政策の一つと位置づけているというふうなことなんですね。で、予算確保については、国の動向

と社会経済情勢を踏まえて考えるという趣旨の答弁で、前回もそういう答弁をいただいていたから、

基本的には変わっていないのかなというふうに思っているんですけど、でも、検討が行われたと言

うんですけど、逆に、維持じゃなくて、少なくなっているんですよね。 

 これ、いろいろ答えられるんだけど、予算が厳しいからっていうふうに言うわけですね。とても、

市民の厳しい状況とか地元業者の経済波及効果ということについては寄り添っているという姿勢に

は見えなくて、地域経済を回すっていう、経済部とかもそういうことは中心的に考えるのかもしれ

ないんですけど、この事業が始まった最初の意義をやっぱり忘れることなくこの事業の在り方につ
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いて考えていただきたいと思うんですが、最後、部長に見解を伺って、終わりたいと思います。 

○岡田建築部長 本制度につきましては、議会での御議論も踏まえながら、補助金額を調整しなが

ら、厳しい財政状況の中であっても継続してきたというところでございます。 

 先ほども答弁させていただきましたが、平成２５年の制度創設以来、１０年以上経過して、その

間、様々な制度改正を行いながらも、昨今の社会情勢の変化ですとか、あるいは住宅政策上の要請

を踏まえ、また一方で、一定の需要が継続しているということも鑑みながら、今後、制度の在り方

としましては、制度のまずは継続を基本と考えながら、さらに慎重に制度の在り方について検討し

ていく必要があるというふうに考えております。 

 今回の予算規模の整理につきましては、これまで御答弁してきたとおりでございますけれども、

令和９年度には、旭川市住生活基本計画の改定を控えているということがございまして、今後は、

良質な住宅のストックの形成という観点の下、脱炭素化ですとか、あるいは長寿命化に資する改修

などを意識しながら、事業の在り方について見直しを進めていく必要があると考えております。 

 そのため、新たな住生活基本計画の策定プロセスの中で、市民の住環境の向上に資するより効果

的な支援の在り方について検討してまいりたいと考えております。 

○まじま委員 令和９年度には、旭川市住生活基本計画の改定も控えているということですので、

改めて、この事業の意義を考えていただいて、予算規模を増やしていただきたいということを指摘

して、終わりたいと思います。 

 この項目は、これで終わりたいと思います。 

 最後に、花咲スポーツ公園再整備について伺いたいと思います。 

 予算の概要については、先ほど駒木委員のところで述べられましたので、そこは省いていきたい

と思います。 

 新年度は、８月に、優先交渉権者を決めるところまで進めようとしているというスケジュールで

すね。その前提である考え方について伺っていきたいと思います。 

 これから人口減少が進むという中で、本当にアリーナに対する考え方はどうなのかなと、検証し

たいと思っているんですね。 

 募集要項に市の考え方が示されていると思います。新アリーナの活用日数を２２０日と想定され

ています。一般利用が１４０日、大会が６０日、市の事業で２０日、総計で２２０日、東光の体育

施設が別にあるという中で、この日数が本当に必要なのか、クエスチョンマークがついています。 

 で、市民の日常的個人利用がだんだん減少しているという傾向が示されていましたよね。にもか

かわらず、４０％になっている。この点についての理由をお示しください。 

○大久保観光スポーツ部スポーツ施設整備課主幹 市民の日常的個人利用については、現在の総合

体育館の一般利用が開館日の約３５％となっており、スポーツ実施率の向上と学校部活動の地域移

行も考慮し、４０％に相当する日数を確保するとの考えであり、開館日から算定すると１４０日と

なったものでございます。 

 なお、総合体育館の個人利用につきましては、令和４年度が５万５千４３１人、令和５年度が５

万８千９９９人、令和６年度が６万３千４１４人となっており、総合体育館の利用人数については

増加をしている状況でございます。 

○まじま委員 期待値っていうか、これからこういうふうにしていきたいという思いなんだけど、
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それをこの数字にしているわけですよね。だから、実際には、今、そんなにいないっていうことの

裏返しなのかなというふうに思います。 

 次に、学校部活動の地域移行も含まれています。部活動は、平日の夕方以降の時間とか、土日が

中心になるかと思います。時間枠の対価とかリース料をどういうふうに計算されたのか、過大に想

定してはいないか、その点についての見解を伺いたいと思います。 

○大久保観光スポーツ部スポーツ施設整備課主幹 提案上限額の算定のために便宜的に日数を想定

し、算定をしたものでございます。市民利用の算定の基礎とした現総合体育館については、午前、

午後、夜間の区分による利用となっており、この利用区分、こま数に対し、一般利用分のこま数が

約３５％となっております。これにさらにスポーツ実施率の向上や、学校部活動の地域移行に対応

するため、約４０％としたところでございます。 

○まじま委員 それで、あと、数字としては算出係数というのがあるんですね。０．５２というふ

うにされています。公共で利用する面積と公共利用日数を乗じて導き出された０．５２という係数、

これを見ても２２０日は過大な設定ではないかというふうに思われます。 

 部活動、個人利用というのも聞きました。市の事業についても、これまでは１０日前後であった

ものを、その倍を見込むというのは何でなのかっていうふうに疑問でしかないんですね。４億３千

８００万円という金額が示されているってことは、代表質問のときにも話をさせていただきました。 

 観光スポーツ部としては、コストを低くして負担を減らすという、そういう考えはないんでしょ

うか。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 新アリーナの公共利用につきましては、東光スポー

ツ公園複合体育施設との役割分担を踏まえた上で、これまでの施設利用実績から必要な日数を算定

したところでございます。 

 市の事業につきましては、スポーツ実施率の向上や市民の健康づくりにつながる事業としてより

充実させていくことが必要であるとの考えから、年間で２０日間を想定したものでございます。 

○まじま委員 これから人口減少が進んでいきますっていうふうに言われていますよね。で、スポ

ーツの実施率向上を掲げているわけです。スポーツ需要について一体どのように考えているのか、

新アリーナでは４０％を目指すというふうなことなんですが、スポーツ需要というのはあるんでし

ょうか。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 スポーツ実施率の向上につきましては、旭川市スポ

ーツ推進計画におきまして、週１回以上、スポーツを行っている成人の割合を示しておりまして、

その数値目標として、令和４年度に４９．３％であった実施率を、令和９年度には６０％に引き上

げることを目標としております。 

 これを踏まえまして、スポーツ推進計画では、スポーツの機会創出と充実、スポーツ環境の整備、

スポーツの担い手の育成と連携の推進、スポーツ交流などによる地域活性化の推進の４つの重点施

策を定め、現在もスポーツ振興に取り組んでいるところでございます。 

○まじま委員 週１回以上スポーツを行っている成人の割合、４９．３％っていうふうに言われた

んですけど、それらの人を６０％にするっていうことと、でも、こういう中の人たちには、民間の

ジムへ行ってスポーツをしている人だっているんだろうし、全部が、市の造る、今、造ろうとして

いるアリーナに行くというわけではないわけですよね。しかも、屋外のスポーツもあるわけですし、
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屋内スポーツの需要はあったにしても、そこまで見込む必要がどこにあるのかっていうのを私は思

っているわけです。 

 事業期間の最長６５年というのも不思議なんですよね。で、フラット八戸を参考に３０年って言

っていたわけですよね。事業者との対話を経て６５年と言い始めた。どんな話合いをしたらそうい

うふうになっちゃうのか。この長期契約を行おうとする理由について伺います。 

 代表質問でも触れましたけど、６５年になると支払い額が２８４億円になるっていうことなんで

すよ。これ、間違いなく市の財政を圧迫するんじゃないかというふうに思うんですよ。これだった

ら市が造ったほうが安上がりではないかと、工夫すればね。そういうことも頭の中に入れていただ

きたいと思います。 

 ３０年後、６５年後の旭川市の人口動態や市民のスポーツ需要をどう予測して最長６５年という

ふうに変えたのか、伺いたいと思います。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 事業期間につきましては、事業者は新アリーナ施設

の供用開始日から３０年以上６５年以下の範囲で提案できるとしておりますが、この６５年は、施

設の有効利用及び市の負担軽減、事業者の提案自由度の向上の観点から設定したものでございます。 

 また、市が施設を保有する官民連携手法により整備し、６５年間、管理運営を行った場合につい

て試算した場合につきましては合計約３２４億円となりますので、現在の手法のほうが財政的に有

利であると考えているところでございます。 

○まじま委員 最後に触れたいと思いますけど、次に、花咲スポーツ公園全体の再整備を掲げなが

ら、アリーナの公募だけを急ぐ理由について伺いたいと思います。 

 公園全体のマスタープランと整合性が取れるのでしょうか。令和１２年度供用開始ということを

先に決めてしまっている、そのことがあるからかえって不自然な状況になっているのではないでし

ょうか。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 花咲スポーツ公園の総合体育館は、建設から４０年

以上が経過しておりまして、一部耐震基準に合っていない状況でございます。 

 本市は、災害の少ない地域にあり、これまで震度５以上の被災経験はございませんが、万が一、

これまで経験したことがないような地震が起きた際には、利用者の生命、身体に影響を与えるリス

クは拭えないものと考えておりまして、最も早い整備スケジュールとして令和１２年度の供用開始

としたところでございます。 

 また、令和５年度に策定いたしました花咲スポーツ公園再整備基本構想におきましては、老朽化

が進行する施設状況や利用状況などを踏まえまして、機能を維持する既存公園施設についての改修

の基本的方針や、総合体育館につきましては、利用ニーズへの対応や耐震基準を満たすための早期

の建て替えに向けた方向性と、令和６年度の新アリーナの基本計画策定のスケジュールを示してお

りまして、公園全体の再整備の考え方とは整合性が取れているというふうに考えております。 

○まじま委員 これまでお聞きしてきたことと同じなんですよね。 

 前半の総務常任委員会所管のところで、能登谷委員が質疑の中でフラット八戸のことを引用され

ていました。八戸については、３０年で３０億円の規模だったということを知りました。 

 しかし、旭川については、最長で６５年、年間４億３千８００万円のお金をずっと払い続ける、

そうなると２８４億円という桁違いに大きなお金を払わなくてはならなくなると。八戸は、財政規
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律上、問題だっていうふうに言われて、３０年をマックスにしているわけですよ。こうした６５年

間、４億３千８００万円を払っていく、払い続けるということ、財政的に旭川市を危うくするって

いう感覚は、担当部局としてはないんでしょうか。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 花咲スポーツ公園再整備基本構想により総合体育館

は建て替えることとしておりまして、繰り返しにはなりますけれども、市が施設を保有する官民連

携手法により整備を行い、６５年間、管理運営を行った場合の試算額は約３２４億円でございます。

したがいまして、現在の手法のほうが財政的に有利であると考えているところでございます。 

○まじま委員 次に、ちょっと視点変えて、あの場所がどうなのかっていうことを考えてみたいと

思うんですけど、花咲スポーツ公園、あの場所ですね。あそこにアリーナを造るっていうことなん

ですけども、これも、ちょっと調べて、実際に行ったわけではないので、ちょっと違うものがある

かもしれない。だけど、宮城の宮城スタジアムが整備されたものの、アクセスの悪さ、活用の難し

さから稼働率が上がらなかった、維持費だけを払い続けることになっていたみたいなことが書いて

あって、じゃ、花咲のあの場所は、本当にあそこにアリーナを造って、稼働率を上げて、人があそ

こでにぎわうというような場所になり得るのか、その点についての見解を伺いたいと思います。 

○川原観光スポーツ部スポーツ施設整備課長 新アリーナの運営に関しましては、事業者の経験や

ノウハウが最大限に生かされ、プロスポーツやライブ、コンサートなどのイベントが開催されると

考えており、この花咲スポーツ公園の立地も踏まえた利用予測の下、事業選定に当たっての事業計

画が提案されるものと考えているところでございます。事業者選定の際には、そのような運営の計

画につきましても確認をしてまいりますし、市が支払う費用につきましては公共利用分のみでござ

いますことから、施設の維持管理費を市が負担し続ける考えはございません。 

○まじま委員 最後にします。 

 改めて、６５年間という時間をどう考えるかですね。今の考えている条件がずっと６５年間続く

っていうふうに考えているなら、違うと思うんですよね。社会情勢も大きく変わっていく可能性が

高いと思います。非保有で、説明を受けたら、固定資産税が市に入るなど考えているのかもしれま

せんけども、その分も含めて、時間枠やリース料に上乗せされるんじゃないかというふうに思うん

ですよ。 

 そうした状況も踏まえて、財政的なことも、観光スポーツ部としてはなかなか踏み込んで言えな

いかもしれませんけども、今の質疑を踏まえて、部長の見解を伺って、終わりたいと思います。 

○菅原観光スポーツ部長 本事業につきましては、事業者の経験とノウハウが十分に発揮できる事

業手法であることから、新アリーナが市民利用やプロスポーツ、コンサート等、様々な形で利用さ

れることにより、市民や本市の経済に有益な施設となることを期待しております。 

 委員からアクセスの悪さというようなお話もありましたけれども、現状、あの地域には様々な商

業施設があり、人が往来している地域であるというふうに認識しておりまして、新アリーナが整備

されることによって、さらに地域的な活性化が期待できるものというふうに考えております。 

 現在、本事業の事業者選定について手続を進めておりまして、４月３日までを期間として参加資

格要件の確認申請を受け付けているところでありますが、事業者の選定に当たっては、募集要項等

を踏まえた事業計画について事業者選定委員会において慎重に審査されますし、事業開始後もモニ

タリングを通じて経営状況の確認は行っていくこととなることから、事業者破綻のリスク等につき
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ましても現時点においては対応できているものと考えております。 

 委員から観光スポーツ部として答えられるところには限界もあるというふうなお話もございまし

たが、担当部局とも連携しながら、将来にわたって負担がどのようになっていくのかということに

関しまして検討してまいりたいというふうに考えております。 

○江川委員長 それでは、本日の分科会は、以上で終わりたいと思います。 

 なお、明日午前１０時から、本日に引き続き分科会を開きますので、定刻までに御参集願います。 

 本日の分科会は、これで散会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散会 午後４時４６分 


